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　六月六日──二十四節気の芒ぼう種しゆ。







　何の前まえ触ぶれもなく、それは起こった。




　その時広ひろ人とは、夜や刀との案内でねこがみさまと一いつ緒しよに、亡き祖母の師し匠しようが所有する古いお屋や敷しきを訪ねていた。

　とある事情のもとに、屋敷の屋根裏部屋を、みんなで探たん索さくしていた最中だった。




「…………っ!?」

「夜刀さん？」

　鋭く息を吸う音に、広人は目を見開いた。

　様々な荷物が積まれた、薄うす暗ぐらい屋根裏部屋。

　その一番奥で、水すい干かんに緋ひ袴ばかまのおかっぱ髪がみの幼よう女じよ・夜刀は、両手に何か細長い物体を捧ささげ持ったまま、長なが櫃びつの上に膝ひざ立だちして凍こおりついている。

「……変、なのよ。なんだ、か…………」

「夜刀？　いったい、どうしたので……」

　ねこがみさまが不安げな声で手を伸ばし、夜や刀との体に触ふれた。

　そのとたん、




「きああああ────────っ！」




　突とつ如じよ、夜刀の小さな体が弾はじかれたように後方に吹っ飛んだ。

　持っていた長なが物ものが放り投げられ、がちゃんと落ちる。

「うわああっ！」「うにゃあっ！」

　後方にいた広ひろ人とたちは突き飛ばされ、床ゆかに尻しりをついた。

　夜刀は激しい音で壁に叩たたきつけられ、ずるりと床に崩くずれ落ちる。

「だっ、大だい丈じよう夫ぶですか！　夜刀さ……」

　駆かけ寄ろうとした広人の声が凍こおった。

　闇やみの中で、彼の瞳ひとみは剝むかれたように大きく、大きく見開かれる。

　なぜなら目の前で倒れる夜刀の姿は…………。







　そして、思いがけないこの異変は、鰹かつお屋や家けに危難をもたらすこととなる。
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　そもそもの発ほつ端たんは、ほぼ半月前の五月下旬の夜、アパートでの話し合いからだった。




「霊れい能力について学びたいと？」

　こたつテーブルの横できちっと正座した守もり宮みやが、目を見開いた。

「はい」

　同じく正座した広人が、大きくうなずいた。

　他ほかのみんなは、そろって広人に注目している。

　天てん井じよう下さがりミミは、いつものごとく上から逆さになって。

　雪女じよ郎ろうユキメは、涼しい夜風が入る開け放った窓辺に腰こし掛かけて。

　蛇へび幼女夜刀は、テーブルにちっちゃな両手をぺっとり置いて。

　そしてねこがみさまは、デブ猫ねこモサコさんを抱だいてもふもふしながら、広人の隣となりで。

「ご自分の霊能力を向こう上じようしたい、とお考えなのでございますか」

　守宮が訊きいた。

「向こう上じようってわけじゃない、勉強したいんです」

「なぜ突とつ然ぜん、そう考えられたのでございます」

「あやのさんの件があった時、みっちゃ……じゃない菅すが原わらさんにいわれたんです」

　広ひろ人とはちょっと視線を落とす。

「〝善意での行いが全すべて正しいわけではない。最初は善意でも、思いのままに力をふるえば、それは独善となり、悪意と変わらなくなる〟って」

　少し息を吐つくと、広人は真剣なまなざしを上げた。

「俺おれが抱いだいた強い感情によって、発した言葉に何らかの現象が起こるなら、その理由や仕組みをちゃんと知りたいんです。延ひいては、自分の力を制せい御ぎよできるようになりたい。感情の高ぶりに任せて、思いのままに力を振るうことがないように」

「広人さま……」

「拝おがみ屋やだった婆ばあちゃんに仕つかえていた守もり宮みやさんたちなら、何か知りませんか」

　守宮は、しばし広人を見つめると、口を開いた。

「われらは妖あやかしでございます。人間である広人さまのお力を育てることはできません」

　といって守宮は、無言で眺ながめる夜や刀とにちらと視線を向けた。

「ですが、人間の霊れい能者ならば可能でしょう」

「……まさかなのよ、守宮」

　夜刀が声を上げた。守宮が涼すずやかな笑みを浮かべる。

「その通りでございます、夜刀どの。榊さかきさまならばうってつけかと」

「うげ」

　いきなり夜刀が変な声を漏もらした。広人は目を剝むく。

「あの、夜刀さん？　何ですか今の……」

「さ──か──きぃ───────っ！」

　ぶぶんぶんぶんと夜刀は激しく首を振った。

「いやなのよっ！　あのものすんごい超クソババアはいやなのよっ！」

「ちょ、超クソババア!?」

「そうなのよ夜刀はいやなのよ嫌きらいなのよあのクソババクソババクソババッ！」

　とんでもない罵ば言げんを吐はき出したかと思うと、ぴたりと夜刀は口を閉ざした。

「……でも、他ほかのみなにはちょっと会いたいのよ」

　守宮はおかしそうに小さくほほ笑んだ。

「そうでございましょう。いかがでございます、連絡を取ってみるのは」

「夜刀、守宮。榊とはどんな人物なのです」

　ねこがみさまが、モサコさんをもふもふしながら訊きいた。

「おりん様のお師し匠しようさまでございますよ」

「え、婆ばあちゃんの？」

「はい。お若い時のおりん様は、師し匠しようである榊さかきさまのお屋や敷しきで暮らしておいででした。私も夜や刀とどのも、途と中ちゆうからその暮らしに加わったのでございます」

「へえ、初耳だな。婆ちゃんのお師匠さんか……その頃、ミミさんも一いつ緒しよに？」

「いいえ、違いますわ」

　ミミは天てん井じようから澄すました声で答えた。

「わたくしは、おりん様が榊さまのお屋敷を出られた後に加わりましたの。でも話には聞いておりますわよ。なかなか刺激的な生活だったそうですわね、夜刀さん？」

　意味ありげな笑みを浮かべるミミに、夜刀は唇くちびるを尖とがらせた。

「刺激的どころじゃなかったのよ。おりん以上のクソババなのよっ。そんなことより、広ひろ人と。どうするのよ？　本当に榊に連絡してみるのよ？」

　夜刀の問いに、広人は一いつ瞬しゆん返事に詰つまった。

　夜刀のクソババ発言には盛大に引っかかる。とはいえ祖母の師匠なら、教えを乞こうにはこれ以上ないほど最適の相手だ。

「えっと、はい。連絡先を教えてもらえれば俺おれがします」

「ん、じゃあ守もり宮みや。頼むのよ」

「かしこまりました。あちらは電話がございませんので、まずは手紙がよろしいかと」

　守宮が告げる住所を、広人は熱心にメモする。

　その後ろで、ユキメがミミに楽しそうに訊きいた。

「それでぇ、夜刀さんたちはどんな刺激的な生活されてたんでしょう？」

「とーっても可愛かわいがられていらしたそうですわ。ほら、夜刀さんて本性はともかく見た目は小さくてお可愛らしいでしょ？　ですからそれはもうお人形さんのように」

「いっ、いわないのよ、ミミっ」

「ミミ、われもくわしく聞きたいのです。どう可愛がられておったのです？」

「ふふ、雛ひな祭まつりの時の話だそうですけれど、何でも……」

「ミ、ミミっ、ミミっ、もう、もうダメなのよっ」

　珍めずらしく夜刀はあわてふためき、ちっちゃな両手を天井に向かって振り回す。

　楽しげな少女たちの矯きよう声せいを耳に、広人はねこがみさまの後ろ姿を見つめた。

　霊れい能力について学ぼうと決めたのは、みっちゃんの言葉だけが理由ではない。

　本当はさらにもう一つ、重要な理由があったのだ。





☆★☆






　榊から返事がきた三日後の、六月六日の日曜日。

　広ひろ人とは夜や刀との案あん内ないで、ねこがみさまと一いつ緒しよに榊さかきの家を訪れることとなった。

　折しも梅雨つゆ時どき、天気は雨。




「……広人、ねこがみさま、こっちなのよ」

　前を歩く夜刀が、ちっちゃな手で手招きした。雨の向こうの彼女は傘かさも差していない。

　広人は傘の下から声をかけた。

「夜刀さん、濡ぬれますよ」

「平気なのよ。夜刀は元々、水に縁えんの深い妖あやかしなのよ。濡れても妖よう力りよくですぐ乾かわくのよ」

　そういって、夜刀はさっと背を向けた。

　赤い鼻はな緒おの草ぞう履りで水を跳はね上げ、蛇へびの幼よう女じよは足取り軽く歩いていく。

「どんな御ご仁じんでしょうね、広人。榊という人は」

　カエル型の傘を差したねこがみさまが、隣となりで広人を見上げた。

　相変わらず、ジャージ姿で長い銀の髪かみと猫ねこの耳。足元は広人の古いスニーカー。

「拝おがみ屋で、広人の祖母の師し匠しよう。きっとたいそうな人物でありまするぞ」

「そうですね。でも婆ばあちゃんのお師匠さんってことは、いいお歳としだよなあ」

　広人は手に持った葉は書がきに目を落とす。

『一度、拙せつ宅たくにお越しください。榊』

　水彩で紫陽花あじさいが描かれた葉書には、達筆でそんな一言。

　手慣れた筆ふで遣づかいに、広人は亡き祖母の美しい筆跡を思い出す。

「ふふ、何やら楽しみでありまする。早うまいりましょうぞ」

　ねこがみさまが、黄緑色のカエル傘と一いつ緒しよにくるんと回った。

　長い銀の髪がひるがえり、雨あま粒つぶを受ける。

　広人は少し笑って、銀の髪についた雨粒をそっと手で払はらってやった。

「家で待っていて良かったんですよ、ねこがみさま」

「そうはまいりませぬ。鰹かつお屋や家けの氏うじ神がみとして、ちゃあんとごあいさつせねば」

「あはは、ありがとうございます」

　雨の中、広人たちは住宅街を貫く道を歩き続けた。

　道路を掘り返しているのか、赤いパイロンが置かれた場所を何箇所か通り過ぎる。

「なんか工事が多いな。なんでだろ」

　工事個所を迂う回かいすると、道はうねうねと曲がる登り坂に変わった。

　それを登り切ると、長い長い下り坂になり、やがて坂の下に川が現れた。

「この先なのよ」

　細い橋のたもとで夜刀が川向こうを指差す。

　橋を渡った先の角地に、緑の木々に囲まれた広い敷しき地ちが見えた。

「なんと……見事な紫陽花あじさいでしょう」

　ねこがみさまが感かん嘆たんの声を上げた。広ひろ人とも目を見開く。

　敷しき地ちの周りには、見たこともないほどたくさんの紫陽花が咲き誇ほこっていた。

　広人たちは並んで石橋を渡り、敷地に近づく。

　間近で見ると、よりいっそう紫陽花は見事だった。剪せん定ていが行き届いており、球状に集まる花は綺き麗れいに丈たけがそろって、雨あま粒つぶを乗せて美しく並んでいる。

「ここから入るのよ」

　夜や刀とが紫陽花の垣かき根ねの一角の、丈の低い木戸を示した。

「えっ!?」

　広人は思わず目を剝むく。

　低い垣根と木戸の向こうには、大きな古こ民みん家かがそびえていた。どっしりした造りや構えといい、古こ色しよく陶とう然ぜんとした佇たたずまいといい、歴史資料にもなりそうなお屋や敷しきである。

「すげー……こんなお屋敷、有あ里り間ま区にあったんだ」

　広人がぼう然とつぶやいた時だった。

「ようこそ、おいでくださいました」

　声が響ひびいて、はっと広人は目を向けた。

　お屋敷の方から、赤い和わ傘がさを差した和装の誰かが歩んでくる。

　三人の前までくると、和傘はくっと上げられた。

　上品に整った少女の顔が現れ、にっこりとほほ笑みかける。

「お待ちしておりました。鰹かつお屋やさん、ねこがみさま。そして……お久しぶり、夜刀」

　無表情な夜刀の唇くちびるが、ほんのわずか、小さく笑みを形作った。





☆★☆






「なんだ、榊さかきさんじゃなかったんですか」

　広人は拍ひよう子し抜ぬけした声をもらした。

　和装の少女は、赤い和傘を傾けてにこっと笑う。控ひかえめでとても感じが良い笑みだ。

「はい。榊に仕つかえる筐はこと申します」

　ねこがみさまが感心した顔で筐を見上げる。

「そうでありましたか。広人の祖母の師し匠しようにしては、若過ぎると思いましたぞ」

「筐は付つく喪も神がみなのよ」

　筐の横をちょこちょこと歩く夜刀がいった。思わず広人は声を上げる。

「付喪神？　え、えっと、付喪神って……妖あやかしなんですか？」

「はい、古こ道どう具ぐの妖しです」

　驚く広ひろ人とに、筐はこはちょっぴりいたずらっぽい笑みを浮かべた。

「年とし経へて神性を帯びた器物を寄より代しろとして宿った霊れい魂こんが、実体化したものなんです。といっても、器物の近くでしか実体化できませんけれど」

「は、はあ……」

　広人はまじまじと筐を観察する。

　上品な物もの腰ごし。しとやかな振る舞い。落ち着いた存在感。

　切りそろえた黒くろ髪かみの前下がりボブがすっきりした顔立ちを強調し、右の耳たぶに揺れる房つきの耳飾りは、可愛かわいいアクセントになっている。年の頃は十六、七歳さいぐらいに見えた。

（でも妖あやかしなら見た目通りの年ねん齢れいじゃない……か。うーん）

「どうぞお入りください。あ、でも」

　カラカラと玄げん関かんの引き戸を開けつつ筐がいった。

「びっくりしないでくださいね。色々おりますけど」

「へ？」

　広人はぱちくり目を瞬またたかせ、玄関に目をやった。

　古いお屋や敷しきらしく、今時珍めずらしい剝むき出しの地面の三和土たたき。古い木製の下げ駄た箱ばこが入ってすぐの右手にあり、上にはこまごまと可愛い装飾品が飾られていた。

　上がった先は、飾り棚だなや小しよう簞たん笥すがいくつも置かれた板張りの廊ろう下か。

　廊下の真上は高い天てん井じようで、黒光りする太い梁はりがよぎっている。

　屋根を支える柱も、普通の民家では考えられないほどがっしりしていた。

　立派な屋敷である──しかし人の気配はまったくない。

「えっと、お邪じや魔まします」

　広人は足を踏み入れ、上あがり口で靴くつを脱ぬいだ。横からひょいと手が伸びて靴をつかむ。

「あ、ども……え!?」

　広人はぎょっと振り返った。しかし背後は空からっぽだ。

「い、今どこから手が!?　ってか靴は!?」

　あたふた広人は周りを見回し────はっと下駄箱の戸を開けた。

　自分とねこがみさまの、雨に濡ぬれたスニーカー二足がきちんと収まっている。

　ぼう然となる広人の脇わきの下から、ねこがみさまがぴょこりと顔を出した。

「広人、何をびくびくしておるので……」

「はぁん、これがおりんの孫？」

　後頭部に女性の声がして、広人とねこがみさまは飛び上がって振り返る。

　もちろん誰の姿もなくて、壁際の小しよう卓たくに水色の一輪差しが置かれているだけだった。

「ほい、ごめんよ」

　突とつ如じよ重々しい声が響ひびき、ぐらりと廊ろう下かが揺れた。

　凍こおりつく広ひろ人とのすぐ背後を、巨きよ大だいな気配がごうっとよぎる。

　広人は急いで振り返った。けれどまたもや、誰もいない……。

「筐はこはいったのよ、色々いるって」

　廊ろう下かの中ほどから、夜や刀とが平然といった。

　冷静なその声に、はっと広人はわれを取り戻す。

　広人は胸を押さえ、深く息を吐はき、思いきり吸うと、すっと気を凝こらした。

　とたん、屋や敷しき内に息づく様々な気配に気がついた。

「さすが、婆ばあちゃんのお師し匠しようさんの家……か」

　とても一ひと筋すじ縄なわではいかなそうなお屋敷である。

「広人、案じることはありませぬ」

　ねこがみさまの声に、広人は視線を落とした。

　決意と熱意にあふれた瞳ひとみで、ねこがみさまはこちらを見上げている。

「われがついておりまする！　そうでしょう？」

「……そうですね。うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　──自分が決めたことだ。ちゃんと踏み出さなきゃ。

　広人は顔を上げ、ねこがみさまと一いつ緒しよに屋敷の奥へと歩き出した。




　廊下を歩きながら、筐は綺き麗れいな声で説明してくれた。

「ここは、江え戸ど時代中期の豪ごう農のうの屋敷なんです。榊さかきの先祖が代々住んでまいりました」

「江戸時代中期!?　それ、かなり古くないですか？」

「はい。二百年は超えています」

「に、二百年!?　……ははあ……」

　広人は感かん嘆たんして周りを見回す。

　屋敷は広く、暗く、あちこちに光の届かない陰があり、見た目以上に大きく思える。

　二百年という年月の重みが、頭上からのしかかってくるような気がした。

「有あ里り間ま区の方から、何度も打だ診しんがありました。区の文化財に認定したい、保存のために公園に移設して、一般公開させて欲しいと」

「じゃあ、ゆくゆくは？」

「榊は返事を保留中ですが、その可能性は高いです」

「ふうん……こんな古いお屋敷維持するのも大変でしょうしね。ところであの、榊さんは奥にいらっしゃるんですか」

「いえ、実は三日前に急ぎで怪かい異い調査の依頼があって、東北に出かけてしまったんです。こちらが日にちを指定したのに申し訳ないと、榊から言こと付づかっております」

「まさか現役なんですか!?　婆ちゃんの師匠ならばずいぶんと高こう齢れいかと……」

「拝おがみ屋やに必要なのは経験だと榊さかきはいってますから。でも」

　筐はこがいたずらっぽくほほ笑む。

「高こう齢れいなのは確かですね。もう九十歳さいですから」

「九十歳！　……ふはあ」

　屋や敷しきも屋敷なら主も貫かん録ろくの歳とし──とはさすがに広ひろ人とは口にしない。

「夜や刀とがねんねしている間に、榊もますますもうろくババアなのよ」

　夜刀がうそぶいた。

「どうぞ、こちらへ」

　筐が襖ふすまを開けると、床とこの間まのある広い座ざ敷しきが現れた。

　ここにも廊ろう下かと同じく、黒い金具のついた階段簞たん笥すや、精せい巧こうな彫りのある飾かざり棚だな、小物が置かれた小しよう卓たくなど、いくつもの家具が置かれている。

　どれもとんでもなく古そうで、実用品というより、ただの置物のようだった。

「鰹かつお屋やさん、上かみ座ざへどうぞ」

「は、はあ、はい」

　大きな座ざ卓たくに導かれ、広人はおどおどと上座の座ざ布ぶ団とんに座っ────

「うわぁ!?」

　いきなり座布団を前に引かれて、広人は後ろにひっくりかえった。

「卓たくさん！」

　筐がぴしりと一言いった。

　広人はあわてて起き上がり、座卓の下をのぞき込む。

　分厚い座布団が見えた。当然、誰もいない。

「すみません、いたずらばかりで。あ、今お飲み物をお持ちしますね」

　筐は小さく頭を下げると、座敷の外へ出て行った。

　広人はドキドキしながら、心もち座卓から身を離して正座する。

　卓の下を探って座布団を取り返す勇気はない。手でも握にぎられたらなんか怖い。

「広人、広人。色々とすごいお屋敷でありまするな」

　ねこがみさまがはしゃいだ声でささやく。

「外から見るより、ずっと広いのよ。もっとたくさん付つく喪も神がみもいるのよ」

　夜刀が座卓に両手を伸ばしてぺとぺと叩たたきつつ、自じ慢まんげにいった。

「すみません、榊が留る守すで火を使える者がいなくて」

　筐がお盆ぼんを手に戻ってくると、水の入った湯ゆ吞のみを二つ出す。夜刀には生卵入りお椀わん。

「夜刀さんにはこちらですね」

「ん、覚えててくれて嬉うれしいのよ」

　夜刀は嬉しそうにお椀を受け取った。

「あ、えっと、さっそくで申し訳ないですけど」

　冷たい水で一息つくと、広ひろ人とは切り出した。

「俺おれが手紙に書いた件について、榊さかきさんは何とおっしゃってましたか」

「はい。榊から申しつかっています」

　下しも座ざに座る筐はこは、にこっとほほ笑んだ。

「榊は、鰹かつお屋やさんの霊れい能力について指導してもいいと申しておりました」

「え、本当に!?」「まことでありまするか!?」

　広人とねこがみさまは同時に嬉うれしそうな声を上げる。

　だがそれをさえぎるように、筐がいった。

「ただし──あるお願いを果たしていただけたらという条件で、ですけれど」

「条件……お願い？」

「はい。でもこれは、かなり図ずう々ずうしいお願いなんです」

「かまいません。俺だって、突然指導してくれなんてお願いしたんですから」

「そういっていただくと安心します。実は……」

　筐はちょっと困ったような表情を浮かべた。

「有あ里り間ま区から文化財指定のお話があると、ご説明しましたよね。そのお話があってから、榊は屋や敷しき内にある〝物〟を整理したいと思い始めたんです」

「え、やっぱり区の話を受けるつもりなんですか」

「はい。榊はもう九十ですから先を考えているようです。今は元気ですけれど」

「とてつもなく元気、なのよ」

　夜や刀とが、卵の殻からを名残なごり惜しそうにちゅーと吸いつついった。

「榊がすんごいババアなのは、大昔からなのよ。夜刀が大だい蛇じやになって丸まる吞のみしてもくたばらないほどすんごいババアなのよ。地球が終わったって無茶苦茶元気なのよ」

「夜刀さんのそんな言葉を知ったら、きっと榊は喜びます」

「褒ほめたわけじゃないのよっ。喜ばせるつもりも毛もう頭とうないのよっ」

　ぺんぺんぺん！　と夜刀は小さな両手で座ざ卓たくを叩たたいた。

「じゃあ……それを俺にしてくれってことですか？　〝処分〟じゃなくて、〝整理〟を」

「鰹屋さんは察しがいい方ですね。はい、その通りです」

「単純に処分なら、いい方かたは悪いけど粗そ大だいごみに出すとか、あるいは古ふる道どう具ぐ屋やなんかに連絡して引き取ってもらうとかすればいいですけど」

　うーん、と広人はうなり、座敷を見回した。

　この部屋にあるだけでも、かなりの数の古こ道どう具ぐがある。

　家具だけではない。家具の上に置かれた書物や整理用の箱や雑多な小物。

　床とこの間まの山水画の掛かけ軸じく、その下に置かれたどっしりした花か瓶びん……。

　一部屋でこのありさまなら、広大な屋や敷しきにある〝物〟の数は無限にも思える。

「つまり、屋敷にある〝物〟を貰もらってくれる人を探さないといけないってことですね」

　つぶやいたとたん、あまりの途と方ほうもなさに広ひろ人とは目まいがした。

　しかし、筐はこがあわてたように、ぱたぱたと手を横に振った。

「あ、もちろん、この屋敷にある全部じゃありません。筐のような物たちだけです」

　ねこがみさまがぽんと手を打った。

「付つく喪も神がみたちということでありまするか。確かに、うっかり処分などできませぬな」

「そっか……。榊さかきさんは、付喪神たちの行く末を心配してるんですね」

　自分がどうにかなった後も無事なように────という言葉を広人は吞のんだ。

　そういう考えは、とても理解できる

「ただ、あの、みんなちょっと性質に難があって。お分かりですよね？」

　筐の困った顔に、うぐぅううう、とまたもや広人はうなった。

　玄げん関かん先でのできごとしかり、さっきの座ざ卓たくでの件しかり。

　数が多い上にいたずら好きの性質とくれば、この頼みの困難さは容易に理解できる。

　一いつ介かいの高校生である自分に、どこまでできるだろう……。

「……広人……」

　ねこがみさまがそっと手を握にぎった。温かい感かん触しよくが、広人の手を包む。

　はっと広人はねこがみさまを見下ろす。

　こちらを見つめる彼女のつぶらな瞳ひとみには、純粋な心配が浮かんでいた。

「広人、嫌いやならちゃんと断るのよ。みんなは自分でどうにかできるのよ」

　気のない声で夜刀がいった。広人はふっと苦笑する。

「夜刀さんは気にしてるんですね。〝みんな〟のこと」

　広人の指摘に、夜や刀とは小さな口をちょっぴり尖とがらせた。

「すみません。本当なら榊が貰い手を探すべきところです。ただこれは、私たち付喪神みんなの希望でもあって……でもご無理なら、遠えん慮りよなくお断りいただいて結構ですから」

　目を伏せる筐に、広人は考え込む。

　──この件は、おそらく自分の度量をテストする意味合いもあるはずだ。

　何より榊は亡き祖母の師し匠しよう。誰も知らない祖母の事情に通じているに違いない。

　ということは、自分がひそかに抱いだくもう一つの望みにも適かなうはず。

　ならば、ここで榊の頼みを断るのは、絶好の機会をも断ることになる──

　広人は決意すると、筐に目を合わせた。

「わかりました。俺おれができることなら喜んでします」

　と一息でいった瞬しゆん間かん、




「本当にぃ────────────────────────っ!?」




　大勢の誰かが背後から大きな声を上げた。

「なっ、ななな、なにっ!?」

　広ひろ人とは弾はじかれたように飛び上がった。

　ねこがみさまはぶふっと湯ゆ吞のみの水を噴ふき、やっぱり驚いて振り返った。

　とたん、蜘蛛くもの子を散らすように気配は散り、座ざ敷しきに座るのは四人だけ。

「……みんな、相変わらずなのよ」

　夜や刀とがつぶやいた。少しだけ嬉うれしそうだ。

　筐はこはほほ笑んだ。控ひかえめだが、彼女も嬉うれしそうだった。

　それから表情を改め、座ざ卓たくから一歩下がると、深々と両手をついて頭を下げた。

「こんな〝物〟たちばかりですけど、鰹かつお屋やさん、どうかよろしくお願いいたします」

　広人は額ひたいの汗あせを手で拭ぬぐった。心臓は今にも飛び出しそうにばくばく鼓こ動どうしている。

　しかし、もう引き返せない。

「が、がんばります」

　答えた声が震ふるえたのが、ちょっぴり情けなかった。




　せっかく請うけ負おったのだから今日きようから始めたい──広人がそう申し出ると、筐は喜んで案内をしてくれた。

　だが案あんの定じよう、屋や敷しきは広大だった。

　襖ふすまを開けるごとに現れるいくつもの部屋に、中庭には洋風の離れ、裏庭には土ど蔵ぞうまで。そのどれにも、たくさんの家具や雑品が詰つめこまれていた……。




「こちらが納なん戸どです」

　筐が屋敷の北側の一番奥にある部屋の襖ふすまを開けた。

　とたん、ひんやりした空気が流れ出る。と同時にほこりの臭においも漂ただよってきた。

　広人は頭だけ入れて中をうかがう。ねこがみさまが広人の脇わきの下から首をつっこんだ。

　そこは四よ畳じよう半はんほどの狭せま苦くるしい部屋だった。壁際に、塗装が著しく剝はげた簞たん笥すがいくつか置かれているだけで、中央はぽっかりと空あいている。

「こ、ここもなんかいるんですか」

　広人はどきどきしながら筐に訊きいた。

　実はここに来るまでに、付つく喪も神がみ（らしき存在）たちに色んなちょっかいを出されたのだ。

　厠かわやを借りたら脛すねを撫なでられるし。

　風ふ呂ろ釜がまをのぞいたら、手が伸びてきて引きずりこまれそうになるし。

　首筋は撫なでられるし、後ろから抱だきつかれるし、全身は撫で回されるしでもう散々。

　広ひろ人とは自分の決意をちょーっとばかり、いやかなり、後悔し始めたところである。

「どうぞ、中に入ってご確認くださいね。あ、いま明かりを点つけます」

　筐はこが裸はだか電球を点ける。

　光は弱過ぎて、納なん戸どの隅すみの暗がりがいっそう黒く色濃こくなった。

　その暗がりから何かが自分を見ている気がして、広人はますます緊きん張ちようする。

「榊さかきさんは、あれですか。文明の恩恵が嫌きらいなんですか」

　おそるおそる納戸に足を踏み入れつつ、広人は訊きいた。

「電気は通ってますけど、テレビも電話もないし。台所は薪まきだし」

「いえ、携帯電話はやっと最近持ちました。家と自分用で二つ。後で番号お教えします。それからガスも通ってます。でも榊は薪で炊たいたご飯はんが好きなんです」

「薪でご飯って、だいぶ手間ですよね」

「榊は慣れてますから。あ、冷蔵庫はありますよ。三十年物で一番新しいです」

「はあ、さ、三十年……」

「広人の家にもテレビはないのよ」

　夜や刀とが広人の隣となりからひょこりと見上げた。

「俺おれが中学二年の時まではあったんですよ。でも壊こわれちゃって」

「それから買ってないのよ？　広人は不自由じゃないのよ」

「あー、その後すぐ婆ばあちゃんが携帯持たせてくれたんです。携帯で色々見られますから、不自由はないですよ。たまにテレビは見たくなるけど」

「んむ？　あれは何でありまするか、筐」

　ねこがみさまが好こう奇き心しんに目を輝かせ、天てん井じようを指し示した。

　広人が見上げると、天井に戸口のような境目と取っ手がついている。

「屋根裏部屋です。いま、入り口の引き戸を下ろしますね。ここを見ていただかないと」

　筐は鉤かぎ付つき棒ぼうを持ち出し、取っ手に鉤を引っ掛け、よいしょと引っ張る。

　ぎしぎし、という音がするが、古びた引き戸はなかなか開かない。

「手伝いますよ」

　広人は筐と二人で呼吸を合わせ、ううんと力いっぱい引き下ろす。

　何度か引っ張った後、ふいにパタンと戸口が落ちた。

　見上げると、真っ暗な空間がのぞいている。

　広人は隅すみに置かれた梯子はしごを持ってくると、天井に立て掛けた。

「これで上るんですよね。じゃあ、早速……」

「広人、広人。われが先にまいりますぞ！」

　ねこがみさまが張り切って梯子に足を掛ける。上に何があるのか興味津しん々しんのようだ。

　すっかりこの場に気を許していて、猫ねこ耳みみも尻尾しつぽもぴょこんと飛び出している。

「気をつけて上がってくださいよ、低いけど段差は急……」

　いいかけた広ひろ人との声が凍こおった。

　尻尾を振って上るねこがみさまのジャージの下、白い太ももの間の暗がりが────

「鰹かつお屋やさん？　どうなさったんです？」

　ぐらりとよろめきかけた広人に、筐はこが声をかけた。

「い、いや！　なな、なんでもなっ、なんでもななな」

「広人、何をしているのです。早う上がってまいるのですぞ」

「あああ！　あ、上がってください、先に、どうぞ先に！　お、お願いします！」

「だから広人が来ねば話が進みませぬぞ？」

「すす、すぐ行きます！　いやだから足を上げたままで止まらないで！」

「変な広人なのよ。だったら夜や刀とが先に行くのよ」

　夜刀がねこがみさまの後を追って、とんとんとんと上っていった。

　二人が上がったのを見て、広人はやっと梯子はしごに足を掛けて上り始める。

　その後に筐が続いた。用意よく懐かい中ちゆう電でん灯とうを持っている。

「この上は何があるんですか」

「長なが持もちがほとんどです。ただ、かなり大事な物が置いてあると聞きました」

「大事な物？　値打ち物とかですか」

「さあ……、値段ではなさそうですけど」

　屋根裏に上がると、広人は手を差し伸べて筐を引っ張り上げる。

　筐はちょっと照れたように頭を下げて、上ってきた。

「うーん、やっぱ狭いな。屋根裏部屋だけあって」

　屋根裏の天てん井じようは低く、背を伸ばすと頭を打ちそうだった。ほこり避よけの布をかぶった大小いくつもの長持が、明かり取りの小窓から差す弱い光にぼんやりと照らされている。

　広人は足を踏み出した。とたん、ぎっという音が足元で鳴る。

「だ、大だい丈じよう夫ぶかな。荷物も多いし、床ゆかが抜けたりして」

「二百年落ちてませんから大丈夫ですよ」

「二百年経たったから危ないんじゃ……」

　広人は不安になるが、筐はほほ笑んで懐中電灯を点つけた。

　とたん、広人はぎょっとして背筋を伸ばす。

　その拍ひよう子しに低い天井にごいん！　と頭をぶつけてしまった。

「いだっ、たたた、た!?」

　頭を押さえて広人は目の前をまじまじと見る。

　懐中電灯の丸い光の輪に浮かび上がったのは、なんと──────

　真っ白でむっちむちな太もも。片方だけ。

　蓋ふたの開いた長なが櫃びつの中から、その太ももはにょっきり生はえていた。

「櫃ひつさん、お行ぎよう儀ぎ悪いですよ」

　筐はこが手を伸ばし、ぺちんと太ももを叩たたく。すると眠ねむそうな少女の声が聞こえた。

「あ…………んんん、お客？」

「そうです。整理のために見て回りますから少し騒さわがしいですけど、ごめんなさいね」

「んー、いーよ。櫃は寝てる……」

　ずるりと太ももが長櫃の中に消え、ぱたんと蓋ふたがしまった。

「ここにいる付つく喪も神がみは、櫃さんだけのはずですけど、一応、確認してみましょうか」

　広ひろ人とはうなずき、筐について周囲を見て回った。

　ぎしっと床ゆか板いたが沈み、広人はびくんと足を引いた。

（……俺おれって今日はやけにびくびくしてるよなあ）

　緊きん張ちように強こわ張ばらせた肩かたを落とし、広人はふうっと息を吐はいた。

　どうしてこんなに怯おびえているのだろう。幼い頃から怪かい異いには慣れっこなのに。

　ここにどんな物が住んでいようと、自分の周りにだって神さまだの大だい蛇じやだの大ヤモリだのというとんでもない怪異が存在しているのに。

　薄うす暗くら闇やみの中で、広人は両手を伸ばした。

　明かりがほとんどない屋根裏では、自分の指先すらはっきり見えない。

　視界の悪さに、一歩踏み出せば足元が抜けて崩くずれ落ちそうな気さえする。

　まるで、これからの自分の行く先のように────

　と思った瞬しゆん間かん、広人は怯えの正体に気がついた。

「そうか。俺が怖がっているのは……」

　誰にも聞こえない声で、広人はささやいた。

　────新たに知った、自分の〝力〟だ。それと向き合うことなんだ。




「こっちは本なのよ。こっちは年代物の舞まい衣い裳しようが入ってるのよ」

　部屋の一番奥で、夜や刀ととねこがみさまは長なが持もちの蓋を開けて回っていた。

「榊さかきは巫み女こ舞まいの名めい手しゆだったのよ。イヤババアだけど、舞だけはすごいのよ」

「んむ、確か、おりんも舞のわざに優れておったと聞きましたぞ」

「何か、変わった物はありました？」

　筐が懐かい中ちゆう電でん灯とうで照らした。その灯あかりで、長櫃の奥の空間が照らされる。

「んむ？　これは……何でありましょう」

　ねこがみさまが長櫃に手を置いて、奥をのぞき込む。

　夜刀と筐も身を乗り出した。追いついた広人も、みんなの肩越しからのぞく。

　懐かい中ちゆう電でん灯とうの黄色い光の輪の中に映ったのは、ほこり避よけの布をかぶった箱だ。

　人目から隠かくされるように、ひっそりと隅すみに置かれていた。

　ねこがみさまが手を伸ばし、布をばさっとめくる。

　みんなは目を見開いた。現れたのは、美しい蒔まき絵えの箱だった。

　その箱は、他ほかの長なが持もちと違って六本の脚あしがついており、床ゆかから少し浮き上がっている。かぶせ蓋ぶたの上から、複雑な結び方の太い組くみ紐ひもで固く括くくられていた。

　蓋や箱の各所には、金と銀で不思議な模様が描かれている。

「これは、斎いみ唐から櫃びつですね」

「いみからびつ？」

　筐はこの言葉に、広ひろ人とたちは一いつ斉せいに訊きき返した。

「形からして、たぶん。聖なる物や封ずるべき物を収める箱のことです。三種の神じん器ぎの一つである神しん鏡きようも、賢かしこ所どころの斎唐櫃に収められていたとか」

「へえ……じゃあ、大事な物が入ってそうですね」

　広人は息を止め、気配を探った。

　しかし目の前の唐櫃からは、特におかしな様子は感じられない。

「見るからに美しい箱でありまする。触さわってみたい気も……」

　ねこがみさまは手を伸ばしかけたが、ぷるぷる顔を振って引っ込めた。

「いえいえ、われも今までの経験で学びましたぞ。うかつに手を出せば、われの霊れい気きでとんでもないモノの本性が露あらわになるやもしれ」

「………………あ」

「？　何です、広人」

　ねこがみさまは、振り返って小首を傾かしげた。

　広人は震ふるえる指先で、ねこがみさまの背後を指し示す。

「えっ!?」「へ、変、なのよ!?」

　筐と夜や刀との声も上がった。ねこがみさまはおそるおそる顔を戻す。

「!!!!!!!?」

　見つめる四人の目の前で、固く結ばれていた組紐がひとりでにほどかれていく。

　しゅるり、ぱたり、と紐が床ゆか板いたに落ち、深く積もったほこりが舞い上がる。

　と見るがいなや、いきなりがたん！　とかぶせ蓋が後ろに落ちた。

「わわっ!?」「ひ、広人!?」

　広人とねこがみさまはすくみ上がって抱だき合った。夜刀と筐も硬こう直ちよくする。

　今にも中から何か出て────────────!!

　…………出てこない。

「あ、あれ？」「ん、ん、んむ？」

　広ひろ人ととねこがみさまはきょとんとなる。

「なんなのよ、びっくりさせないで欲しいのよ」

　夜や刀とがむっとした声でいうと、よいしょと手前の長なが持もちに乗る。

　彼女は大きく身を乗り出して唐から櫃びつをのぞき込み、小さな腕うでを伸ばして中を探った。

「ん、な、何かあるのよ。長くて、ゴツゴツして、重いのが」

　夜刀は長い棒ぼう状じようの何かを取り出し、目の前に捧ささげ持った。

　どうやらそれは、黒くろ鞘さやに入った太刀たちのようだ。

「…………っ!?」

　ふいに鋭く息を吸い、夜刀が凍こおりつく。

「夜刀さん？　どうしたんですか？」

　広人が後ろから声をかけた。だが夜刀は硬こう直ちよくしたまま動かない。

「……変、なのよ。なんだ、か…………」

「夜刀？　いったい、どうしたので……」

　ねこがみさまが不安げな声で手を伸ばし、夜刀の体に触ふれた。

　その瞬しゆん間かんだった。

「きああああ────────っ！」

　突とつ如じよ弾はじかれたように夜刀の体が後方に吹っ飛んだ。

　太刀は放り投げられ、がちゃんと唐櫃の中に落っこちる。

「うわああっ！」「うにゃあっ！」「きゃあっ！」

　後方にいた広人とねこがみさまと筐は突き飛ばされ、床に倒れた。

　屋根裏部屋を揺るがして夜刀は壁に激突し、崩くずれ落ちる。

「夜刀さん！」

　広人は身を起こし、這はうようにして壁際へ向かう。

　ねこがみさまも、そして筐も懐かい中ちゆう電でん灯とうを手に駆かけ寄った。

「だっ、大だい丈じよう夫ぶですか！　夜刀さ……」

　広人の声が凍りついた。ねこがみさまも筐も声を失った。

　なぜなら壁際で尻しり餅もちをついているのは──────

「い、痛かった……のよ。な、なん、だった、のよ」

　彼女は目を開けた。そして、大きく瞬まばたきをした。

「広人、ねこがみさま、筐？　どうしたのよ。どうしてそんな顔してるのよ」

　答えはない。広人たちはぽかんとした顔で見つめているだけだ。

「な──なんとか、いうのよ。そんなじろじろ見つめてどうし……あいっ！」

　立ち上がった拍ひよう子しに彼女は頭頂部をぶつけた。

　頭を抱かかえてうずくまるが、はたと何かに気づいたのか顔を上げる。

「え？　どうして、なのよ？　今、夜や刀と、天てん井じように、頭……」

　薄うす暗くら闇やみの中で、夜刀の声が凍こおりついた。

　そっと、彼女は手を伸ばす。

　水すい干かんの袖そで口ぐちから真まっ直すぐに伸びる腕うでが見えた。すんなりした細い指先も。

　だがそれは…………幼よう女じよの小さな手ではない。

「そんな、そんな……そんな──そんな」

　ぐらりとよろめきながら、夜刀は怯おびえたように頭を振った。

「夜刀、夜刀は、夜刀の体は、どうしちゃったのよ……そんな……どうして……！」

　目の前に掲かかげた自分の両手を見つめ彼女は後ずさる。

　その瞬しゆん間かん、はっと広ひろ人とは気がついた。

　とっさに相手の腕をつかもうと手を伸ばす。

「駄だ目めだ、そこは危な────」

　しかし伸ばした手の先で、ふっと彼女の姿は消えたかと思うと、




「もきゃあああああああああああああっ」




　開いた落とし戸から、豪ごう快かいに転げ落ちていった。
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「あの、こちらは……どちらさまで？」

　アパートの玄げん関かんで出迎えた守もり宮みやが、戸と惑まどい顔で問いかけた。

　彼の前に立つのは、雨に濡ぬれた広人と、同じくジャージの裾すそまで濡れたねこがみさま。

　そして、二人の後ろに立つ────水干と緋ひ袴ばかまの少女。

　水を滴したたらせる、肩かたまで伸びた真まっ直すぐな黒くろ髪かみ。二つの組くみ紐ひもリボンの髪かみ飾かざり。

　切れ長の瞳ひとみに真っ白な肌はだ。血のように紅あかい唇くちびる。

　非常に美しいが、冷ややかなまでに無表情な、広人と同い年ぐらいの少女だ。

「えっと……信じられないかもしれませんけど、その」

　広人が口を開きかけるが、すかさず黒髪の少女が怒った声で答えた。

「夜刀なのよ。守宮までわからないなんて、ひどいのよっ」

「え、えええ!?　や、や、夜刀どの!?」

　目を剝むく守宮を、〝夜刀〟はむっつりと鋭いまなざしでにらんだ。




「………………ほんとに、これが蛇へび娘むすめ？」

　産うぶ土すな神がみ耀あき姫ひめの疑わしげな視線が、こたつテーブルの対面から向けられる。

　テーブルの前では、広ひろ人とが髪かみをタオルで拭ふきつつ正座。

　バスタオルをかぶったねこがみさまも、その隣となりで心配そうな顔で座っている。

「ほんとに夜や刀とさんですの。サイズがずいぶん違いますけど」

「な、なんだか、すっごい育っちゃいましたねえ」

　頭上からミミが、窓辺からユキメが、不安げにつぶやいた。

〝夜刀〟は壁際で正座して、むっすーと押し黙だまったまま。

　前まえ髪がみの先から雨の滴しずくが落ち、膝ひざに置いた手に落ちて、その拍ひよう子しに一いつ瞬しゆんぶるっと寒そうに体を震ふるわせたが、それでも彼女は口を開かない。

「うん、まあ、俺おれも信じられないんだけど、いきさつはですね」

　ふうっと息を吐はくと、広人は説明を始めた。

　祖母の師し匠しようである榊さかきの家の屋根裏部屋で、変な唐から櫃びつを見つけたこと。

　中に入っていた太刀たちに夜刀が触ふれて、姿が変わったこと。

　屋根裏の梯子はしごから転げ落ちたが、幸い怪け我がはなかったこと。

　筐はこに休んでいくよう勧められたが、〝夜刀〟が頑がんとして帰るといいはったこと。

　かくして激しい雨の中、三人で濡ぬれながら帰ってきたこと……。

「……まあ、そんなわけで、間違いなく夜刀さんです」

「広人のいう通りなのです。姿が変わった理由は不明でありまするけど」

　広人とねこがみさまは、一いつ緒しよに締めくくった。

「はーん、太刀ねえ」

　耀姫がテーブルに頰ほお杖づえをついてつぶやいた。

「ずっと不思議に思ってたんだけどさ、蛇娘の格好」

「夜刀さんの格好？」

「水すい干かんに緋ひ袴ばかまってさ、白しら拍びよう子しでしょ。普通、白拍子ならそれ＋プラス烏え帽ぼ子しに太刀じゃん。でも蛇娘は太刀も烏帽子もつけてないからさ、なーんか中ちゆう途と半はん端ぱだなって思ってたわけ」

「夜刀のせいじゃないのよ。この姿はおりんが選んだのよ」

　黙っていた夜刀が口を開いた。広人が首を傾かしげる。

「なんで白拍子……って、婆ばあちゃんは舞まいの名めい手しゆだったっけ。舞つながりってことかな」

「じゃあ、その太刀はどうなさいましたの」

　ミミの声が上から降ってきた。広人が見上げる。

「元の唐櫃に入ってたんで、蓋ふたしてきました。どう扱っていいか分からなくて」

「夜刀さんの姿が変わったのは、その太刀がキーだと思いますけど、でしたら榊さまか、あるいはおりん様が隠かくしてらしたってことかしら」

「榊さかきさんに訊きけば詳くわしい話は分かると思うんですけど、山奥にいるみたいで携帯がつながらないんです。夜や刀とさんの方は、何か覚えがないんですか」

「知らないのよ。知ってたら勝手に姿なんて変えさせなかったのよ」

　夜刀は自棄やけになったように強い口く調ちようでいった。

「でも別に不都合は全然ないのよ。ううん、やっとやっと成長できたのよ。これでずっとずっと念願だったナイスバディになっ」

　といったところで夜刀はぐいと服の襟えりを引っ張り自分の胸をのぞいた。

「……なっ、なんとなくナイスバディになったのよっ」

　なんとなくて。

「えー、蛇へび娘むすめの売りはちっこいとこじゃん。成長したら売りが消えるじゃん」

　そこに耀あき姫ひめが例のごとくよけいなことをいった。

「このご時じ世せい、どんだけ規制厳しくされたってロリが全盛なわけよ？　他ほかの属性と段違いで大人気なのよ？　だってロリでググるとヒットする日本語サイトは五千六百二十万件、ツンデレだと二千二百六十万件、単純に倍以上ってさっすが日本人世界も認める変態大国！」

「なんでそんなもん検けん索さくしてるんです……」

「ただの知的探究心よね」

「知の字は痴ちの字じゃないんですか……」

「ちっがーう！　これはねこれはね、神話研究の一環なの！　日本人はロリ好き年下好きだから妹が幅はば利きかせてるの日本神話の大昔から立証されてる話なの！　だってさだってさ、天地開かい闢びやくで出現した神かみ世よ七なな世よ──七柱のペアの神は兄妹だって説もあるし、天あま照てらすの孫が選んだ木この花はな之の佐さ久く夜や毘び売めは妹の方だったし、兄と恋仲になった衣そ通とおり姫ひめなんか超有名！」

　バンバンバン！　と新品のこたつテーブルを耀姫は叩たたきまくった。

　さすが新品、びくともしません。

「いやあの、ロリからなんで妹話に」

「そこが大事じゃん日本人の趣味嗜し好こう的てきに！　ここではっきりいってやろうじゃん！」

　ずばっ！　と耀姫は立ち上がるとびしっ！　と夜刀を指差した。




「育った幼よう女じよにどんな価値があるわけ！」




「最低だ──っ！　最低だこの神さまっ！」

「何が最低よ、ちょこっとぐらい自分の民族に誇ほこりを持っても悪くないじゃん」

「変態のどこが誇れるんです！」

「個性て大事じゃん個性が一番！　キャラだって国だって民族だってそれは同じよ。でもさあ、これがギリシャ神話だと姉＆母属性になるのよねー、大だい地ち母ぼ神しんガイアは息子むすこと結けつ婚こんしたし、ゼウスの妻は姉のヘラだし、その二人の両親は姉弟なのよ、さすが天地開かい闢びやくは同族少ないから近親相そう姦かんあったりまえよねまあいいたいことは姉がんばれもっとがんばれ！」

「だからなんで姉と妹の話になるんです！」

「えーじゃあショタがいいの？　ショタだと八百八十六万件しかないし？　だけど『親父おやじ受うけ』『オヤジ受』『オッサン受』『おっさん受』『中年受』は全部足してもたったの十二万七千件！　かくして日本人は男女ともにロリショタ好きの変態だと証明されまし」

「ロリショタは民意じゃな───いっ！　謝れ、姉好きの黒い太陽に謝れっ！」

　広ひろ人とが叫ぶ後方で、他ほかのみんなはひそひそささやき合った。

「ロリが多いのはロリポップとか他の言葉も含まれてるからじゃありませんこと。数字偽ぎ装そうによる印象操作に過ぎないと思いますわよ、耀あき姫ひめさんの主張」

「っていうか、どうして『オヤジ受』なんて言葉を検けん索さくしたかってことですよぉ」

「そこが耀姫さんの趣味嗜し好こうじゃありませんの」

「ええー、日本のメジャーな嗜好とくらべてマニアック過ぎですぅ」

「んーむ、それでは耀姫が一番の変態という結論になったところで」

「聞こえてんだけどこの化ばけ猫ねこ！　あたしのことじゃないし、今いってるのは日本て国のパーソナリティだし。自覚すべきでしょ個性はっ！」

　耀姫は自棄やけになったように叫んだ。

「冷やし縞しまパンだの二次元キャラ脱ぬぎ立てパンツ付き雑誌だの販売する国が変態でないわけないじゃん。穿はいても被かぶっても眼鏡めがね拭ふいてもいいらしいのよ、下着会社と綿密なミーティングしたらしいのよ、絶対実際に穿いたり被ったり拭いたり触さわったり嗅かいだり舐なめたりしたはずなのよ、そこまでパンツのクオリティ追求するって想像しただけでも胸が厚くなるよね！」

　胸厚。

「あ、ま、間違い間違い！　熱いの、胸が熱くなるの！　それこそ目め頭がしらまで！」

「さりげなくご自分の願望をいわなくてもよろしいんですのよ、板いた胸むねさん」

「うるさいうるさい、ちょこっとばかり胸があるからってうるさいこの逆さ娘むすめ！」

「ユキメの分けてあげたいですぅ、もーう肩かたコリひどくってぇ」

「黙だまれ乳女じよ郎ろう！　だったら分けてよ、今すぐ分けてよ！」

「つまり変態も追求すれば偉業となるのですね、よりいっそう励むのです、耀姫！」

「だからなんであたしが変態なのよ馬鹿猫！　あんたこそパンツ活用しろ──っ！」

　語れば語るほどドツボにはまる耀姫である。

「…………勝手にいってるといいのよ」

　夜や刀とはつーんとそっぽを向く。

「変態女め神がみのいうことなんか気にならないのよ。夜刀はこの体で満ぞ……くちゅっ」

　夜刀はちっちゃなくしゃみをすると、身を震ふるわせる。

　はっと広ひろ人とは気がついた。

「夜や刀とさん、雨に濡ぬれたから体が冷えてるんですね。そうだ、ねこがみさまも濡れてるじゃないですか。二人とも、ご飯はんの前に熱いシャワー浴びてきてください」

「おお、そうでありまするな」

　ねこがみさまはバスタオルをかぶったまま立ち上がった。

「さ、一いつ緒しよに入りましょうぞ、夜刀。髪かみを洗ってあげまする」

「いいのよ。自分で洗えるのよ」

　夜刀はむっつり答えたが、大人おとなしくねこがみさまと手をつないで風ふ呂ろ場へ向かった。

　後ろから見ると、夜刀はねこがみさまより少しだけ背が高い。

　育ったなあ……と思いつつ、はっと広人は気づいて立ち上がった。

「あ、洗せん濯たくかご、ここに置きますから。濡れた服はこれに……」

　ドアの外にかごを置いたとき、ふと広人は首を傾かしげた。

　なんだろう。自分の中で何かがひっかかる気がする。

　いったい何が気になるのか。夜刀の様子か、それとも────

「広人さまこそ、どうかお着替えを。お風邪かぜを召めしたら大変でございます」

　守もり宮みやが後を追ってくると、着替えのジャージを差し出した。

「すみません、守宮さん」

「皆さまの衣類は、私が洗濯をしておきますから」

　屋や守もりというよりむしろ家政夫である。

　廊ろう下かの隅すみで広人は着替え、洗濯かごに入れて守宮に渡した。

　守宮はかごを受け取ると玄げん関かんに立つ。

「それでは早速、外の洗濯機で洗ってまいります」

「え、でもこの雨ですし、部屋干ぼしじゃ乾かないですよ。臭においもつくし」

「大だい丈じよう夫ぶでございます。私も研究いたしました」

　爽さわやか屋守は梅雨つゆに似合わぬ爽やかな笑みを浮かべた。

「すすぎ時に酢すを入れますと、雑菌の繁はん殖しよくが抑おさえられて部屋干しでも臭いません。新聞紙で湿しつ気けを取りつつ、布同士がくっつかぬよう離して干せば乾きも早くなります」

「あ、ああ、わ、わかりました」

　家政夫というよりすでに主夫である。

「それより夜刀さんのことなんですけど……守宮さんは、何か知りませんか」

「いえ、残念ながら。唐から櫃びつに入っていた黒くろ鞘さやの太刀たちが原因なのは明白ですが」

「そっか……。夜刀さんが不ふ機き嫌げんなのも気にかかるんです」

「夜刀どのは、おりん様に調ちよう伏ぶくされた時からずっと幼おさない姿でございました。ですから、あまりに急激な成長で、おそらく戸と惑まどっておられるのでしょう」

「確かに、気持ちが追いつかないのかもしれないですね。榊さかきさんが帰ってくるまで待つしかないか……うーん」

「あるいは……これを申し上げるのは、いささか癪しやくに障さわるのでございますが」

　守もり宮みやは部屋の奥へと視線を投げる。

「ちょっとぉっ！　なんでまたジョーカー寄こすのやめてよ根性悪っ！」

　耀あき姫ひめがミミやユキメとトランプ中だった。何やらまたもや負けてるっぽい。

　というか、すっかりこの家の一員のような顔である。

「耀姫さんが、何か？」

「いえ、耀姫さまではなく、菅すが原わらさまにご相談なさるのはいかがでしょう」

「みっちゃ……菅原さんに？　どうしてです？」

「確固たる根こん拠きよはございません。ただ、菅原さまは学問の神さまでございます。われわれや耀姫さまには思いつかぬことも、思い当たるやもしれません」

「そっか……」

「あの方が相談に乗ってくだされば、の話でございますが。それでは」

　守宮は小さく頭を下げると、雨降りしきる外へ出ていった。

　うーん、と広ひろ人とは腕うで組ぐみをする。

「学校で話してみるかなあ」

　耀姫と同じ神社の祭神である菅原道みち真ざね公こう、通称みっちゃんは、六月から広人の高校に国語の臨時講師として赴ふ任にんした。

　見た目のイケメンぶりから女子生徒が大おお騒さわぎだったが、赴任から一週間も経たたないうちにとんでもなく厳しい先生と知れ渡り、フィーバーぶりが消沈しつつある。

　広人も知り合いということで微び妙みようにやりにくい。

　しかも、生活科学部の顧こ問もんになるという話が──いやいや、まだ確定じゃないし。

「ぐるにゃぉーん」

　モサコさんが甘あまえ声で体をすりつけ、広人の両足の間で８の字を描く。

　広人は笑ってモサコさんを抱だき上げた。

「はいはい、じゃあ二人が出てくる前に、お前のご飯はんと夕飯の支し度たくしような」




「……どうです、夜や刀と。かゆいところはありまするか？」

　バスタブで窮きゆう屈くつそうに座る夜刀の髪かみを、ねこがみさまが洗いながら訊きいた。

　お尻しりから生はえる猫ねこ尻尾しつぽが大きく揺れ動き、ぴしゃぴしゃ水を跳はね飛ばしている。

「大だい丈じよう夫ぶなのよ。かゆいところなんてないのよ」

　答える夜刀の頭は、シャンプーの泡あわで巨大アフロになっている。

「ん、これぐらいでよろしいでしょう。流しまするゆえ、しっかり目をつぶるのです」

　ねこがみさまはしゃわわわ、とシャワーを浴びせた。

　夜や刀とはぎゅっと目を閉じ、体を縮める。

　絹きぬ糸いとのような黒くろ髪かみから泡あわが落ち、すべすべで真っ白な背中を伝って流れていく。

「夜刀はまこと色白でありまするな。大きくなっても変わりませぬ」

「ねこがみさまだって綺き麗れいな肌はだなのよ」

「ふふ、夜刀は髪が墨すみのように真っ黒ゆえ、色の白さが際立ちまするぞ」

　にこにこしながらねこがみさまはいった。

　夜刀は濡ぬれた顔を手でごしごしこすると、ふと自分の両りよう腕うでを眺ながめやる。

「どうしたのです、夜刀。泡あわが残っておるのですか」

「そうじゃないのよ。ただ……こんなに体が伸びて……変な気がするのよ」

　ちらと夜刀は肩かた越ごしにねこがみさまを振り仰あおいだ。

「ねこがみさまは……その……どうして変わらないのよ？」

「んむ？　何がでありまするか？」

「夜刀への態度が、なのよ。ミミもユキメも守もり宮みやも耀あき姫ひめも、広ひろ人とだって……」

　夜刀は壁に向き直り、膝ひざを抱かかえて顔を埋うずめた。

「……みんな、違う誰かを見るような目だったのよ」

「そんなことはありませぬ。事情が分かりませぬゆえ、戸と惑まどっておるだけなのです」

　ねこがみさまは優しく、夜刀の濡れた黒髪を撫なでた。

「心配いたしますな。みんな、ちゃあんと夜刀のことを考えておりまする」

「ん……」

「大だい丈じよう夫ぶ、榊さかきが帰ってきたなら、広人と一いつ緒しよに事情を訊ききにまいりましょう。きっと、この異変の理由も解決方法も、分かるはずでありまする」

「うん……うん、分かったのよ」

　こっくりうなずき、夜刀はぷるぷるっと顔を振って水気を飛ばす。

　そしてぱっちりと切れ長の瞳ひとみを見開いた。

「それにしても、腹が立つのは耀姫なのよ。なーにが価値がないなのよ。ヨタ知識しかない傲ごう慢まん女め神がみにいわれたくないのよ」

　紅あかい唇くちびるを尖とがらせ、夜刀は顔の両側の髪の房ふさを両手で握にぎる。いつも蛇へびに変わる箇所だ。

「八つ首の龍りゆうなんて怖くないのよ。いつか大だい蛇じやに変化して一ひと吞のみしてあげ………………」

　はたと夜刀の声が止まった。

　切れ長の瞳が大きく開いた。そして固まった。

　ねこがみさまが、不ふ審しんそうにのぞき込む。

「どうしたのです、夜刀？　何かかゆいところでも…………」

「っ！　あ、あ……ああああああああああ────────────っ!!」

　次の瞬しゆん間かん、夜や刀とは大きな声で叫ぶと恐ろしい勢いで立ち上がった。




「な、な、何!?」

　キッチンでモサコさんのカリカリを出していた広ひろ人とは、びくっと振り返った。

　すぐ後ろのユニットバスから聞こえた叫びは、間違いなく夜刀のものだ。

　とか思った瞬間、突とつ如じよドアががばあ！　と開き、夜刀が現れた。

　思わず広人は硬こう直ちよく。

　全身から水を滴したたらせて息を切らせる彼女は当然、一糸まとわぬ素すっ裸ぱだか。

　雪より白い肌はだに、すんなりとした美しい肢し体たいに、そして…………。

　お椀わんを伏せたような、こんもりと丸い胸のふくらみが、広人の、視界に、

「うわあああっ！　ややややや、夜刀さんっ！」

「ひ、ひひ、広人っ。たた、た、大変なのよっ」

　真まっ赤かになって顔をそむける広人に、風ふ呂ろ場ばから飛び出した夜刀が迫った。

「夜刀、どうしたのです!?」

　ねこがみさまも大あわてで飛び出してきた。

　彼女はバスタオルを体に巻いているが、際どい格好には違いない。

　部屋にいたミミたちも、けげんな顔でキッチンをのぞきにきた。
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「あっ、あの！　ねこがみさまも夜や刀とさんもどうかあの、服を！」

　広ひろ人とはわたわた手を振って視界を隠かくし、必死にいった。

「見て欲しいのよ、広人。ちゃんと夜刀を見て欲しいのよっ」

「みみみ見るのはかか構わな、いやそうじゃなくて服を着てくれれば見ま見ま」

「お願いなのよ、ほら、これを見てなのよ」

　切せつ羽ぱ詰つまった声こわ音ねに、真まっ赤かな広人は薄うす目めの横目でちらと夜刀を見た。

　真まっ裸ぱだかの夜刀が、自分の濡ぬれた黒くろ髪かみの房ふさを両手で握にぎって、広人に突き出している。

「かっ、髪？　髪のことですか？　髪がどうかし……」

「髪じゃないのよ。そうじゃないのよ。そうじゃなくて」

　夜刀は震ふるえる声で訴えた。

「髪が、蛇へびに変わってくれないのよ」

「え……？」

「夜刀──夜刀は、夜刀は、も、もしかしたら」

　夜刀が泣きそうな声でいった。




「よ、妖よう力りよくが…………なくなっちゃったかも、しれない、のよ」




　場が凍こおった。

　広人だけではない。ミミやユキメ、耀あき姫ひめそしてねこがみさまも、凍りついた。

　その時、はたと広人は思い当たった。

　洗せん濯たくかごを置いた時に感じた、あの違和感の正体に。

〝……濡ぬれてもいいのよ。妖力ですぐ乾くのよ……〟

　榊さかきの屋や敷しきに向かう際、確かに夜刀はそういった。

　けれど屋敷から帰る途と中ちゆう、彼女の体も着物も、ずぶ濡れになっていた……。




　誰もが声を失い、立ち尽くす。

　鰹かつお屋や家けの住民たちは、ただぼう然とお互いを見つめ合った。





☆★☆






　翌朝の天気は曇り。

　アパートの前庭で、広人は自転車のハンドルを握にぎって空を振り仰あおいだ。

「今日きよう一日、曇りのままでいて欲しいなあ」

　なぜなら──と広人は、ちらと隣となりに目を移す。

　そこに立っていたのは、有あ里り間ま高校の夏の制服を着た、夜や刀と。

　すらりとした肢し体たいと、真まっ直すぐで真っ黒な髪かみに、夏服は良く似合っている。

　とはいえその表情は、むっつり不ふ機き嫌げんそうだが。

「どうどう？　制服きつくない？」

　スクールバッグを持ち、同じく夏服の耀あき姫ひめが訊きいた。

　夜刀の制服は、耀姫が貸してくれたものだった。

「助かりました、耀姫さん。これで夜刀さん、学校に行けます」

　実はこれから、有里間高校に向かうところなのだ。

　昨夜の夜刀の衝しよう撃げき発言の後、広人は守もり宮みやの助言を受け入れ、みっちゃんに相談できないか耀姫に訊いてみた。

　耀姫は快く仲立ちを引き受け、その上で提案してくれた。

　みっちゃんは赴ふ任にん直後で忙しいし、しかもプライベートを邪じや魔まされるのが嫌きらいな性しよう分ぶんだから、学校に夜刀を連れていき、直接相談するのはどうか、と。

「あんまり部外者をほいほい連れていくのもまずい気がするけど……」

　広人は制服姿の夜刀をちらと見やる。彼女は切れ長の瞳ひとみで広人を見返した。

　そのまなざしに、かすかに不安の色が見える。

「……まあいっか。家で待たせるのも心配だしな。ところで耀姫さん。どうして都合良く二着も制服があったんです？」

「え、一着は氏うじ子こさんの家に予備で置いてあっただけだし」

「はい!?」

「だーって、もう第二の我が家って感じだしさ。いちいち着替え持って遊びに来るのも面めん倒どうじゃん？　あ、押入れにあたしの私物の入ったバッグ入ってるから」

「いつの間に！　っていうかゴールデンウィークからこっち、泊まり過ぎですよ！　いくら神さまとはいえ、一応人間生活上でのご両親の了りよう解かいはいるんじゃないんですか」

「だーいじょぶだいじょぶ。居場所は知らせてあるし携帯もあるし」

「そ、そういう問題ですか！　一応男子の家なんですけど！」

「広人、遅れてしまいまするぞ」

　部屋の窓ががらっと開き、ねこがみさまが顔を出す。モサコさんがその腕うでの中から「ぐーにゃん」と鳴いた。逆さになったミミの顔がのぞき、ユキメも横合いから顔を見せる。箒ほうきを持った守宮が、その後ろからほほ笑んだ。

　みんなは広人と夜刀に向かって口々にいった。

「うらやましいですよぅ、夜刀さん。ユキメも広人さんの学校に行きたいです」

「仕方ありませんでしょ。菅すが原わらさまにご相談して原因を探らないと」

「広人、広人。われも後で学校にまいりまするぞ。部活がありますゆえ」

「え!?　一人でなんて危ないですよ、ねこがみさま。今日きようは送り迎えできないし」

「大だい丈じよう夫ぶでありまする。何度も行っているのですぞ、道順はばっちりです！」

「道順の問題じゃなくてですね……」

「氏うじ子こさん、ほら、ホントに遅刻するよね。じゃ、あたし先に行くから！」

　耀あき姫ひめは手を振ると、さっさと駆かけ出した。

「あ、あうう、わかりました。えっと、夜や刀とさん」

　広ひろ人とは自転車にまたがり、バランスを固定する。

「後ろ、乗れますか。スカートだから横座りの方がいいかな」

「ん、たぶん、できるのよ。こうなのよ？」

　危なっかしい姿勢で夜刀は後ろに座る。

　そして広人の腰こしに腕うでを回し、ぎゅっと力を入れた。

　とたん、背中に密着する体の柔やわらかさを意識して、広人はどきりとした。

　あわてて頭を振って変な想いを追い払はらい、広人はアパートを振り返る。

「いいですか、絶対に学校に一人で来ちゃ駄だ目めですよ。わかりましたね！」

「ねこがみさま、みんな、行ってくるのよ」

　夜刀は広人につかまって、小さく手を振った。

　広人がペダルを踏んだ。自転車は少しぬかるんだ地面を走り出す。

　見送るみんなの姿が、あっという間に遠ざかっていった。




「行ってらっしゃいなのです！　広人、夜刀を頼みまするぞ！」

　背伸びして手を振りながら、ねこがみさまは叫んだ。

　自転車は敷しき地ちを出て角を曲がり、すぐに見えなくなってしまう。

「………………ふにゅ」

　へにょん、と力なく、ねこがみさまは窓辺にあごを乗せた。

　自転車に乗る二人の後ろ姿を思い返す。

　広人の腰に腕を回し、ぎゅっと抱だきつく夜刀。

　夜刀を気づかう、広人の優しい声と表情。

　あの自転車の後ろは、いつも自分が乗る場所だ────

「今困っておるのは夜刀なのです。広人を独占しても、当然でありまするぞ」

　ねこがみさまは自分をいさめるようにいった。

　しかし、胸の曇りは一向に晴れない。

　なぜだろう。日を追うごとに、自分が欲張りになっていく気がする。

　神さまとして大事にされて、優しくされて、一いつ緒しよに暮らしてもいる。

　これ以上何を望み、何を欲しがる必要もない。なのに……。

「ぐるにゃーん？」

　モサコさんが足元で見上げる。

　ぺとん、とねこがみさまは窓辺に顔を伏せた。ぺたん、と猫ねこ耳みみも垂たれた。

「……己おのれの心の狭せまさに、われながらがっくりでありまする」

「どうなさったんですの、ねこがみさま」

　逆さになったミミの顔が、窓辺にひょいと落ちる。

「元気がないですわね。家や主ぬしに家にいろといわれたからですの？」

「え、あ、そういう……そ、そうかも、しれませぬ」

　うろたえるねこがみさまに、ユキメが優しくいった。

「でも、部活があるんですよねぇ？　参加しないといけないですよぉ」

「駄だ目めなのです。一人で行っては危ないと広人もいうておりましたもの」

「一人で、ですわよね？」

　見下ろすミミがにんまり、綺き麗れいな顔に企たくらみの笑みを浮かべた。

「一人でなければ、行ってもかまいませんわよね？」

「あっ、そうですよねえ。うふふ、一人じゃなかったらいいんですよぉ」

　ユキメも目を輝かせ、うきうきとほくそ笑む。

　意味ありげな笑いの二人をねこがみさまは見比べて──はたと明るい顔になった。




　昼休みのチャイムが鳴って、教室にざわめきが生まれた。

　解放の空気の中、生徒たちの気楽な調子の会話や声が響ひびき渡る。

「やっと終わったあ……」

　広ひろ人とはぐったり、机に両手を伸ばして突っ伏す。

　授業中、夜や刀とのことが気になって、ずっと落ち着かなかった。

　彼女は生活科学部の部室でもある、調理準備室で待たせてある。

　誰にも見とがめられないでいてくれるといいのだが……。

「おい、鰹かつお屋や。一年が呼んでるぞ」

　広人が腰こしを浮かせた時、教室の前の戸口からクラスの男子に呼ばれた。

　目をやると、扉とびらの陰から狐きつね色いろの長い髪かみと花はな飾かざりがのぞく。

　金きん狐この姫ひめ──あやのだ。

　腕うでには大きなお弁当の包みを抱だいている。

　先月、休学から復帰した彼女と、一度だけ昼食を共にしたことがある。ちょうどねこがみさまも部活に来ていたので、三人で仲良くあやの手製の弁当を食べた。

　今日きようは部活があるので、ねこがみさまも来ていると予測したのだろう。

「あの、こんにちは。広人先せん輩ぱい」

　あやのは小さく会え釈しやくし、遠えん慮りよがちにほほ笑んだ。

「あ、今行くよ。あやのさ……」

　広ひろ人とはあやのに手を上げ、歩き出そうとした。ところが、

「広人さん！」

　教室の後ろの戸が大きく開いて、長い黒くろ髪かみにリボンカチューシャの少女が現れた。

「え、あれ、ひかるさん!?」

　顔を出したのは元幽ゆう霊れい少女、羽は沢ざわひかるだ。

　退院したひかるは、六月一日から登校している。一年休学したせいで、広人と同い年だが学年は一年生。不慣れな学校生活に戸と惑まどう彼女を、広人は手助けしてやった。

　校内を案内したり、昼ご飯はんを一いつ緒しよに食べたり──と。

　気の強いところもあるひかるだが、知り合いもない学年でよほど心細かったらしい。幽霊であった時にも増して、すっかり広人に懐なついてしまったようだ。

「今日きよう、一緒にお昼ごはん食べよ！　学食の日替わり、美味おいしそうだぞ」

　明るく声を上げ、ひかるが教室内に一歩踏み込んだ。

　とたん、あやのがはっと気づいて、視線を向ける。

　当然、ひかるもはっと気づいて、同じく視線を向けた。

　二人の少女は微び妙みような表情で固まり、見つめ合う。

「え……えっと、あの、二人とも……」

　広人が反応に困っていると、いきなりがたん！　と椅い子すの音がした。

　振り返ると、二つ後ろの席の春日かすが美み薫かが机に両手をついて立ち上がっている。

　その表情は────上じよう機き嫌げんより一万光年かけ離れていた。

「どうして一年生が、いちいち二年の教室に来るのかしら」

　美薫は広人をにらみつけると、ぎっと鋭い視線をあやのとひかるに投げた。

　とたん、ばしっと空気が凍こおりつく。

　教室の中と前と後ろから、三人の少女は互いを見つめ──いや、にらみ合った。

　美薫は傲ごう慢まんな目線で。

　ひかるは挑ちよう発はつ的てきなまなざしで。

　あやのはちょっぴり気き後おくれしつつも、必死の表情で。

「え、え、あの、あれ、え？　えっと、あ、あの？」

　広人は大困こん惑わく。

　なだめるように両手を掲かかげるが、その両手をどうしていいか分からない。

「おい、鰹かつお屋や！」

　突とつ如じよクラスの男子たちに広人は囲まれた。

「なんなわけどういうわけおまえちょっと！」

「は!?　ど、どういうわけって、その、どういうこと？」

「最近広ひろ人とセンセイ、女の子に囲まれまくりじゃね？　ってことっスよぉ」

「春日かすがだけじゃなくて、あのすっげーレベル高い一年二人ともどういう関係だよ！」

「ってか、中学生の女の子とも同どう棲せいしてんだろ？　生活科学部の校外部員の」

　ねこがみさまのことだ。

　部活で一度ならず学校に来ているから、たいていの生徒は見知っている。

　しかも六月から、あやのとひかるも生活科学部に入部届けを出していた。

　本格的な活動は今週からだが、すでに部長とも顔を合わせている。

「いいよなー、生活科学部。可愛かわいい女子ばっかでさあ」

「お前入りゃいいじゃん、部長からしてモデルみてーだし」

「でもその部長がある意味すごいって話だぜ。活動も含めて」

「一年っていえば、早はや宮みや神じん社じやの女の子も生活科学部だったよな」

「あの子も中々可愛くね!?　元気少女って感じで」

「確かにちょっと可愛いけど、でもよ、こないだ一年の体育チラ見したんだけどな」

　一人の男子が声をひそめた。

「足は綺き麗れいだったけど、なんか胸が超ちよう薄うす」




　突とつ然ぜん窓から机が飛んできた。




「のああああああ！」「うわあああああっ！」「ひいいいいいっ！」

　どんがらがっしゃんと派は手でな音で男子たちはなぎ倒され、みんなまとめて床ゆかに転倒。

　後に残るは、ぼう然となる広人一人。

「やっほっ！　遊びに来ちゃった♥　鰹かつお屋やせーんぱいっ」

　窓から耀あき姫ひめが乗り込み、広人に駆かけ寄った。

「え、あ、耀……早宮さん!?　また窓から!?」

「あれえ、どしたのこの人たち倒れちゃって。やだー変ー！」

　目を回す男子たちを見下ろし、耀姫はわざとらしく広人の腕うでに抱だきついた。

　広人は青くなる。

　窓から飛んできた机は誰が投げたのか……確かめたくもないが確かめる必要もない。

「だから！　どうしてそう一年が気安く上級生の教室に来るのよ！」

　美み薫かが無理やり二人の間に割り込んだ。

　耀姫がむっとなって美薫をにらむ。

「なんでいちいち鰹屋先せん輩ぱいの交友関係に口出すわけ。彼女でもあるまいし？」

「なっ……べ、別に、その、口を出してるわけじゃ」

「だったら鰹かつお屋や先せん輩ぱいが誰と仲良くしようと構わないよねー？」

「だったらあなたこそ、どういう権利があって広ひろ人との交友関係を決めるのよ！」

　険悪な雰ふん囲い気きで美み薫かと耀あき姫ひめは向き合った。

「ちょっと待った二人とも。なんでそんな喧けん嘩か腰ごしに……」

　広人が割って入ろうとした時、ぐいと腕うでを引かれた。

　驚いて視線を向けると、ひかるが広人の手を握にぎって目配せしている。

「広人さん。放っといて、今のうちに学食行こう」

「え、いや、放っておくわけには」

「いいってば。広人さんが口出したらもっとこじれると思うな」

「あ、あの、ちょっと待っていただけませんか」

　そこへあやのが、決意の表情でひかるを押しとどめる。

「勝手に学食って決めないでください。先に広人先輩に声をかけたのはこちらです」

「それって広人さんはＯＫしたの？」

「え……そ、それは、その」

　ひかるにいい返されて、あやのはお弁当を抱だいてうつむいた。

　すると耀姫がぐいと顔を突つっ込んでひかるにいった。

「ちょーっと、後こう輩はいいじめなんて良くなくない？　元幽ゆう霊れい！」

「な……！　い、いじめてるわけじゃないぞ。それに後輩って、あたしは同学年で」

「三人とも好き勝手なこといってないで、自分の教室に帰りなさいよ！」

「か、帰りません！　春日かすがさんに命令される覚えは……」

「よし、分かった！　分かりました！」

　広人は両手を上げて、大きく振り下ろした。

　はっと少女たちは広人を注視する。

「みんなで一いつ緒しよにお昼にしよう。いいたいことがあるなら、その場で俺おれにいってくれればいいよ、ちゃんと聞くから。ちょうど夜や刀とさんが学校に……」

「広人」

　新たな少女の声が響ひびいた。その声に、びくんと広人は背筋を伸ばす。

　振り返ると、戸口に黒くろ髪かみで組くみ紐ひもリボンの制服美少女が立っていた。

　教室内は静まり返る。

　真っ白な肌はだ。妖あやしく紅あかい唇くちびる。冴さえ冴ざえとしたクールな顔立ち。

　艶つややかに輝く、豊かで真まっ直すぐな黒髪は、漆しつ黒こくよりも深い黒。

　誰もが声を失うほど、彼女は人間離れした美しさだった。

「や──夜刀さん!?　なんで、待っててくださいって……」

　広人はうろたえた。

　しかし広ひろ人との狼ろう狽ばいも構わず、夜や刀とは真まっ直すぐにこちらへやってきた。

「どうしてすぐ来てくれないのよ。夜刀はずっと待ってるのよ」

　つかつかつかと勢いよくやってくると、夜刀は勢いよく広人に抱だきついた。

「うわ、わわっ！」

　広人は夜刀を抱いたままよろけてしまう。

　よほど不安だったのか、夜刀は全身を預けるようにしてしがみついてきた。

　柔やわらかな胸の弾だん力りよくを感じるほどに、ぎゅっと密着して。

　思わず強こわ張ばる広人の耳に、

「広人───────っ！」

　聞き慣れて聞き慣れ過ぎてこんな場所では違和感ありまくりの声が飛び込んできた。

「まあ、ここが家や主ぬしの教室ですのね」「広人さぁん、ユキメも来ちゃいましたぁ」

　戸口からやってきたのは────

　銀の髪かみのセーラー服少女、金の髪と青い髪の制服少女、の三人。

　いわずもがな、ねこがみさまとミミとユキメの三人である。

　またもや登場した美少女たちに、教室内は呆あつ気けに取られてざわめきすら上がらない。

「ユキメ、人間の学校来るの子どもの時以来ですよぉ」

「あら、ユキメさんて人間の学校に通ってらしたんですの？」

「いいえぇ、間違って迷いこんでしまったんです」

　ユキメはうふふと笑った。

「パニックになって、三月なのに校庭を凍こおらせたり、水道管破は裂れつさせたり、つららを降らせたりで、全校生徒避ひ難なんさせちゃってぇ」

「そうですの、わたくしもうっかり天てん井じよう舐なめ回さないように気をつけますわ」

「どうです、一人ではありませぬぞ。ちゃあんとみんなでまいりました！」

　何気に恐ろしい会話をする二人とねこがみさまは、嬉うれしそうに広人を取り囲んだ。

「あり得ねー、あんないっぱい美少女に囲まれるとか……」

「何様ですよ広人くん……」

「放課後俺おれらも囲んでやろうぜ……」「おう、男ハーレムでフクロにするか……」

　男子生徒の怨えん嗟さのつぶやきと視線が一身に突き刺ささる。

「これ以上騒さわぎ起こさないで、ばか広人！」「いちいち口出すな、だったらあたしと学食行こうよ、広人さん」「だ、駄だ目めです、わらわとお弁当なんです」

「もーう、あ・た・し・の鰹かつお屋や先せん輩ぱいだし！」

　美み薫かやひかる、あやのと耀あき姫ひめの、けん制する会話も周りでびしびし交差する。

「あ、あは、はは、は、はふ、はぅうう」

　広人は半泣きで、困こん惑わくの笑いと吐と息いきをもらすしかできなかった。
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　眼鏡めがねの奥から、みっちゃんは鋭いまなざしで広ひろ人とを見下ろした。

「真まつ昼ぴる間まからお疲れのようですね、広人くん」

　広人は黙だまって否定しない。事実、ちょっとばかりお疲れである。

　二人は、職員室前の廊ろう下かの隅すみで向かい合っていた。

　夜や刀とは広人の隣となりでむっと唇くちびるを結んでいる。

　しかし片手は広人の制服の袖そで口ぐちを握にぎりしめていた。やっぱりちょっと心細いらしい。

「えっと、耀あき姫ひめさんからお話を通していただいたかと思うんですが」

　なんとなく気き後おくれしつつ、広人は口を開いた。

「ああ、こちらの彼女の不可解な変化の件ですね」

「そ、そうです。実は……」

「なぜ私が君の力になる必要があるのです。ただの顔見知り程度だというのに」

　厳しい答えに広人は背筋が凍こおった。夜刀も息を吞のむ。

　思わずひるみそうになるが、広人は自分の袖口を握る夜刀の手を意識する。

　──駄だ目めだ。ここで引くわけにはいかない。

「ず……図ずう々ずうしいお願いだとは分かってます」

　広人は背の高いみっちゃんの冷ややかな顔を見上げた。

「解決して欲しいわけじゃないんです。ただ、原因は何か、それだけでも思い当たることがあるなら、お話を聞かせて欲しいんです。どうか……」

　広人は丁てい寧ねいに頭を下げた。

「どうかお願いします、菅すが原わらさん」

「広人、もういいのよ」

　夜刀がきっぱりいい放った。

「話なんてしてもらう必要ないのよ。広人に頭を下げさせるぐらいなら、夜刀は、別にこのままでいいのよ。全然不ふ都つ合ごうなんてないのよっ」

　そういうと、夜刀は切れ長の美しい瞳ひとみでみっちゃんをにらみつけた。

「そうはいかないですよ、夜刀さん」

「でも……っ」

「お願いしてるのはこっちなんです。頭を下げるのは当然ですよ」

　なだめるように、広人は自分の袖口を握る夜刀の手をそっと叩たたいた、

　クールな表情だった夜刀が、すっと切なげに眉まゆを寄せる。

「学校では、菅すが原わら〝先生〟と呼びなさい」

　険しい声が響ひびいて、広ひろ人とと夜や刀とは同時に振り仰あおぐ。

　彼は眼鏡めがねのブリッジを押さえ、冷然としたまなざしで見下ろした。

「私がなぜこの高校に赴ふ任にんしたか分かりますか、広人くん。君の力を監かん視しし、ことあらば対処するためなのですよ。その対処とはどんなものか、想像もつきませんか」

「え……」

「最悪、あなたを現世から排はい除じよすることもあり得るのです」

　広人は息を吞のんだ。夜刀も身を固くした。

　みっちゃんの冷たい声は、容よう赦しやなく二人に降る。

「下手へたに慣れ合って情が生まれれば、非情な手段に訴えることができなくなるかもしれない。どれだけ君を排除する方が得策であっても、です」

　広人はごくりと喉のどを鳴らす。夜刀も広人にぎゅっと身を寄せた。

　みっちゃんは険しい表情で、吐はき捨てるようにつぶやいた。

「まったく、耀あき姫ひめさんは脳天気過ぎる。しかも君の家に入り浸っているとは……。まあいい。こんなところでは長話などできません。調理準備室へ移動しましょう」

　広人はほっと肩かたを下ろした。夜刀も小さく息をついた。

　なんだかんだいいつつも、みっちゃんは力になってくれそうである。




　壁の陰から様子をうかがっていた耀姫が、大きく安あん堵どの息をついた。

「っはあーっ！　良かったぁ。もう、みっちゃんたら素直じゃないんだから。っていうか何よね、脳天気って！　別に何も考えてないわけじゃ」

「ねえねえ、早はや宮みやさん」「あのさ、訊ききたいことあるんだけど」

　後ろから声をかけられ、耀姫は振り返った。

　数名の女子生徒が並んで立っている。みんな耀姫と同学年の一年生だ。

「何？　訊きたいことって」

「菅原先生のこと！」

　女子たちはくすくす笑って目配せし合う。耀姫は瞳ひとみを大きく瞬またたかせた。

「みっちゃ……菅原センセーが、何よ」

「早宮さんて、先生と知り合いだよね」「もしかして早宮神社の関係者？」

「先生って結けつ婚こんしてる？　彼女とかは？」「いるよね、当然。すっごい美形だもん！」

「とんでもなく厳しいって上級生は噂うわさしてるけど……プライベートはどうなの？」

　耀姫は眉まゆをひそめた。そしてぶんぶんと片手を打ち振った。

「あーあー、見た目に惑まどわされない方がいいよ！　あんな根性悪の陰険サド眼鏡！」

「こ、根性悪!?」「い、陰険!?」「サ、サド!?」

「そそ。超見み栄えっ張ぱりで外ヅラだけで生きてるタイプで人前じゃあんなスマートなスーツ姿だけど家じゃ首くび元もとよれよれＴシャツとヤンキージャージ、性せい癖へきもド変態でＰＣにはエロ画像フォルダが三万個ぐらいあって好きなカテゴリはＭ奴ど調教とラバースーツ」

「早はや宮みや」

　熱弁する耀あき姫ひめの肩かたを、いきなりバン！　と誰かが叩たたいた。

「何よ、せっかくの暴ばく露ろ話を邪じや魔ましな」

　振り返った耀姫の声が凍こおった。

　眼鏡めがねの奥から、冥めい王おう星せいの表面温度以下に匹ひつ敵てきする極ごつ寒かんの視線が向けられている。

「見てきたような大おお噓うそを並べるのが、ずいぶんとお好きなようですね……」

「え、え、えへへ？　も、もも、もしかして図ず星ぼしだったあ？」

「ＢＬどころかハードゲイフォルダを作りまくってるあなたらしい噓だと思いますよ」

「ちょちょちょちょっとぉ！　そそ、そっちこそとんでもない出まかせを」

「つまらないホラを吹いて回る方が悪いでしょう。ほら、行きますよ」

　耀姫の首根っこをつかみ、みっちゃんは固まる女子たちに冷たく告げた。

「教師の私生活などくだらないことを探求するより、一いつ心しん不ふ乱らんに学問に励みなさい。他ほかの何より優先して勉学に集中できる時間と環境が許されるのは、学生時代だけです。では」

　ぼう然となる女子生徒を置き去りに、みっちゃんは耀姫を連れてその場を立ち去った。





☆★☆






　持参した弁当をねこがみさまたちに分け、広ひろ人とは夜や刀とを連れて調理準備室へ入った。

　ドアを閉める前に、隣となりの調理室の様子をちらとうかがう。

　そこではねこがみさまたちが、他ほかの女子たちと一いつ緒しよに弁当を広げていた。

　人間も妖あやかしも区別なく、彼女たちはにぎやかに歓かん談だんしている。

　明るく屈くつ託たくのないねこがみさまのおかげか、美み薫かやひかるの態度は和やわらいでおり、引っ込み思案のあやのも気が楽なようで、嬉うれしそうに笑っている。

　広人はほっと息をついた。

　ねこがみさまは世間知らずだが、情が深くて面めん倒どう見みが良い。

　彼女に任せておけば、みんなの仲を取り持ってくれるだろう。

　実は意外とねこがみさまを頼りにしてるんだなあ……と広人はしみじみ思う。

「そちらへ」

　広人がドアを閉めると、みっちゃんがテーブルの一角を指し示した。

　広人は梅干しおにぎりとピリ辛からきゅうりの漬つけ物もののお弁当、夜刀のために茹ゆで卵を詰めたタッパーと、守もり宮みやが淹いれてくれたお茶の水すい筒とうをテーブルに広げる。

　みっちゃんは栄養ゼリーだけだった。あれでお腹なかが膨ふくらむのだろうか。

「早速──といいたいのですが、耀あき姫ひめさんは詳くわしい説明をしてくれませんでしたので」

　ゼリーの封を開けながら、みっちゃんはいった。

「食べながらで結構です。まずは状況の説明を」

　促うながされて、広ひろ人とは話し始める。

　一通り聞き終わると、みっちゃんは口を開いた。

「現場を検分しないことには解決も何もありませんが……」

　眼鏡めがねのブリッジをくいと上げて、彼は険しい表情になる。

「斎いみ唐から櫃びつの中身は、本当に太刀たちだけでしたか？」

「え？」

　広人は夜や刀とと顔を見合わせた。夜刀は茹ゆで卵を手に首を傾かしげる。

「分からないのよ。暗かったし、最初に手に触ふれたのは太刀だったのよ」

「できればもう一度、唐櫃を改めた方がいい。太刀以外の〝呪じゆ具ぐ〟があるはずです」

「どうしてですか」

　広人は身を乗り出した。みっちゃんは眼鏡の奥の視線を向ける。

「紐ひもで縛いましめられた斎唐櫃──それは明らかに呪じゆ術じゆつによる呪じゆ的てき行為です」

「はあ、呪的行為……」

「白しら拍びよう子しのスタイルは、烏え帽ぼ子しに水すい干かん、緋ひ袴ばかまに太刀と扇おうぎの五つ。これらのアイテムには、本来関連性はない。しかし五つ揃そろうことによって、白拍子を示すシンボルとなります」

「は、はあ、はい」

　なんだか授業を聞いているようだ、と広人は神しん妙みように耳を傾ける。

「だが彼女の普段の姿は、白拍子としては不完全だ。つまり関連の深いシンボルを分断することにより、彼女自身の持つ力を不完全にしているわけです」

「あ……そっか。この姿って」

　広人は隣となりに座る夜刀に目を向けた。

「扇と烏帽子が足りませんよね。だから斎唐櫃には他ほかにも何かあると……」

「その通り。おそらく彼女の力を奪うばったのは広人くんの祖母がかけた呪でしょう」

「じゃあ、唐櫃の中に残る他の道具を夜刀さんに渡せば、妖よう力りよくは戻ると？」

「さて、ね。失った妖力が戻るだけで済むかどうか」

　広人は瞬まばたきした。夜刀の瞳ひとみにかすかに不安の色がよぎる。

「……どういうことですか」

「君の祖母は彼女を調ちよう伏ぶくする際、その荒あら魂みたま──祟たたりをなす荒あらぶる性質を封じたはずです。ゆえに唐櫃に収められた残りの呪具を取り出せば、荒魂を解放することにもなりかねない」

　広人の心臓が大きく跳はね上がる。夜刀も身を強こわ張ばらせた。

　みっちゃんは、さらに容よう赦しやない説明を続けた。

「だが、すでに斎いみ唐から櫃びつは開けられた。そして彼女の身に変化は起こっている。覆ふく水すいは盆ぼんに返らず、落花も枝に返らず……です。一度起こった現象は、元通りにはならない」

　ガタン！　と夜や刀とは椅い子すを蹴けって立ち上がった。

　ただでさえ色の白い肌はだが、血の気が失うせて青ざめている。

「そんな……そんな……じゃあ、夜刀は、夜刀は……」

「夜刀さん……！」

　広ひろ人とは夜刀の手を握にぎった。しかし夜刀はぼう然とつぶやくばかりだ。

「夜刀は、どうなるのよ？　今のままだと、妖よう力りよくはないし、大きくなっちゃったし、でも元には戻れないって、そんな、どうすればいいのよ……」

「進むか、とどまるか。その二に択たくです」

　広人は、自分が握る夜刀の手が急に冷たくなったのに気づいた。

「それじゃ、完全に力を解放したら、夜刀さんは……」

「君の知っている彼女では、なくなるかもしれませんね」

　音が消えた。

　夜刀は凍こおりついている。広人も言葉が見つからない。

　困こん惑わくと混乱に、広人は口をつぐみ、視線を落とす。

　うつむく広人の耳に、調理室からねこがみさまやみんなの笑い声が響ひびいてきた。

　ドア一枚隔へだてているだけなのに、まるで遠い世界のことに思えた。

「広人くん。無思考は無意味ですよ」

　みっちゃんの厳しい声に、はっと広人は目を上げる。

「大切なのは、現状を知ってそこからどう動くかです」

「……そう……ですね、その通りです」

　広人は首を一つ振ると、みっちゃんを真まっ直すぐに見返した。

「榊さかきさんの屋や敷しきを訪ねて、先生の言葉通りか確かめるつもりです。もし唐櫃に太刀たち以外の何かが入っていたなら、もう一度相談させていただけませんか」

「よろしい。いいでしょう」

　みっちゃんはスーツの内ポケットに手を入れると、細く白い何かを取り出した。

「こより……？」

　確かにそれは、和紙で作ったこよりだった。

　みっちゃんは手を伸ばし、夜刀の手首にこよりを巻いて固く結んだ。

　夜刀は戸と惑まどったようにこよりに目を落とす。

「たった今、結び固める──という彼女の変化を抑おさえる呪じゆをかけました」

　みっちゃんが説明する。

「一時しのぎですが、とりあえず彼女の身に当面変化は起きないはずです。ああ、水に濡ぬれても大だい丈じよう夫ぶですよ。ただし、自分の意志で取り外したりしないように」

「……わかったのよ」

　夜や刀とは小さくうなずいた。みっちゃんは、次に広ひろ人とに目を向ける。

「唐から櫃びつを調べるのは大事ですが、くれぐれもあなただけにしなさい。彼女はもとより、ねこがみも近づけてはなりません。どんな異変が起こるかわかりませんから」

　広人の脳裏に、ある光景がよぎる。

　ねこがみさまが唐櫃の布を取った瞬しゆん間かん、固く結ばれていた組くみ紐ひもはひとりでにほどけてしまった。自覚がなくても、彼女の霊れい力りよくは様々な変化をもたらしてしまうのだ……。

「は、はい。気をつけます」

「広人くん。君が霊能力について学ぼうと考えたのは、非常に良いことです」

「え──」

「君の祖母も行っていた呪じゆ術じゆつとは、原因と結果の因果関係を把は握あくした上で、超自然的な力を借りるわざです。人も妖あやかしも神も世界の一部。あるべき自然の力を超えて、あり得ない現象を引き起こそうとするならば、必ず何らかの代だい償しようがある。要するにそれは」

　眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが鋭く光った。

「あふれた川を堰せき止めるのに、山を崩くずすようなものです」

「…………」

　広人は無言でうなずく。みっちゃんは今、大事な話をしてくれているのだ。

「そのためには、呪術についても深く学ぶ必要がある。教えを乞こうなら、極めるつもりで学ぶことです」

「はい、わかりました」

「話はこれぐらいです。何か異変があったら、すぐ知らせるように」

　みっちゃんは空からのゼリー袋を手にすっと立ち上がると、準備室を出ていった。

　あわてて広人は腰こしを浮かせて頭を下げる。しかし夜刀は無言で座ったまま。

　テーブルの上の弁当は、ほとんどが手つかずだった────





☆★☆






「え、今日きようの部活、部長休み？」

　食べそこなったおにぎりを口に運びかけて、広人は手が止まった。

　美み薫かがランチボックスを包んだクロスをほどきながらうなずく。

「そう。さっき部長からメールが来て、急きょ三者面談が入ったから、自分がいない間に今月の活動計画を決めておけって。広人にもメール行ってるはずよ」

　広ひろ人とは急いで携帯をチェックする。確かに部長からメールが入っていた。

「……今日きよう三者面談って、時期的に中ちゆう途と半はん端ぱだよな」

　広人はゴールデンウィークの時のことを思い返す。

　自分に向かって、涼りよう子こ部長はきっぱりと進学しないといい放った。

　しかし涼子は、行動は変態でも成績は他ほかに類を見ないほど優秀だ。おそらく今日の面談で、進学すべきだと先生たちが説得にかかっているのだろう。

（部長を説得できる人間なんてこの宇宙に存在しないよなあ）

　心の中でつぶやくと、ふと広人は夜や刀との方をうかがった。

　彼女は例のごとく無表情で、茹ゆで卵をもくもくと食べている。

　ねこがみさまやミミやユキメに囲まれているせいか、落ち込んだ感じはしない。

　ほっとしつつ、広人はおにぎりを頰ほお張ばった。

「今月の活動計画を今日の部活でまとめ……か。どうしようかな……」

「広人、みっちゃんの話、どうでありましたか？」

　ねこがみさまの心配そうな声に、広人はわれに返る。

「ああ、えっとですね。もう一度斎いみ唐から櫃びつを探せって」

　かいつまんで広人が説明すると、横からこっそり耀あき姫ひめも顔を寄せてきた。

　聞き終わると、ねこがみさまと耀姫は口々につぶやいた。

「ちょうどよいかもしれませぬな。今週末、また榊さかきの屋や敷しきに赴おもむきますもの」

「そうよね、その時斎唐櫃を探してみればいいし。あたしも手伝うよ」

「すみません……いえ、ありがとうございます、耀姫さん」

　広人は小さく頭を下げた。

「耀姫さんが菅すが原わらさんに話を通してくれたおかげで、解決の糸口が見えそうですよ」

「え、え？　そ、そんな……ああもう、お礼とか水みず臭くさいじゃん！」

「へ？」

「そりゃ、最初は部外者だったけどさ、今はすっかり入り浸びたってるんだし、もうそろそろ家族も同然みたいな風に思ってくれたっていいんじゃないかなーってさ」

　不満そうに唇くちびるを尖とがらせてつぶやく耀姫を、広人はけげんそうに見返した。

「あの、広人先せん輩ぱい。よろしかったら……こちら、召めし上がっていただけませんか」

　そこにあやのが、おずおずと塗りのお重じゆうを差し出した。

「ちょ、ちょっと作り過ぎてしまって。その、ねこがみさまや、みなさんも」

　お重の中身は、綺き麗れいにそろった俵たわら型がたのおにぎり、おかずは鶏とりササミの梅ばい肉にく焼やきや魚の香こう草そう揚あげ、胡瓜きゆうりとわかめの酢す味み噌そ和あえに根菜の炒いため物など、見事な和食のお弁当だ。

　ねこがみさまが横からのぞき込み、ぱっと顔を輝かせた。

「すごいのです、あやの！　見るからに美味おいしそうでありまする。ねえ、広人？」

「うん、さすがあやのさんだよ。なんかプロみたいだなあ」

「あ、そ、そんな……でも、あの、嬉うれしいです」

　あやのは頰ほおを染めてうつむいた。

　その場で見ていたひかると美み薫かが、むっと顔を強こわ張ばらせる。

　と思いきや、いきなりひかるが身をひるがえして調理室を飛び出した。

「ひかるさん!?」「ひかる、どうしたのです!?」

　広ひろ人ととねこがみさまが驚いて腰こしを浮かせる。

　ところが廊ろう下かをばたばた駆かけてくる音がやってきたかと思うと、

「広人さん、ねこがみさまっ！」

　息を切らせてひかるが戻ってきた。その両手には──────大量の購買パン。

　呆あつ気けにとられる広人たちの前に、ひかるはどさどさどさっとパンを広げた。

「好きなだけ食べて。全部あたしのお勧め」

「ひ、ひかる……さん？」

「これはたくあん餡あんバター、こっちはジャム豚とんカツマーガリン、そっちはカレーヨーグルト羊よう羹かんコロネ、これが新発売キムチ入り豆とう腐ふメロンパン、そして最後に大本命！」

　ひかるはどでかい袋ぱんぱんに入った大量のパン耳をどさり！　と置いた。

「マヨネーズたっぷりつけて食べると、美味おいしいんだ！」

　両手を腰に当て、ひかるは大おお威い張ばりで胸をそらす。

「え、あ、え、あ、あり、ありが、とう？」

　広人はかろうじてお礼の言葉らしきものをつぶやいた。

　その後ろでミミとユキメがひそひそとささやいた。

「カレーヨーグルト羊羹コロネってなんですの、和わ印いん洋よう折せつ衷ちゆうですかしら」

「キムチ豆腐メロンパンもすごいですよぉ、和わ韓かん洋よう折衷でミラクルですよねぇ」

　ひかるの味覚がミラクルなのは確かである。

「こんなもの、広人に食べさせないで」

　そこへ美薫が、ざっと左右にパンをかき分けぐいとランチボックスを突き出した。

　ボックスの中身は、可愛かわいらしい洋風ランチ。

　美薫の分なのか量は少ないが、ツナとチーズと野菜のロールパンサンドに、彩いろどり豊かなトマトのサラダ、カレー風味のミニハッシュドポテトと、内容は十分である。

「おかずだけじゃなくって、パンもわたしの手作りよ」

　ちらり、と美薫はあやのとひかるを横目で見る。

「広人の得意は和食だから、洋風の方がたまにはいいでしょう」

　はっとあやのが息を吞のむ。

「手作り派だから、市販の物って好きじゃないものね」

　はっとひかるが身を固くする。

「さあ、広ひろ人と。遠えん慮りよなく食べていいわよ──ていうか、食べなさいよ、どうぞ！」

　美み薫かは傲ごう慢まんな態度で、広人をにらみつけた。

　むむむっと、ひかるとあやのが眉まゆを吊つり上げると、ぐいとパンとお重じゆうを突き出した。

「それっぽっちだとお腹なか膨ふくれないぞ。広人さん、これ、全部食べて！」

「そんな得体の知れない物、先せん輩ぱいに勧めないでください。わらわのも手作りです！」

「ちょ、ちょっと、三人とも、そんなに俺おれ、食べられな……」

　うろたえる広人の横から、耀あき姫ひめがちょろりと手を伸ばすと、

「あーっ、氏うじ子こさんの梅おにぎり、おーいしーいっ♥」

　勝手に広人のおにぎりを頰ほお張ばって歓かん喜きの声を上げた。

「やっぱり作ってあげるより、作ってもらう方が愛情度は高いよねっ。氏子さん、またあたしにお弁当作ってきてくれる？　もう、喜んでぜーんぶ食べてあげるし♪」

「待ちなさいよ、早はや宮みやさん！　何を勝手に広人のお弁当食べてるのよ！」

「ずるいぞ、あたしはお花見の時、広人さんのお弁当食べ損そこねたんだから！」

「いいんです、わらわは広人先輩に作ってさしあげたいんです！」

「ま、待って、俺の話を……いやだから……ほぅおおおお……」

　混乱する広人を囲んで喧けん々けん囂ごう々ごうと少女たちはいい争う。

　ミミとユキメは平然と無視して、目の前の食しよく糧りようを適当につまんだ。

「うふふ、さすが春日かすがさんとあやのさんのお弁当、美味おいしいですねぇ～」

「あら、このジャム豚とんカツバターパン、意外とイケますわよ」

　澄すました二人とは対照的に、ねこがみさまは汗あせをかいて仲ちゆう裁さいに乗り出していた。

「お、落ち着くのです。残ってもわれがちゃあんと食べて……」

　いいかけて、ふとねこがみさまは夜や刀とに目をやった。

　彼女は無表情の無言で、ずうっともっくもっくと茹ゆで卵を食べている。

　あまりに静かすぎるその様子に、ねこがみさまはふと心配になった。

「夜刀──大だい丈じよう夫ぶなのですか」

　喧けん噪そうを放って、ねこがみさまは夜刀にそっと声をかけた。

「……？　大丈夫って、特に夜刀は何もないのよ」

　夜刀の返事はそっけない。それでもねこがみさまは熱心にいいつのる。

「でも、先ほどからずっと無言ですもの。不安があれば、口に出すのです」

「何もないのよ。広人の作った茹で卵、美味しいのよ」

「夜刀……」

　頑かたくなな夜刀に、ねこがみさまはそれ以上の問いかけをやめる。

　困こん惑わくの小さな吐と息いきをもらし、ねこがみさまはただ夜刀を見つめるしかできなかった。




　散々さざめいて、何とか大量のランチを片付けた頃合いだった。

「え、もうこんな時間……大変、今日きようはわらわが日直でした！」

　あやのがあたふたと立ち上がった。耀あき姫ひめや美み薫かも腰こしを上げる。

「あたしも行かないと。それじゃ、氏うじ子こさん、また放課後の部活でね」

「広ひろ人と、部長の代わりに部活のまとめしてちょうだい。わたしが書記をするから」

「ああ、分かった。じゃあみんな、うろついたりしないで大人おとなしくしててくださいよ」

「んむ、いい子にしておるのです！　………………たぶん」

「たぶんて！　たぶんじゃダメです！」

　広人はねこがみさまたちに注意すると、戸口へ向かった。

「広人さん、ちょっといいかな」

　ささやきが耳に触ふれた。はっと見ると、ひかるがすぐ横に立っている。

　彼女は広人の腕うでを取り、教室を出て人ひと気けのない廊ろう下かの隅すみへと連れ出した。

「何、ひかるさん？」

　広人が尋たずねると、ひかるは迷うように目を落とす。

「えっと、あの黒くろ髪かみの子が夜や刀とさんって……ホント？」

「ああ、ねこがみさまから聞いたのか。うん、そうだよ」

「信じられないな。だって前見た時は、うんと小さかったのに」

「あは、ははは、まあちょっと、本人には不本意な状況で急に成長しちゃって……」

「そっか」

　ひかるは言葉少なにうなずき、つと押し黙だまった。どうやら夜刀のことは本題ではないらしい。しかし、すぐに彼女は思い切った顔でいった。

「ところで、あの子……あの、あやのさんて……広人さんの、新しい嫁よめ候補なの？」

「え、ええっ!?」

「ご飯はんの時、ねこがみさまが金きん狐このお姫ひめさまだって紹しよう介かいしてくれたけど」

　ひかるはもじもじとうつむいた。

「春日かすがさんみたいなお嬢じようさまだけじゃなくって、妖あやかしのお姫さまも嫁候補って……広人さんが千人のお嫁さんを集めてるのは知ってるけど、びっくりしちゃった」

「いや、いやいや、待って」

　あわてて広人はひかるの言葉をさえぎった。

「あやのさんは嫁候補なんかじゃないよ。というか、この際だからはっきりいうけど────俺おれはその、嫁が欲しいわけじゃないんだ」

「え……」

　ひかるが大きな瞳ひとみをまん丸く開いた。広人は懸けん命めいに言葉をつなげる。

「俺おれはまったく一人前じゃない。自分で生計を立ててるわけでもないのに、嫁よめとか結けつ婚こんとか、そんなこと現実的に考えられない。俺の家族……ねこがみさまや、ミミさんやユキメさんや夜や刀とさん、守もり宮みやさんを守るのが、今の俺の精いっぱいだ。千人の嫁ってのは、あれは」

　ねこがみさまが勝手に、といいかけて広ひろ人とは言葉を吞のむ。

　推すい奨しようしたわけでも黙もく認にんしたわけでもないけれど、止められなかったのは事実だ。

　ねこがみさまのせいにするのは、いくらなんでも卑ひ怯きように思われた。

「その、とにかく、違うんだ。誤解させたなら……謝るよ」

「わかってる」

「へ？」

　あっさりした返事に、今度は広人が目を丸くした。

「そんなことわかってる。っていうか高校生で結婚だの嫁だの真剣に考える方がおかしいよ。それにあくまでも嫁〝候補〟ってことでしょ？」

「候補って、いやそれも……」

「でもあやのさんはともかく、春日かすがさんはどう思ってるのかな」

「え？　どうって？」

「春日さんも、嫁名めい簿ぼに登録してるもの。本気で……」

　ひかるは目を伏せた。

「本気で、広人さんのお嫁さんになりたいって思ってるんじゃないかって」

　とっさに広人は答えに詰まった。

　美み薫かが嫁名簿に登録しているのは、確かねこがみさまとの約束のためだったはずだ。

　気の強い彼女だけれど、真ま面じ目めで律りち儀ぎなのは人一倍。

　とんでもない約束でも、それを果たそうと考えたに違いない、と思ってきた。

　思ってきたのだが────

「いや、違う……と思う。たぶん」

　広人は首を振った。憶おく測そくで美薫の気持ちを断定したくなかった。

「……そう。その、それじゃ」

　ひかるは、おずおずと広人に訊きいた。

「候補としても嫁なんて考えないっていうけど、でも、でも広人さんは永久に結婚しないわけじゃないよね？　将来は、ちゃんと誰かと結婚するつもりは、あるんだよね？」

「そ、それはまあ、分からないけど、縁えんがあったら……かなあ」

「じゃあ、それなら」

　ひかるはぐっと顔を近づけ、真っ黒な大きな瞳ひとみで広人を見上げた。

「つきあってる人とか、彼女とか、好きな人とかは……今、いないんだよ、ね？」

「えっ!?」

　広ひろ人とは絶句した。

　彼女なんていない。それは断言できる。でも。

〝好きな人〟

　──俺おれの、好きな──人？

「どうなの？」

　重ねて問われて、はっと広人はわれに返った。

　ひかるは大きな瞳ひとみで、広人を射抜くようにじっと見つめている。

　その綺き麗れいな瞳に吸い込まれそうな気がして、広人はどきりと胸が鳴った。

「いや、いないよ。そんな相手」

　広人は目をそらして答える。

　そらしたのはひかるからではなくて、自分の中の想いからのような気がしたが。

「そう。それなら良かった」

　ひかるは明るい声でいった。

「だったら希望はあるんだ。あたし、絶対にあきらめないから」

「え、あきらめないって？」

「なんでもない。そうだ、約束したデートのこと……どうする？」

「デート……ああ！　そっか、えっと」

　広人は焦あせって頭をかいた。

「六月はちょっと忙いそがしいから……梅雨つゆで天気も悪いし、来月か夏休みに入ってからは？」

「うん、いいよ！」

　ひかるは心の底から嬉うれしそうな笑みを浮かべた。

　あまりにまぶしい笑顔で、広人はますますどぎまぎしてくる。

「え、えっと、どこか行きたいところある？　あればそこにするけど」

「特にない。広人さんと一いつ緒しよだったらどこでもいい」

「うお、なかなか困る答えだな……んー、がんばって考えとくよ」

「わかった。すっごく楽しみにしてる」

　そういって、ひかるはまた大きな瞳で真正面から広人を見つめた。

「本当、どこでもいいんだ。広人さんと……二人きりなら」

　といったかと思うと、ふいと彼女は背をひるがえした。

　長い黒くろ髪かみもひるがえり、ふわりと甘あまい匂においを振りまいた。

　揺れる黒髪が遠ざかるのを、広人はぼう然と見送った。

「あ、やべ！　俺、次体育だった！」

　広人はくるりと振り返ると、ひかるとは反対の方角へと走り出した。




　調理室の戸口から、ねこがみさまは二人の会話をうかがっていた。

　ミミとユキメも、一いつ緒しよになってのぞいている。

「何ですの、ひかるさん。やけに積極的ですわね」

「そうですよねえ、ちょっと広ひろ人とさんに迫り過ぎ……あ、ねこがみさま！」

　ミミとユキメの声を背に、ねこがみさまは戸口から飛び出した。

　彼女はひかるが去った方角へと廊ろう下かを走る。

「ひかる、ひかる！」

　ねこがみさまの声にひかるは振り返ると、目をまん丸くした。

「ねこがみさま、どうしたの？　先生に見つかっちゃうよ」

「ひかる、広人のいうこと、あれはまことではありませぬ！」

「え？」

　ますますひかるは目を見開く。ねこがみさまは息を荒げつつ、言葉をつなげた。

「広人は、ちゃんと千人の嫁よめをもらうのです。今は……確かに広人は己おのれの不ふ如によ意いを案じて、ああ申もうしておりまする。でも、われが責任を持ってちゃんと」

「いいの。いいってば。大だい丈じよう夫ぶ。広人さんの本音も、ねこがみさまがどんなつもりかも、ちゃんと分かってる。分かってるから────ただ、ね」

　ほんのわずか、ひかるは目を落とした。

「入院してた時、ずっとね、広人さんの家で暮らしたこと思い出してたんだ」

　伏せられたひかるの黒い瞳ひとみが、かすかに陰る。

「広人さんに会いたくて、ねこがみさまやみんなともお話ししたくて、退院したらこうしようああしようって、勝手に色々な想像膨ふくらませて、勝手に楽しみにしてたの」

「ひかる……」

「だから、変に焦あせって広人さん困らせちゃった。馬鹿だな、あたし……でも」

　ふっと、ひかるはうつむいた。

「幽ゆう霊れいのままだったら良かったなって思っちゃう。罰ばち当あたりだけど。そしたら今も、広人さんのすぐそばにいられたもん。ううん、幽霊でなくても妖あやかしだったら良かったかな」

　ひかるは顔を上げ、ほほ笑んだ。

　それは胸が痛むような、ちょっとばかり哀かなしい笑みだった。

「そうしたら……広人さんの家族に、なれたかな。たとえ嫁にもらってもらえなくても」

「ひかる！」

　たまらなくなったように、ねこがみさまはひかるを抱だきしめた。

「ひかるは鰹かつお屋やの家族ですぞ。一時でも一緒に暮らしたのですもの。もうそれだけで、われらの家族であり、友人ではありませぬか。どうかそう思ってたもれ、ひかる」

「ねこがみさま……」

　ひかるも、ぎゅうっとねこがみさまを抱だきしめた。

　そしてふっと体を離し、大きく笑った。

「ごめん、ほんとごめん、変なことばっかりいっちゃって。ごめんね、ねこがみさま！」

　その時、予よ鈴れいが鳴った。

「もう授業だ……じゃあ、放課後の部活でね」

「んむ、待っておりまするぞ、ひかる！」

　ひかるは手を振り、廊ろう下かを駆かけていった。

　ねこがみさまもうんと背伸びして、大きく手を振る。

　しかしひかるの姿が角を曲がって消えた瞬しゆん間かん、力なく手を下ろし、うつむいた。

　うつむく少女神さまの脳裏に、ひかるの寂しげな表情がよぎる。

　ずっと無言だった、夜や刀との頑かたくなな横顔も。

　ぐっと唇くちびるを引き結び、ねこがみさまは決意の顔を上げた。

「悩んでなどいられませぬ。夜刀やひかるや、他ほかの嫁よめたちのためにも、何より鰹かつお屋や家けに繁栄をもたらし、広ひろ人とを幸せにするためにも、われが仲を取り持たねば。そう……」

　──広人の、神さまとして。

　ねこがみさまは口の中でつぶやいた。

　ほんのわずか、締めつけられるような哀かなしみが胸に訪れた。

　だが、ぎゅっとねこがみさまは胸を押さえ、ぶんぶんと首を振る。

　そして明るい声を張り上げた。

「広人が来る前に、ミミたちと活動計画を練っておきませぬと。すーっごい、とんでもない活動で、生活科学部を盛り上げるのです！」

　ねこがみさまはぐいと片手を突き上げると、意気込んで走り出した。




　というねこがみさまの意気込みの効果があったのかなかったのか。

　とりあえず、その日の部活動は滞とどこおりなく終了。

　梅雨つゆでもあり、屋内のボランティア活動をメインにしようということで一致した。

「あとは、部長と顧こ問もんの先生の承認だけか……って顧問」

　広人は議事録ノートを手につぶやき、はたと目を開いた。

　生活科学部の顧問だった先生が辞やめて、現在顧問はいない状態なのだ。

「部長が菅すが原わら先生に打だ診しん中とかいってたけど、どうなったんだろな」

　悩む彼をよそに、室内ではみんなが帰り支じ度たくをしつつ楽しそうにさざめいている。

　部屋を見回して、広人は安あん堵どの息をもらした。

　昼と違って、部活は変な衝しよう突とつもなく無事に終えられて────と思ったのだが、よくよく思い返すと、美み薫かとひかるとあやのは、まったく目を合わせていなかった。

　言葉一つ交わさず、発言もすべて、まとめ役の広ひろ人とに向けてだった。

　うぅー、と広人は体が斜めになる。

　この先の部活動で、ちゃんと三人が協力し合えるのか心配になってきた。

「広人さん」

　呼ばれて振り返ると、すぐ後ろにひかるが立っていた。

「今日きよう、病院で検診なんだ。お先に」

「あ、ああ。うん、さよなら」

　広人がうなずくと、ひかるはすっと身をひるがえした。

　しごくあっさりした態度で、少しばかり広人は拍ひよう子し抜ぬけする。

「広人、広人！　あやのが家まで送ってくれるそうなのです！」

　ねこがみさまが明るい声で飛んできた。

「え、送ってくれるって？　そんな、悪いじゃないですか」

「いいえ、いいんです、広人先せん輩ぱい」

　あやのが鞄かばんを両手に下げて、にこっとほほ笑んだ。

「いつもは徒歩なんですけど、今日は会社のことで打ち合わせがあって、甚右衛門じんえもんが車で迎えにきてくれるんです。八人乗りの車ですから、大人数でも平気ですし」

「そっか。じゃあ、俺おれは自転車あるから夜や刀とさんだけを……」

　といいかけて、広人は後ろをうかがった。

　椅い子すに腰こしかけた夜刀が、ミミやユキメの話を黙だまって聞いている。

　何か問いかけられても、話しかけられても、首を横に振るかうなずくかだけだ。

　いつもの彼女は、無表情ながらもかなりのおしゃべりである。

　それがあそこまで無口なのは──やはり心配だった。

「ねこがみさま、あやのさん。俺、夜刀さんと話があるから、先に帰っててください」

「あ……んむ、そうでありまするな」

　ねこがみさまも夜刀を見やると、声の調子を落とした。

「顔色も表情も変わりませぬが、今日半日、夜刀はずっと無言でありました。強がりゆえ、本音を告げるのは難しいのでしょう……でもきっと、心に何かあるのです」

　真剣なまなざしで、ねこがみさまは広人を見上げた。

「広人にならば、夜刀も心に抱かかえた想いを話してくれるやもしれませぬ。どうか、頼みまする。優しゅうして、心を開いてやってたもれ」

「分かりました。大だい丈じよう夫ぶですよ、そんな心配そうな顔しないで」

　広人はちょっと笑うと、手を伸ばしてねこがみさまの頭を撫なでようとした。

　しかし──ふっと、その手が避さけられる。

　あれ？　と思う前にねこがみさまは一歩離れて明るく笑っていた。

「んむ、雲行きが怪しいゆえ、なるべく早う帰るのですぞ」

「ちょっとー、あたしも乗せてってよね！　どうせ氏うじ子こさんの家に行くんだし」

　そこへ耀あき姫ひめがバタバタとやってきた。思わず広ひろ人とは目を剝むく。

「は!?　まさか今日きようも泊まるつもりですか!?」

「食費と牛乳代はちゃんと出すからさ、いいじゃーん」

「そうじゃなくて、お金の問題じゃなくてですね……」

「え、ご飯はん作っといて欲しい？　ミルク粥がゆとかどう？　仏ぶつ陀だも食べた超グルメご飯」

「うぅう、耀姫さんが作る時点でもう……いやいや、結構です」

　広人が首を振る間に、さっさと耀姫はあやのたちのもとへ向かった。

　ねこがみさまは美み薫かにも声をかける。

「春日かすが。そなたも一いつ緒しよに乗せてもらうのは、どうです？」

「わたしは迎えがあるから」

　美薫はそっけない。ねこがみさまは残念そうにいった。

「そうでありまするか。では、また次の部活でなのです。みんな、まいりまするぞ」

「ええ、それじゃ、家や主ぬし。お先に」「夜や刀とさぁん、家で待ってますからねぇ」

　ミミとユキメが手を振った。耀姫もひらひらと手を振る。

　あやのも礼れい儀ぎ正しく一礼し、ねこがみさまと手をつないで外へ出ていった。

　半人半はん妖ようである彼女は、やはりねこがみさまたちといる方が安心するようだ。

「あ、そうだ、春日！」

　いましも戸口から出ようとした美薫を、広人はあわてて呼びとめた。

「何よ、ばか広人」

「あのさ。春日に頼みがあるんだけど」

「わたしに？　わざわざ？」

　どきっとした顔で美薫は訊きき返す。その瞳ひとみが、期待するようにかすかに輝いた。

「うん。ひかるさんとあやのさんのことなんだけど」

「え……羽は沢ざわさんと氷ひ川かわ台だいさんが、何？」

　しかし広人の言葉に、美薫の瞳は急に光を失う。

「あの二人は入部したばかりだからさ、できれば春日が色々教えてやってくれないかな。俺おれは男だし、気がつかないところもあると思うから」

　うつむく美薫に、広人は頭を下げる。

「頼むよ、春日」

　美薫は唇くちびるを嚙かみ、それから声を絞しぼり出した。

「……………………ばか広人。…………どうして、いつも……そうなの？」

「え？」

「何でもない。あなたの頼み、分かったから。でも」

　美み薫かは弱々しく首を振ると、広ひろ人とを見上げた。

　思わず広人の心臓が、どきんと大きく鳴る。

　気の強い彼女が、初めて見るような切ない表情を浮かべていたのだ。

「あなたが、誰にでも優しい──上うわ辺べだけじゃなくて心しん底そこ──って、分かってるわ。分かってるけれど、でも……」

　小さなささやきが、彼女の唇くちびるから滑すべり落ちる。

「時々、辛つらくなる。……それだけよ」

　すっと美薫は背を向ける。

　言葉もない広人の視界の彼方かなたへ、美薫の二つの紅あかいリボンは遠ざかって行った。




「広人は、苦労性なのよ」

　走る自転車の後ろから、夜や刀との声がした。

　川べりの護岸工事を横目に、広人は無言でペダルを踏む。

　心なしか頭が垂たれて、ちょっとお悩み中。

「部活のことだけじゃないのよ。ひかるのこととか、あやののこととか、春日かすがのこととか、榊さかきの頼まれごととか、自分の勉強のこととか、色々と背負いこみ過ぎなのよ」

「あー、あはは、は」

　広人は返す言葉もない。美薫によけいな頼みをしたかと後悔していたところだったから。

　しばし無言で自転車を走らせていると、夜刀が川べりを眺ながめていった。

「ここでも工事してるのよ。榊の家に行く時も工事してたのよ」

　広人が視線を移すと、川の中をショベルカーが掘り返している。

「増水対策の護岸工事かな。そういや数年前、集中豪ごう雨うで冠かん水すいしたことあったし」

「川が氾はん濫らんでもしたのよ？」

「いや、下水があふれたんじゃなかったかな。確か」

「ふーん、なのよ。夜刀がいたら冠水なんてさせないのよ。だって夜刀は、妖よう力りよくで水も操れるのよ。すーっごいのよ」

　夜刀はいばったようにいったかと思うと、

「……今は、できないけど」

　ふいに声がしょぼんとなった。あわてて広人は振り返る。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ、きっと解決しますから！　菅すが原わらさんも力になってくれてますし」

「分かってるのよ。広人は気にしないのよ」

　そういいつつも、夜刀は川かわ面もを眺めて口を閉ざす。

　背中にかかる重みが、少し増した。夜刀がよりかかっているのだ。

「夜や刀とさん、ちょっとあそこの公園に行きませんか」

「公園？　いいけど、何なのよ？」

　広ひろ人とは答えず、体を傾け自転車の進路を曲げた。

　川沿いの公園に入り、入口のスペースに自転車を停とめる。

　広い公園には人ひと気けはなかった。雨を避さけて、みな家に帰ったのかもしれない。

「何か乗りますか、夜刀さん」

「ん、じゃあ、あれがいいのよ」

　夜刀は細い指で大型の回転遊具を指し示した。

　鉄の棒ぼうで作られた丸いカゴのようなもので、外から人力で回すことができる。

「夜刀が中に入るのよ。広人は高速でぶんぶん回して欲しいのよ」

「うわあ……目が回っても知りませんよ」

　二人が回転遊具の前につくと、夜刀は体をくねらせて中に入った。

「ん、よろしくなのよ、広人」

　いいのかなあ、と広人は鉄てつ枠わくをつかみ、歩きながら力をこめて回し始めた。

「弱いのよ、もっともっとなのよっ」

　夜刀が促うながす。広人はさらに力を入れ、走り出した。回転速度が次第に上がってくる。

「す──っごいのよっ、楽しいのよ、ぐるぐるなのよっ」

　嬉うれしそうな夜刀の声に、広人はついがんばってしまう。

　遊具は一ひと際きわ激しく回った。激し過ぎてきしむ音が響ひびき渡った。

　夜刀はカゴの中で鉄枠を握にぎり、とてつもなくはしゃいだ声を上げる。

　ひとしきり夜刀をきゃあきゃあいわせると、広人は手を離して足を止めた。

　ぶんぶん回る遊具の回転が段々遅くなり、やがてゆっくりと止まった。

「はぁ、はぁ、すっっっごかったのよ、すごく気持ち良かったのよ、広人」

　息を弾はずませ、夜刀は遊具から顔を出す。広人も荒い息で答えた。

「あはは、はぁ、喜んでもらえて良かった」

「ん、もう一回なのよ。もう一回、やって欲しいのよ」

「うわ、もう一回ですか、じゃあ……」

　といいかけた時、夜刀の体がぐらりと傾いた。

「え!?　夜刀さん！」

　とっさに広人は駆かけ寄って腕うでを伸ばした。その腕に、夜刀が倒れ込む。

　倒れた夜刀は広人に抱だきつく。広人も反射的に抱きしめ返した。

（うわ……!?）

　思わず声にならない声を広人は上げた。

　夜刀の体は思いがけないほど軽く、そして……驚くほど抱き心地が良かった。

　頼りないまでに柔やわらかく、吸いつくようにしなやかで、絡からみつくようにほっそりとした少女の体に、広ひろ人とはわれ知らずカッと頰ほおが熱くなった。

　腕うでの中から、夜や刀とは切れ長の瞳ひとみで広人を見上げる。

　その瞬しゆん間かん、蛇へび──という言葉が脳裏をよぎった。

　小さい体の時は感じなかった妖あやしい色いろ香かを、目の前の少女から感じ取った。

「あ、ああ、あのっ、やっぱり、目が回ったんじゃないですか。大だい丈じよう夫ぶですか」

　広人は赤くなって目をそむけた。ところが、

「抱だっこ、してなのよ」

「へ？　抱っこって」

「抱っこ。いつもみたいに、抱っこしてなのよ」

「だ、だだ、抱っこって、抱っこってそんな、小さい体じゃないのに」

　広人は焦あせりまくるが、夜刀は黙だまってじっと見つめるだけだ。

　無言の強制力に堪たえかねて、広人は夜刀をよいしょと抱き上げる。

　さすがに幼よう女じよの体たい軀くと違って、持ち上げるのは力がいった。

「うわ、うわ、よっとと」

　広人はよろけてしまう。それでもがんばって地面を踏みしめた。

　夜刀は何もいわず、広人の首に腕を回してしがみつく。
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「ふぅん……なんだか、小さかった時と、抱だかれ心地が違うのよ」

　広ひろ人とは夜や刀との横顔を見つめた。

　無表情だが、その横顔はひどく心細げに見えた。

（そうか……そうなのか。千せん歳さいだけど、中身は……）

　いつもは保護者のような口ぶりで、態度もませているけれど、本当は、見かけどおりの幼おさなさなのかもしれない。

　誰かに抱っこしてもらって、甘あまえたいような。

　大きくなっても、中身は幼よう女じよのままなのか────

　そう思うと、広人は胸が痛んだ。

「夜刀さん。何度もいいますけど、元に戻る方法を探しますから大だい丈じよう夫ぶですよ」

　優しい声で広人は語りかけた。夜刀は小さく首を振った。

「いいのよ。広人はこれ以上背負う必要ないのよ。それに大きくなって、少しナイスバディになったから、夜刀はこのままでも全然いいのよ。ただ」

「ただ？」

「……広人を守れないのが、くやしいのよ」

　それきり、言葉が消えた。

　無音の後あとに、雨あま粒つぶが一つ、二人の頰ほおに落ちてきた。
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　広人は筐はこと連絡を取り、屋根裏部屋を見せてもらう手はずを整えた。

　次の週末、広人は鰹かつお屋や家け全員で屋や敷しきを訪れた。

　古こ道どう具ぐの整理を行うために、土・日と泊まりがけで────




「じゃあ、ちょっと見てきますから」

　薄うす暗ぐらい納なん戸どの中で、広人はいった。

　モサコさんを抱だいたねこがみさまと、水すい干かん緋ひ袴ばかまの夜刀がうなずいた。

　筐も大きな懐かい中ちゆう電でん灯とうを腕うでに抱かかえてその場にいる。

「んむ、がんばってくるのですぞ、広人！」「ぐにゃあーる♪」

「ミミやユキメたちと一いつ緒しよに、片づけしてるのよ」

　ねこがみさまと夜刀は手を振ると、仲良く廊ろう下かへ出ていった。

「さっ、早速妖あやしげな唐から櫃びつをのぞきに行こうじゃん！」

　はしごの真下で、耀あき姫ひめが両手を腰こしに当てて天てん井じようを見上げた。

　見るからに大張りきりである。

「こういう異変の時こそ、あたしの知識が必要よね！」

「耀あき姫ひめさんの知識って、神しん道とうトリビアとか歴史ジョークとか神話ゴシップじゃ……」

「うっさい、雑学なくしてカルチャーは発展しないの！　ほら、さっさと上る！」

　仕方なく広ひろ人とは梯子はしごに足をかける。

「あ、鰹かつお屋やさん。懐かい中ちゆう電でん灯とうです」

　筐はこが差し出す懐中電灯を受け取り、広人は一番に屋根裏部屋へ上がった。

　上がり切ると、湿しめったほこりの臭においが強くなる。

　先週広人たちが入って以来、誰も足を踏み入れていないようだ。

「うわ、ほこりっぽいし！　さっさと済ませようよ、唐から櫃びつはどの辺？」

　後から上ってきた耀姫が、身をかがめて聞いた。

「えーっと……確かあっち側です。耀姫さん、頭と足元に気をつけて」

　広人は懐中電灯を点つけると、耀姫と相前後して部屋を進んだ。

「あれです」

　部屋の隅すみっこで、先日と同じく唐櫃は布をかぶって鎮ちん座ざしている。

　布をめくると、金銀の蒔まき絵えが電灯の光を浴びてきらめいた。

「へえ、綺き麗れいじゃん。いかにも古こ美術って感じよね」

「変な感じはしますか？　妖よう気きとか霊れい気きとか」

「んー、何かのわざがかかってた痕こん跡せきはあるかな。封ふう呪じゆだと思うけど、たぶんこの間、化ばけ猫ねこが近づいて紐ひもがほどけた時に解かれちゃったんじゃない。たださ」

　闇やみの中で耀姫が首をひねる。

「斎いみ唐櫃や斎いみ蔵くらなんてのは、神事に使う道具──非常な霊れい力りよくを持つ聖具を収める代しろ物ものだからねー、それ自体に遮しや断だんの呪がこめられてる場合が多いわけ」

「遮断の呪……ですか」

「だから、中にある物に霊気や妖気があっても、開けないとわかんない」

　やはり開ける以外に選せん択たく肢しはないようだ。

　広人は意を決して長なが櫃びつの上に乗って手を伸ばすと、かぶせ蓋ぶたを外した。

「──あ!?」

　とたん、広人は何か強い気のようなものに打たれて声を上げた。

　ぐらりとよろめきかけて、背後にいた耀姫に支えられる。

「大だい丈じよう夫ぶ、氏うじ子こさん!?」

「だ、大丈夫です……けど」

　広人は息を吐はき、唐櫃に目をやる。蓋の外れた唐櫃からは、不可思議な強い気が立ち昇っているように思えた。霊気か妖気か、広人には判別できない。

「な、なんかすごくない？　ビンビンに感じるんだけど」

「でも、先日はこんな気配は全然ありませんでしたよ」

　二人は息を吞のんで唐から櫃びつを見つめる。

「……じゃ、氏うじ子こさん。張り切って、どぞ」

「げ!?　俺おれですか!?　……ていうか俺ですよね」

　ここに来たのは、唐櫃の中身を検あらためるためだ。

　耀あき姫ひめにさせるわけにはいかないし、ここで引き返すわけにもいかない。

　広ひろ人とは内心の恐れをなだめ、びくつきながらも恐る恐る手を伸ばす。

　指先が、固い物に触ふれた。

「つっ!!」

　鋭い、痛みにも似た気の感かん触しよくに、広人はとっさに腕うでを引く。

「なに、なんかあったの!?」

「あ──た、たぶん、この間入れ直した太刀たちだと思います」

　広人はごくりと喉のどを鳴らし、もう一度手を入れた。

　太刀に触れないよう、そっと唐櫃の縁ふちから手を滑すべり入れる。

　ビロードのような布地に触れた。どうやら底に敷いてあるようだ。

「なんか敷いてあります。すべすべした布が」

「布？　もしかしたらその下に、みっちゃんがいってた他ほかの呪じゆ具ぐが入ってたりして」

「あり得ますね。めくってみますから、照らしてください」

　耀姫が懐かい中ちゆう電でん灯とうを受け取り、広人の肩かた越ごしに照らした。

　広人は布をめくって太刀の上に半ばかぶせ、そうっと底を探る。

　太刀に触れた時の感触からすれば、何かあれば衝しよう撃げきが来るかもしれない。

　びくびくしながらも、広人は弱い光を頼りに一心に探り続け──────

「………………あれ」

「どう、どうよ？　なんかあった!?」

　耀姫が勢い込んだ。

「それが、何もないんです」

「へ？」

　耀姫が拍ひよう子し抜ぬけした声を漏もらす。

「一いつ生しよう懸けん命めい探ってみたんですけど、やっぱり太刀以外に何もないみたいです」

「そんな、だってみっちゃんは何かあるかもっていったんでしょ？」

「でも菅すが原わらさんの話はあくまで仮定じゃないんですか」

「んー、みっちゃんはサドだけど、一応学問の神さまだもん。確信があったはずよね」

　ちょっとどいて、と耀姫は広人と場所を変わると、自ら唐櫃を調べ始める。

「これ、霊れい気き避よけの布かな。これで太刀たちをくるんでっと……ほい、持ってて」

「わ、わわ！」

　いきなり布で包くるんだ太刀を手渡され、広ひろ人とはあわてふためく。

　幸い布のおかげか、先ほどの感電のような衝しよう撃げきはなかった。

　耀あき姫ひめは長なが櫃びつの上に乗り、四つん這ばいに近い姿勢で探っている。

　懐かい中ちゆう電でん灯とうの光の中に、ホットパンツに包まれた丸いお尻しりが浮かんだ。

　はっと広人は息を吞のみ、あわてて目を背そむける。

「うーん、うーん、ホントだ。空からっぽよね」

　耀姫が身を起こし、長櫃の上に座って腕うで組ぐみをした。

「もしかしたら、屋根裏部屋のどこかにあるのかも」

「わざわざ分けて封じたってことですかね、婆ばあちゃんが」

「可能性は高いかな。危険な存在はバラバラにしといた方が安心だしね」

　耀姫は腕組みしたまま広人を見上げた。

「引き続き、ここを探してみよっか」

「え!?　全部探し出すつもりですか？　そのままにしといた方がいいんじゃ」

「でもこのまま放っておいて、また誰かが見つけてうっかり封ふう呪じゆが解かれるような羽は目めになったら困らない？　ありかを把は握あくして隔かく離りした方がいいと思うのよね」

　というわけで太刀を唐から櫃びつに戻すと、二人は屋根裏部屋を探し始めた。

　だがなかなかそれらしい物は見当たらない。

「氏うじ子こさん、ちょっとこっち照らして……いったぁい！」

　耀姫が悲鳴を上げた。

　どうやら探すのに熱中するあまり、低い天てん井じように頭をぶつけたようだ。

　あわてて広人は身をかがめて耀姫に近寄った。

「大だい丈じよう夫ぶですか、こっち側は屋根が傾斜してますから、姿勢低くしておかないと」

「ううぅ。しょうがないなあ、這はっていくか。氏子さん、照らしてね」

　耀姫は四つん這いになり、部屋の向こう側へ這っていく。

　広人は電灯を向け────またしてもびくりとなった。

　這っている耀姫の形のいいハート型のお尻が、真正面に見える。

　彼女が進むたびに、誘さそうようにお尻の丸みが左右に揺れ、その動きと肌はだにぴったりしたホットパンツのせいで、広人には細部までくっきり見えた。

　少女らしい引きしまった尻たぶとか。美味おいしそうな太ももとか。

　その太ももの付け根の────────

「うわわぁがわわわぁああぁいひゅえｙ７うひぇおおおおお！」

「ど、どしたのよ氏子さん!?」

「ななな、何でもないです！　何でもないです！　俺おれがアホなだけです！」

「ちょっとぉ、懐かい中ちゆう電でん灯とう振り回さないでよ。見えないじゃん！」

　耀あき姫ひめは文句をいうと、また奥に進む。そこにも布をかぶった大きな長なが櫃びつがいくつも並んでおり、その長櫃の隙すき間まに、耀姫は四つん這ばいで体を割り込ませた。

「氏うじ子こさーん、早く照らしてよ」

「あ、はい、分かりました」

　広ひろ人とはしゃがみ歩きで進むと、耀姫の肩かた越ごしに腕うでを伸ばして懐中電灯を向けた。

「どこ照らしてるわけ？　壁の上照らしても意味ないじゃん。もっと下の方！」

「いや、この姿勢だとこれが精一杯で……」

「あたしの背中に乗るぐらい体乗り出せばいいよね。ほら、早く！」

　仕方なく広人は、四つん這いの耀姫に覆おおいかぶさるように身を乗り出した。

　長櫃の狭い隙間に無理やり体を押し込んだため、否いや応おうなしに密着してしまう。

「ちょっと、もっと下。もっと奥の方」

「え？　こ、ここですか、こうですか？」

　よりいっそう身を乗り出した時、はっと広人は息を吞のんだ。

　この姿勢。この体勢。

　四つん這いになった少女の上に乗っかる姿勢。
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　彼女の突き上げたお尻しりが、自分のジーンズのジッパー部分に密着する感かん触しよく。

　布地越しに感じる、尻たぶの張り詰め具合と丸み。

　そして尻の割れ目に当たる自分の──────

「そこじゃないって。んもう、もっと奥、奥だってば。あん、まだるっこしいな！」

　じれったいように耀あき姫ひめは身をよじる。

　そのよじり方がなおいっそう危険な部位を刺激し────

「あああああああああああああああああっ！　もうすいませんほんとすいませんっ!!」

「ちょ、ちょっと氏うじ子こさん!?　な、何発狂してんの!?」

「いや何でもないですななな何でもな、いでえぇえっ！」

　混乱した広ひろ人とは屋根が震動するほど天てん井じように頭を強打し、その場で悶もん絶ぜつした。
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　小こ一時間後、広人と耀姫は汗あせだくになって下に降りてきた。

　六月とはいえ、狭くて密閉した屋根裏はとても蒸むし暑かったのだ。

　もっとも──広人の汗は別の意味の汗が大半だったが。

「あ、広人、耀姫！」

　中庭の離れの前で、ねこがみさまが二人を出迎えた。

　筐はこから借りたらしい割かつぽう着ぎと手ぬぐいの姉あねさんかぶり姿で、ちょっと昭和テイストだが、ほんわか家庭的な雰ふん囲い気きが可愛かわいらしい。

「どうです。なんぞ見つかりましたか？」

　ねこがみさまの問いに、広人は力なく首を振った。

「それが……斎いみ唐から櫃びつの中身は太刀たちだけでした」

「屋根裏部屋を探しまくったんだけど、目ぼしいものはなーんにも。こうなったらさ、気合入れて屋や敷しき中じゆうを探すしかないかもね。なんか心当たりない？　氏子さん」

「えーっと、そうですね、何か隠かくすなら、裏庭の蔵くらなんかは……」

「蔵かあ。確かにいかにもそれっぽいよね」

「一休みしたらいかがです。お二人とも汗をかかれてますよ」

　筐が顔を出した。手には氷水の入ったコップを載のせたお盆ぼんを持っている。

「あ、嬉うれしい嬉しい、休む休む！」

　耀姫がコップをつかんでぐびぐび吞のみ干した。

「くっはーっ、冷えてて美味おいしい！　じゃ、氏子さん。後がんばってね。あたし休むし」

「は!?　蔵を探すんじゃないんですか!?」

「あたしも行くとはいってないもん。もうめんどいし、蔵っていかにも暑そうだし」

「出たぞめんどい……いや、いいです。ありがとうございました」

「なんかあったら見にいってあげるからさ、じゃね」

　ひらひらと手を振ると、耀あき姫ひめは筐はこについて屋や敷しきの中へ姿を消した。

　ねこがみさまが呆あきれ声でつぶやいた。

「さすが耀姫でありまするな。常にいつでもどこでもわが道を行きまする」

「俺おれも少しああなりたい……まあそれはそれとして、片づけの方はどうですか」

「んむ、離れの方はだいぶすっきりしましたぞ！」

　ねこがみさまは広ひろ人とに手招きして、離れの中を見せた。

　洋風の造つくりの離れは、先日見た時よりいくぶん物が減って、広々として見えた。

　部屋の中央には、二組のカフェ風の白いテーブルと椅い子す。

　塗装は剝はげているが、そこが古さを感じさせて味わい深い。

　壁際に置かれた古い食器棚だなや、額がくに入ったエッチング、洋風の彫ほり飾かざりのある窓まど枠わく……なかなか静かで落ち着いた空間だった。

「短時間でよくこれだけ片付きましたね」

「大半が壊こわれた家具でありましたので、守もり宮みやが中庭へ運び出してくれたのです」

「さすが力持ち。じゃあ、ミミさんたちも守宮さんを手伝ってるんですか？」

「いえ、守宮は蔵くらへ行きましたぞ。ミミたちは掃そう除じで出たゴミを出しに……」

「あら、家や主ぬし」「あっ、広人さあん」

　戸口からの声に振り返ると、割かつぽう着ぎと姉あねさんかぶり姿のミミとユキメが立っていた。

　普段から着物のユキメはさることながら、金きん髪ぱつのミミが意外にお似合いである。

「いかがですかしら、家主。綺き麗れいに片付いたと思いません？」

　ミミとユキメは中に入り、離れの内部を指し示した。

「情じよう緒ちよのある場所でしょう。内装といい家具といい、アンティークカフェみたいですわ」

「このままカフェにしちゃうといいですよねえ。ちょっと素す敵てきですぅ」

　うっとりするミミとユキメに、ねこがみさまが首を傾かしげる。

「あんてくかへ、とは何なのでありまするか」

「アンティークカフェ。骨こつ董とう品ひんや古こ美術品や……そこまで価値のあるものでなくても、古くて趣おもむきのある家具や雑貨を飾って、それを鑑賞しながらお茶を楽しむ場所ですわよ」

「広人、どうだったのよ？」

　その時、戸口に夜や刀とが現れた。

　彼女も水すい干かんと緋ひ袴ばかまの上に割ぽう着。黒くろ髪かみを手ぬぐいで包んでいる。

　和風な容姿にその格好は、古風でアンティークめいた不思議な佇たたずまいだった。

「ああ、夜刀さん。それが……」

　広人は先ほどねこがみさまに話したことを繰り返した。

「ふぅん……そうなのよ」

　夜や刀とは何気ない口く調ちようで答えた。あまりに何気なさ過ぎて、逆に心配になるぐらいに。

　急いで広ひろ人とは、なだめるように優しくいった。

「これから蔵くらの中も見てみるつもりです。きっと、そこで何か見つかりますよ」

「いいのよ、無理しないのよ、広人」

「無理なんてしてませんよ。どっちみち蔵は整理しないといけないですし。それじゃ」

「んむ。広人、がんばるのですぞ！」

　広人は少女たちに見送られ、裏庭の蔵へ向かった。




「ああ、広人さま」

　蔵の中からガラクタを運び出していた守もり宮みやが顔を上げた。

　彼は酒屋のような、紺こん色いろの前掛けをしている。

「すみません、守宮さん。すっかりお任せしちゃって。俺おれが頼まれたのに」

「いえいえ、広人さまのお役に立てて光栄でございます」

「何か変わったもの、ありましたか」

「私が見たかぎりでは、今のところは特に」

　守宮は蔵の方に顔を向けた。

「ほとんどが、古過ぎて朽くちた物のようでございます。何名かの付つく喪も神がみの方とごあいさついたしまして、値打ちのある古こ美術品は教えていただきましたが」

　広人は、全開になった両開きの重そうな扉とびらから、蔵をのぞき込む。

　薄うか暗ぐらい蔵の中には、まだまだ色々と積み上がっている。

「これだけの物を、よく榊さかきさんは管理してこれたなあ」

「歴史あるお屋や敷しきでございます。年月を重ねればどうしても物は増えてまいりますから。もっとも榊さまご自身も、物を溜ため込む性しようでございましたが」

「お師し匠しようさんなのに、婆ばあちゃんとは全然タイプ違うんですね。婆ちゃん、物欲なかったし、執しゆう着ちやく心しんもなかったし、片付け魔まの捨すて魔だったんだけど」

　広人は亡き祖母・おりんを思い浮かべて遠い目になった。

「アパートが狭せまいせいもあるけど、遺い品ひんも衣類と筆記具ぐらいでしたよ。あ、押入れにある舞まい衣い裳しようもか。婆ちゃん、巫み女こ舞まいしてたんですよね」

「はい。榊さまから鎮ちん魂こんの舞を厳しく教え込まれておられました」

　守宮も遠い目になる。

「片付け魔といえば、おりん様はお若い頃から整理整せい頓とんがお好きで、榊さまとよく大おお喧げん嘩かされておりました。それはそれは激しい……とてつもなく恐ろしい……」

　語る守宮の顔が次第に青ざめていくのを見て、広人も血の気が引いた。

「も、守もり宮みやさん、それ以上くわしく話さなくていいです……いいですから……」

　聞けば聞くほど、優しくて穏おだやかで上品だった祖母のイメージが崩ほう壊かいしていく。

「じゃ、じゃあ、蔵くらの片づけ再開しましょう。俺おれもやります」

「はっ、それではさっそく」

　広ひろ人とは腕うでまくりをすると、薄うす暗ぐらくカビ臭くさい蔵の中へと足を踏み入れた。

　ここでかならず見つけようという、意気込みと決意とともに。

　だが──その決意も空むなしく、夕方まで続けた捜そう索さくでも〝呪じゆ具ぐ〟は見つからなかった。
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　日が暮れた。

　重い雲の垂たれこめていた空から、強い雨が降り出した。

　雨は次第に激しさを増し、屋や敷しきの屋根を貫くように打ち叩たたく。

「んーむ、雨あま漏もりはせぬでしょうな」

　ねこがみさまが不安そうに天てん井じようを見上げる。広人も同じく振り仰あおいだ。

「大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ。見た感じ、屋根瓦がわらはそれほど古くなかったですから」

　一同は、屋敷で一番広い客間に集つどっていた。これからみんなで夕ご飯はん。

　筐はこが、鰹かつお屋や家け住民の分（含む耀あき姫ひめ）の仕出し弁当を注文してくれたのだ。名の通った料りよう亭ていの仕出しらしく、立派な豪ごう華か二段重ねのお弁当である。

　座ざ卓たくに並べられた目も綾あやな弁当に、広人は身を縮めた。

　こんな豪華弁当で恐きよう縮しゆくしているだけが理由ではない。なぜかというと────

「ねえ、早く手ェつけなよゥ」

　仇あだっぽい女性の声が響ひびいた。

「ほい、若けえんだからちゃっちゃと食べろ、坊ぼう主ず」

　野の太ぶとく大きな男の声がした。

「食べないなら陶とうにちょーだい」「陶にちょーだい」

　ちっちゃい女の子の声が二つ、重なって聞こえた。

「この子、蔵で散々あたしの中をまさぐったのよ。もう、いやらしい」「やっだ、甕かめ姉ねえさん欲求不満じゃなーい」「ねえ、これどんな味？」「なんかしゃべってよ、人間！」

　広人はますます小さくなった。

　なんと座卓に集う鰹屋家住民の周りを、ぎっしりと十数名もの人々が取り囲んでいる。

　これ全部────付つく喪も神がみ。

　種々雑多な外見で、大半は和装だが、古風なワンピースの少女や、中国風の着物を着た少年や、モンゴル民族的な衣装の女性もいた。

　そんな彼らの注目を一身に浴びて、広ひろ人とは背中とお尻しりがもぞもぞする。

　っていうか、もしかしてもしかしたらもしかしなくてもこの場で人間は……俺おれ一人？

「ほら、広人。いただきますをしてたもれ。お腹なかが空すきましたぞ」

　つんつんとねこがみさまが広人の服の袖そでを引っ張った。

「う、うう、えっと、それじゃ……い、いただき、ます」

「いたーだきーます！」「うにゃるーっ」

　礼れい儀ぎ正しくみんなは一礼。モサコさんもご機き嫌げんに鳴いた。

　語尾の余よ韻いんが消える前に、ぱきぱきぱっきん、と割り箸ばしを割る音が響ひびいた。

　デブ猫ねこモサコさんは、広人が持ってきたダイエットカリカリを食べ始める。

「あの、みなさんは召めし上がらないんですか」

　広人は割り箸を手に、水の入ったコップを置く筐はこに訊きいた。

「お相しよう伴ばんしたいんですけど、お掃そう除じが大変なんです」

「掃除が大変？」

「ええ。食べたご飯はんが本体の古こ道どう具ぐの中に残るので、うっかり忘れると」

「あああすいません分かりました変なこと聞きました」

　広人は首を振り、鶏とりの照り焼きに箸を伸ばした。

「で、氏うじ子こさん。結局、何もなかったわけ？」

　耀あき姫ひめがもりもり豪ごう華か弁当を食べつつ横から訊いてきた。

「はい、それらしい物は特に。古こ美術品はたくさん出てきましたけど」

「うーん、よっぽど巧こう妙みように隠かくしてるのかな。しょうがないよね、あたしが……」

「ハイ！　榊さかきの秘蔵の飲み物、持ってきてあげたよーん」

　そこへ付つく喪も神がみの少女が、大きなガラスの容器を抱かかえて入ってきた。

　ガラス容器の中には、たっぷりの液体と梅らしきたくさんの果実が入っている。

「自家製梅ジュース。榊、暑い時によくこれ飲んでるの。甘あまくて美味おいしいって」

「あら、美味しそうですこと。ぜひいただけますかしら」

　甘い物に目がないミミが、空からになった水のコップを差し出した。

「いいよん、たっくさん飲んで」

　少女が瓶びんの蓋ふたを開け、小さな柄ひ杓しやくで液体をすくって入れた。

「梅じゅうすですと？　美味しそうでありまする。われもぜひ欲しいのです！」

「あー、ユキメもユキメもぉ。お願いしますねぇ」

「はいはいはいっ！　当然あたしも欲しいし。たっぷり入れてよねっ」

「どうぞぉ。あ、夜や刀とはどうする？」

「んー、夜刀は要いらないのよ。どうも榊の梅ジュースには、いい思い出がないのよ」

　女子連はさっそくコップに口をつけた。ミミとユキメが弾はずんだ声を上げる。

「まあ、なかなかさっぱりした甘あまさでいいですわね」

「本当ですぅ、飲むと体がふわぁっとしますねぇ」

「ん？　んんん？　もしかしてこれって」

　耀あき姫ひめは一口飲んで首を傾かしげるが、すぐに二口、三口……と続けて飲んだ。

「んん──っ！　初めての味ですが、非常に美び味みでありまする！」

　ねこがみさまは、両手の余った袖そで口ぐちでコップを支え、んっくんっくと飲み干ほした。

「広ひろ人とも飲むとよろしいのですぞ。とっても美味しいのです！」

「梅ジュースですか。珍めずらしいですよね、それじゃちょっとだけ……」

　お茶が大好物でジュースは苦手な広人だが、物もの珍めずらしさに負けてコップを差し出し、なみなみと入れてもらって口をつけた。

　ところがそのとたん、

「ぶふぁっ!?　え？　こ、これ、ジュ……じゃなくて！」

「にゃは───────っ！　もっとじゅうす、もっといっぱいなのですっ！」

　ねこがみさまが真まっ赤かな顔で立ち上がり、コップを持ってぐるぐる回り出す。

　彼女の赤さと対照的に、広人は真まっ青さおになった。

「ね、ねね、ねこがみさまっ！　これ梅酒。梅酒！　お酒ですっ！」

「お酒がどうしたっていうんですのよぉ、家や主ぬし」

　ぐらり、と肩かたにミミがもたれかかった。

　彼女も頰ほおに赤みが差している。コップが空からなのを見ると、すでに二杯は空あけたらしい。

「ミミさんっ!?　もうそれ以上飲んじゃダメですよ！」

「うーっさいですわ。お小こ言ごと抜かすなら顔中舐なめ回してさしあげますわよっ」

「ひ・ろ・と・さぁん♥　あはぁん、いい気分ですねぇ～んっ」

　不ふ機き嫌げんなミミと正反対の極ごく上機嫌で、ユキメが抱だきつく。

　むっちり、とひんやり巨乳が広人の顔を挟はさみこんだ。

「うわぶっ！　ユユ、ユ、ユキメさっ……もが……！」

「うふふ～広人さんとぉ～密着したぁいですぅ～暑いけどぉ～はぅ～ん」

「わ、わああ！　ユユユユ、ユキメさ、ユキメさん、だだだ、駄だ目めっ」

「んじゃ、陽気になったところで、鰹かつお屋や家け＆榊さかき家けの親しん睦ぼく会かい、始めるよ──っ！」

　広人の言葉をさえぎり、耀姫がやおら立ち上がった。

　ねこがみさまや付つく喪も神がみたちがそろって楽しげな声を上げる。

「んむ、耀姫さすがの提案なのですぅ～っ、われもやるですぞ～っ」

「陶とうもするのよー」「するのよー」「お座ざ敷しき芸げいならあっちに任せなさいよゥ」

「いいじゃんノリいいじゃん。ってことでパーティーゲームといえば！」

　大張り切りの耀姫は、持参のスクールバッグをまさぐったかと思うと、

「王様………………（で遊ぶ）………………ゲ────ムッ！」

　例のごとく大おお卓たくにどばん！　と叩たたきつけ────

　られたものを見て、思わず広ひろ人とはぐったりした。

「ちょ……なんでそんなにこれが好き……」

　もちろんそれは────例によって例のごとく例の通り、例の箱×２。

「ていうか今叫んだゲーム名はなんです！　王様とゲームの間に聞き捨ずてならない不ふ穏おんな単語が混ざってませんでしたか！」

「まあまあいいじゃーん。ほら氏うじ子こさんを王様にしてあげるし」

　といって耀あき姫ひめは段ボール紙製金ぴかチープな王おう冠かんを広人にかぶせた。

「なんで最初から王様が決まってるんです！　王様ゲームってくじ引いて〝王様〟になった人が他ほかの人に好きな命令を出せ」

「はいはいはい、これみんなの番号ね～、付つく喪も神がみさんたちは筐はこさんが代表ね～」

　広人の言葉なんぞ聞いちゃいない耀姫は、ねこがみさまやミミやユキメや筐の胸に、そしてぼう然としている守もり宮みやの肩かたにまで、ぺたぺた番号札を貼はって回った。

「そんじゃ行くよっ！　レッツスタート、王様……（で遊ぶ）……ゲ───ムッ！」

「だから（で遊ぶ）ってなんだっ！　しかも俺おれが王様じゃないですかっ！」

　という広人の叫びも無視して耀姫はティッシュ箱に手を突っ込んだ。

「はい、二番と三番が」

　引いた番号を読み上げ、耀姫はミミとユキメを指差す。

　そしてもう一つの箱に手を入れ、引き出したカードを読み上げた。

「〝に乗る〟！」

　に乗る？

「乗るって何が何〝に乗る〟んです」

「二番と三番が、決まってるじゃん」

「だから何に乗るん……って、まさか！」

「なによ、もっと細かい演出指定しろって？　しょーがないなあ。ほんじゃ、〝二番と三番は扇せん情じよう的にしどけなく服を脱ぬいで肌はだを露ろ出しゆつさせたあげくこの期ごに及んでも手を出そうとしない根性無しの王様の上に乗って三分間休みなく過激なロデオ〟。はい、どうぞ！」

「どうぞじゃないぃいいっ！　ロ、ロデオって、ロデオってあの！」

「はぁい～、広ひろ人とさんに乗るんならぁ、もう任せてくださぁい～」

　すっかりできあがってとっくにもろ肌脱いだユキメが、真っ白むっちりひんやりの見事な谷間を押しつけながら、広人の膝ひざに乗ってきた────腰こしをまたぐようにして。

「うふふ、これでぇ、激しく動けば……うふ、いいんですねえ？」

「ユッ、ユキメさ……っ!?　や、やめて、ピンポイントで大変な部位に！」

「う────っさいですわよっ、家や主ぬし。黙だまって乗られなさいな」

　今度はすっかり絡からみ酒になったミミが生なま足あしも露あらわに広ひろ人との肩かたにまたがった。

「ミ、ミミっ、ミミさん!?　足！　足が足が足が生で出てまっ」

「足で生がどうしましたの、胸も出せっていうんですの、まったく変態家主ですわね」

　酔よっ払ぱらいミミは、ワンピースの胸をはだけて両肩を出した。

　そしてベビードールの胸元からのぞく美乳の谷間を広人に近づける。

「ユキメさんに比べてボリューム足りない、なんて抜かしたら舌したで絞しめ殺しますわよっ」

「い、いいませんっ！　いいませんから降りっ……うぁ!?」

　ところがユキメが過激に動き始めて広人の抗議は中断。

「ああぁん、ロデオってぇ、こ、こうで……っ、い、いいん、ですかぁんっ……！」

「い、いいっ!?　いや、いやよくな、よ、い、いあ、いあ、はす……！」

　危険なピンポイント刺激に、広人は何かを召しよう喚かんして昇しよう天てんしそうになる。

「そんじゃ次行くよねー。はい、四番と五番が」

　昇天しかかる広人を放って、耀あき姫ひめは筐はこと守もり宮みやを指差すと、さらにカードを引いた。

「〝を乗せる〟！」

「え!?」「は!?」「な、なに!?」

　筐と守宮と、息も絶え絶えな広人はそろって声を上げた。

　広人は絶句。筐さんならまだしも──いやいや──守宮さんが、なんだって？

「おう、乗せるんなら力持ちがいいだろう、坊ぼう主ず！」

　ところが筐の代わりに、付つく喪も神がみの中からのっそり大男が立ち上がった。

　絶句の上に蒼そう白はくになる広人の耳に、付喪神たちの声が響ひびく。

「簞たんさん、お願いしますね」「がんばれ、簞さんー」「たっぷり乗せてやんなよゥ」

　真ま面じ目めな守宮が、おずおずと耀姫に申し出た。

「あの、乗せるとは、おんぶでよろしゅうございますか」

「はあ？　そんなヌルいのだめだめだめ！　いい、こんな感じ。〝王様は四番と五番を押し倒して有う無むをいわせず乗っかると衣服を剝はぎ取りおもむろに二人のたくましい体を〟」

「聞きたくないわ──っ！　ていうかなんで男相手だとそんな積極的なんだよ王様！」

　広人は半泣きで叫んだ。

「んむぅ、どういうことです、耀姫。われの番がぁ、まったく回ってきませぬっ」

　酔っ払いねこがみさまが、勝手に二番目の箱からカードを引き抜いた。

「……〝と踊おどる〟？　んむ、これならわれの大得意でありまするぅ」

　といって、ねこがみさまは大おお卓たくの上に飛び乗った。

「さあ、みんなでともに舞い踊りましょうぞ～ぅ！」

「面白そう、どうやるのん？」「大だい丈じよう夫ぶさァ、きっとこの娘こが見せてくれるよゥ」

「陶とうもするのー」「陶も踊おどるのー」「ぐーるにゃあーん♪」

　付つく喪も神がみたちは楽しそうに乗ってきた。モサコさんまで座ざ卓たくに飛び乗った。

「それでは、見ると可愛かわいい、踊ると可愛い、必殺にゃんこの舞まい、はーじめまするーっ！」

　ねこがみさまは両手を広げ銀の髪かみをなびかせくるりと一回転。

　そして招まねき猫ねこみたいな猫手をして、尻尾しつぽと腰こしをふりふり踊り始めた。

「にゃっ、にゃっ、にゃにゃんにゃにゃーお、毛玉ふかふかもふもふごろにゃぉ！」

　しかも変な歌つきで。

　付喪神たちも真似まねをして、そろって陽気に踊り出す。

「にゃっ、にゃっ、にゃにゃんにゃにゃーお♪」

「にゃんこ可愛い、可愛いは真理、可愛いは宇宙！　いつだってどこだって、耳と尻尾とにゃんこがいたら全部全部みんなみんな宇宙可愛い！　にゃんこごろにゃ──んっ♪」

「なんすかその歌……」

　ぼう然となる広ひろ人とを、ミミとユキメが両側から挟はさんだ。

「ほら、家や主ぬし。もっときりきり動きなさいませ。腰つきがヌルいですわよっ」

「広人さぁん～ユキメがリードしてあげますねぇ～腰はこう動かすんですよ～」

「いやだっ、俺おれだけしらふでこんな踊りはいやだあ──っ！」

　広人一人以外は楽しい宴えん会かいは、夜が更ふけるまでにぎやかに続いた。




「ついていけないのよ……だから榊さかきの梅ジュースは苦手なのよ」

　座ざ敷しきの隅すみっこで、体育座りをした夜や刀とが小さくつぶやいた。

　切れ長の瞳ひとみで、彼女はにぎやかな宴会をじっと眺ながめやる。

　汗あせだくの広人が、みんなに囲まれて焦あせっているのが見えた。

　夜刀は顔を横に向け、抱かかえた膝ひざの上にぽてっと伏せた。みんなの姿は見えなくなるが、楽しげな声だけは耳に響ひびいてくる。

　どうしてだろう。以前のように、にぎやかな輪に入っていくことができない。

　体は大きくなったのに、心は縮こまってしまったような気がする……。

　しばし身を縮めていた夜刀は、ふいに静かに立ち上がる。

　誰にも気づかれないように足音を立てず、彼女はそっと座敷の外に出ていった。





☆★☆






　──夜中の０時を回った頃。

　さすがに宴会はお開きになり、付喪神は筐はこに追い立てられて座敷から消えた。

「……ねこがみさま、ほら、こっちですってば。足あし元もと気をつけて」

「うにゃはぁ～ん、まだ踊おどり足りませぬぅ」

　足元のおぼつかないねこがみさまを支えて、広ひろ人とは廊ろう下かをたどっていた。

　後ろから、酔よっ払ぱらいのミミとユキメと耀あき姫ひめが、肩かたを組んでふらふらついてくる。

　筐はこが襖ふすまを開けて、耀姫たちを招いた。

「ミミさんとユキメさんはこちらのお部屋に。耀姫さまのご寝しん所じよは奥座ざ敷しきです」

「ええ～めんどい～」「そうですわぁ……あふぅ」「三人で寝ましょうねぇ～」

　耀姫は、ミミとユキメと一いつ緒しよに部屋の中に転がり込んだ。

　広人は恐きよう縮しゆくして頭を下げる。

「すみません、筐さん。ご迷めい惑わくおかけして」

「いえいえ、うちのものたちがいけないんですから。それに、久々にみんなでさわいで楽しかったですよ。さあ、こちらにどうぞ」

　筐は廊ろう下か突き当たりの襖を開けた。

　広人はねこがみさまを抱かかえて中に入る。とたん、ぎょっとして足を止めた。

　なんと────布ふ団とんが二組、敷いてある!!

「は、はは、筐さんっ!?　な、なんで布団が二つ!?」

「はい、耀姫さまとねこがみさまの神さま同士で休んでいただこうと思ってたんです」

「…………あ、なんだ、うん、そうですよね、うん」

「鰹かつお屋やさまと守もり宮みやさまのご寝所は、後でご案内いたしますね」

　そういえば守宮は、宴えん会かいの途と中ちゆうで抜け出して、蔵くらの整理をしているはずだった。

（ねこがみさまを寝かしつけたら、呼びに行かないとな……）

「ねえ、誰か～、水持ってきてくんない～」

　廊ろう下かの向こうから耀姫の声が響ひびいた。

「あ、はい！　では、鰹屋さん、ねこがみさま。どうぞごゆっくり」

　筐は一礼して襖を閉めた。広人はねこがみさまと二人きりで残される。

　広人は室内を見回した。灯あかりは枕元の読書灯とうのみで、少し薄うす暗ぐらい。

「ふにゅぅ～広人、もう寝るのでありまするか～」

「はい、そうですよ。お願いですからもう寝てくださいね」

　ほにゃほにゃしているねこがみさまを、広人は布団へ導いた。

「ほら、ちゃんと横になっ……うわわっ!?」

　抱だきつかれて、広人は前のめりになって膝ひざをついた。

「広人も一緒に寝て欲しいのですぅ～はにゃぅ～」

「い、いや、駄だ目めですよ！　そんなの！」

「でも、でもでも、一人はイヤなのです～……」

　ねこがみさまはふにゃふにゃしながら見上げると、心細げな声でいった。

「こんな知らない場所で一人は……寂しいのです」

　広ひろ人とはとっさに返す言葉がなくなる。

「わ……分かった、分かりました。じゃあ、寝つくまでですよ」

「さっすが広人なのです。われの氏うじ子こは、まっこと優しいのですにゃ～」

　酔よっ払ぱらいねこがみさまは広人に抱だきつき、すりすりと頰ほおずりをする。

　広人はため息をつくが、手を伸ばしてよしよしと頭を撫なでてやった。

　艶つややかな銀の髪かみと、ふわふわの猫ねこ耳みみの感かん触しよくを、ちょっとだけ堪たん能のうする。

　そういえば久しぶりだ。

　こんな風に頭を撫でるのも、抱きつかれるのも────

　と思った瞬しゆん間かん、はたと広人は気づいた。

　薄うす暗ぐらい部屋で。

　布ふ団とんの上で。

　美しい少女と（しかも酔っている！）二人きり。

　よくよく考えると、年頃男子にとって非常に緊きん張ちようする状況ではないか!?

「はにゅぅ……広人、この部屋、少し暑くはありませぬか」

　広人の緊張をよそに、ねこがみさまがとろんとした目でつぶやいた。

「へ？　い、いや、全然？　全然まったくこれっぽっちも暑くありませんよ？」

「んんむ、やっぱり暑いのです。堪たえられませぬぅ……」

　といってねこがみさまはおもむろにジャージのジッパーに指を、

「うわあああああっ!!　予想通りだけど困る困るやめてやめてください!!」

「やーめーまーせーぬ。暑くて服など着ておられませぬっ」

　止める暇ひまもなかった。

　するりとジャージの上着が滑すべり、ねこがみさまの肩かたと胸が露あらわになった。

　はっと広人は息を吞のみ、硬こう直ちよくする。

　淡あわい灯あかりに照らされた半はん裸らのねこがみさまは、とても────

　妖あやしく、美しかった。

　かすかに輝く銀の髪は細い肩にかかり、開いたジャージの間から小さくも柔やわらかそうな乳ち房ぶさへと流れ、なめらかな下腹をよぎって、太ももの間の暗がりへと落ちている。

　まるで、白い裸ら身しんを彩いろどる銀の光の流れのように。

「…………広人」

　ねこがみさまは目を上げて、広人を見つめる。

　酔いで潤うるむ瞳ひとみ、紅あかく上気する頰ほお、わずかに開いた可か憐れんな唇くちびる。

　清せい楚そで、神秘的なのに、ふるいつきたくなるような色香…………。

　思わず広人は、頰どころか首筋──あろうことか腹の下──までカッと燃え上がった。

「……お願いしたいことが……あるのです、広ひろ人と」

　遠えん慮りよがちに震ふるえる声がした。

　どくっ、と脈打つ鼓こ動どうの音が広人の鼓こ膜まくに響ひびく。

　どくん、どくんと、鼓動は胸きよう骨こつを突き破る勢いで激しさを増していく。

「な、なな、なん、ですか。ねこがみさま」

　かろうじて、広人はかすれた声を絞しぼり出した。

　ねこがみさまは答えず、両手と膝ひざを布ふ団とんにつく。

　猫ねこの体勢で彼女はそっと近づき、広人に身を寄せて抱だきついた。

　目をそらさなければ、と広人は思う。だが縫ぬいとめられたように視線は動かせない。

　こちらを見上げる大きな潤うるんだ瞳ひとみから。

　裸ら身しんを包む銀の光にも似た髪かみの流れから。

　自分の胸に押しつけられた、小さな乳ち房ぶさのふくらみから。

　ほっそりしたウエストの向こうの、丸くて愛らしいお尻しりから。

　そのお尻から生はえた白い尻尾しつぽが、広人を惑まどわすようにゆっくりとくねる様から。

「お願いです。お願いですから、広人………………」

　ふわふわの猫耳をピンと広げ、ねこがみさまは広人の胸にぎゅっと抱きつく。

　そして彼女は震ふるえる声で、願うようにこういった。




「子作りを……してくれませぬか」




　一いつ瞬しゆん、広人の世界が停止した。

「こっ…………──────────────────────────こぉっ!?」

　唇くちびるから混乱の叫びがほとばしり出た。

「こっ、こここっ、ここ子作りって、あの!?　ええぇっ!?　ま、まさか……」

　この場で？　ねこがみさまと!?

　子作り────こ・づ・く・り!?　子作りって手芸工作じゃないよね!?

　広人は頭が爆ばく発はつ寸前。脳のう味み噌そぐらぐら沸ふつ騰とう寸前。

　混乱しきった広人の耳に、思いがけない言葉が飛び込んできた。

「そうです、早う子作りをしてほしいのです…………みんなと」

「そうですか、子作りですか、みんなと………………はあ!?」

　はっと広人はわれに返った。

「み、みんなとって!?　それは、その、もしかして」

「千人にはまだまだ足りませぬが、われが尽じん力りよくしてきっと集めてみせまする。だから、早う、嫁よめ候補たちと子どもを作って、鰹かつお屋や家けを繁栄させてくれませぬか」

「ねこがみさま……」

「われは広ひろ人との神さまです。広人と鰹かつお屋や家けを幸福にするためにあるはずです。なのに、われはいつも広人に優しくされて、幸せな思いをさせてもらっておりまする」

　ねこがみさまは、振り絞しぼるような声でいった。

「われは、もう充分です。だからどうか、広人……嫁よめたちに優しゅうしてたもれ」

　涙なみだで潤うるむ瞳ひとみで、少女の神さまは広人を見上げた。

「みんな、広人のことが大好きなのです……ミミも、ユキメも、春日かすがもあやのも、ひかるも、そして夜や刀とも……みんな、そなたを切ないまでに慕したっておるのです」

「…………」

「広人がみなを嫁にして、子を生なしてくれたなら、われは」

　ぎゅっと、ねこがみさまは広人の胸のＴシャツを握にぎりしめた。

「広人だけの神さまであることをあきらめて……鰹屋家の氏うじ神がみとして、みなを……広人と、広人の家族と子孫とを、ずっと、ずっと守り続けまする…………」

　ふいに広人の胸に切なさがこみ上げた。

　同時に苦しさで胸がふさがれる気がして、広人はとっさに目をそらした。

「俺おれが……子どもを作らないといけないんですか。どうしてもですか。だったら」

　どうしてそんなことを口走ったのか、広人には分からなかった。

　胸を締め付ける苦しさからか。答えが分からない混乱に自じ暴ぼう自じ棄きになったのか。

　千ち々ぢに乱れる想いに突き動かされ、広人は衝しよう動どう的てきにこういい放った。

「だったら、ね──ねこがみさまが……ねこがみさまが、俺の子を産うんでください！」

　答えはなかった。

　痛いまでの沈ちん黙もくに、かすかに聞こえる激しい雨の音が響ひびき渡った。

　いつの間にか、外は雨が降り出したようだ。

　広人は口をつぐみ、ねこがみさまの返事を待った。

　けれど、いつまで経たっても答えはない。

　いたたまれない沈黙に堪たえ切れなくなって、広人は目を戻した。

　ねこがみさまは広人の胸にもたれかかり、顔を伏せて動かない────

　と思いきや。

「……………………………………………………すかー」

「寝てるぅ──────────っ!?」

　思わず広人は叫んだ。とたん、ものすごい脱力感に襲おそわれた。

　広人は熟じゆく睡すいするねこがみさまを抱だいて、ごろんと仰あお向むけに寝転がった。

　暗い天てん井じようを見上げる。

　無感情のまま、広人は染しみのついた天井を眺ながめ続けた。

　どれぐらいの時間、そうしていただろうか。

　外から聞こえる雨あま音おとは一向に止やまず、激しくなるばかりだった。

　しばし後、広ひろ人とはそうっと体を横にずらした。

　ねこがみさまを静かに布ふ団とんに横たえ、掛け布団をかけてやると、立ち上がる。

　銀の髪かみの少女神さまは、気持ちのいい寝息を立てて眠ねむっていた。

　それを見届けると、広人は静かに襖ふすまを開けて廊ろう下かに出た。

　真っ暗な廊下は物音一つしない。ただ遠くから、雨音が響ひびいてくるだけだ。

「…………頭、冷やすか」

　ぽつりとつぶやき、広人は歩き出した。

　途と中ちゆう、ミミとユキメの部屋を通りかかる。中をのぞくと、二人は布団をかぶって熟じゆく睡すいし、耀あき姫ひめも布団の上に斜めになって寝ていた。しかし、夜や刀との姿はない。

「あれ、夜刀さんは？」

　そういえば、宴えん会かいの途中から姿が見えなかったような……。

　不安になった広人は、夜刀を探しに歩き出した。

　寒々しい廊下を歩く彼の脳裏に、今抱かかえている問題が浮き上がってくる。

　自分の修行のこと。付つく喪も神がみたちのこと。部活のこと。

　姿を変えてしまった夜刀のこと、そして、先ほどのねこがみさまの言葉。

　酔よっていなければ、決していわなかっただろう彼女の本音を。

　広人はぐるぐると考え続けた。

　しかし考えなければならないことが多すぎて、逆に何も考えられなくなる。

「……………………本当にいいのよ？」

　激しい雨音に混じって夜刀の声が聞こえてきて、はっと広人は足を止める。

　いつしか彼は、広い縁えん側がわの端はしに出ていた。

　闇やみに眼めを凝こらすと、縁側の向こうに夜刀と筐はこが座っているのが見えた。

　二人の少女は縁側に正座して、何かを語らっているようだ。

「本当に、榊さかき以外の人にもらわれてもいいのよ、筐？」

　また夜刀がいった。どうやら屋や敷しきの整理について話しているらしい。

「ええ。いったでしょう、榊もずいぶんいい歳としですから」

「だって、屋敷まで譲ゆずるなんて、他ほかのみんなも本当にいいと思ってるのよ？」

「もちろん。だって、みんなで話し合って決めたんです。残された筐たちがどうなるかわからなかったら、榊はどんな不安を抱かかえて逝いくことになるんだろうって」

　筐は、暗い庭を眺ながめやった。

「榊やみんなとの生活は、本当に楽しかった。これから先、筐が朽くちて果てるまで、どれぐらいの年月がかかるか分かりませんけど、きっと……きっとね、忘れません」

　染しみ入る声が雨あま音おとに重なった。

「だから、せめてもの恩返しに、榊さかきが心おきなく逝いけるようにしなければって」

「筐はこ……」

「夜や刀とさん、心配してくれてありがとう」

「心配じゃないのよ。ただ、寂しいだけなのよ。だってここは」

　耳を澄すまさなければ聞こえないような小さな声で、夜刀はささやいた。

「おりんババアや、昔のみんなと一いつ緒しよに暮らした、最初の場所なのよ」

「ああ……そうですね」

「こんな風に、いつかみんなバラバラになるのよ。分かってるのよ」

　ぽつん、と夜刀はいった。

「夜刀が昔、一緒に過ごした仲間は、もう守もり宮みやとミミしかいないのよ。おりんババアだって、ねんねしてる間に死んだのよ。広ひろ人とだって……広人だって」

　声が消えた。しばし強い雨音が響ひびく。

「夜刀さんは、不安なんですね」

　筐が慰なぐさめるようにいった。

「自分の体の変化があった上に、昔の思い出までなくなりそうで。でしたらその不安な気持ち、はっきり鰹かつお屋やさんに話してみたらどうです。筐にじゃなくて」

「そんな──そんなこと、いえないのよ」

　夜刀はぶんぶんと首を振った。

「広人は、ただでさえ色んなことしなくちゃいけないのよ。それに、それに夜刀は広人を守るつもりでずっときたのよ。そんな情けないこと、いえないのよ」

「鰹屋さんは立派な方ですよ。だって、こんな面めん倒どうくさい付つく喪も神がみたちのこと、引き受けてくださったんですもの。夜刀さんのことだって、ちゃんと受けとめてくれるはずです」

　ふいに筐は、こちらを振り返った。

「そうですよね、鰹屋さん」

　いきなり名前を呼ばれて、ぎくりと広人は背筋を伸ばす。

「え、広人？　い、いつの間にそこにいたのよ？」

　夜刀がうろたえる。広人は頭をかきつつ、二人のもとへ歩み寄った。

「す、すみません。話し声が聞こえたから……つい」

「どこから聞いてたのよ。趣味悪いのよっ」

「じゃあ、夜刀さん。筐はこれで」

　筐は立ち上がり、広人の前に立った。

「鰹屋さん、夜刀さんをよろしくお願いします。筐の……大切なお友だちなんですよ」

「分かりました」

　広ひろ人とはうなずいた。筐はこは深く一礼し、縁えん側がわから立ち去っていった。

　残された夜や刀とは目を落とし、もじもじとしている。

　広人はくすりと笑って、夜刀の隣となりで縁側に腰こしかけた。

「夜刀さん。あのですね」

　こちらを見上げる夜刀に、広人は語りかけた。

「俺おれはこの屋や敷しきが怖かったんです。いや、屋敷じゃないな、ここで待ち受ける未来が」

「……どういう……ことなのよ？」

「俺にはわけの分からない力があって、それを制せい御ぎよしなくちゃいけないんです。確かに、俺には少しばかりの霊れい感かんがありました。怪かい異いも当たり前でした。だけど」

　広人は暗い雨の向こうへ視線を移した。

「俺の霊感なんてなささやか過ぎて、そんな大それたものじゃなかったはずなんです。だけど、怒りに任せた俺の言葉は、あんなに大勢の金きん狐この一族をひるませた……」

　広人は雨の中に手を伸ばす。冷たい雨あま粒つぶが手のひらに跳はね返った。

「もしも、もっと激しい感情のままに〝言葉〟を使ったなら────」

　雨の滴しずくごと、広人はぎゅっと手のひらを握にぎりしめた。

「そんな想像をしたら、とてつもなく怖かった。得体の知れない力と向き合うのが怖かった。俺はただ、ねこがみさまや夜刀さんたちとみんなで、静かに暮らしたかった……」

「……広人……」

「だけど、その穏おだやかな暮らしを続けるためには、目をそらすわけにはいかなくて」

　広人は握ったこぶしを下ろす。

　そして決意を秘めた声で、夜刀にいった。

「夜刀さん。俺は全部背負いますから。もちろん一人じゃ無理だったら、助けてくれって叫びます。だけど絶対に、その荷は最後までぶん投げたりしません。だから……」

　自分を見つめる切れ長の瞳ひとみに、広人は告げた。

「いってください。夜刀さんの気持ち。お願いです」

　夜刀は目をそらした。

　正座した膝ひざの上に重ねた両の指先を無言で見つめる。

「────────夜刀も、怖いのよ」

　その指先に、夜刀の言葉が落ちた。手首に巻いた白いこよりが震ふるえる。

「今までの夜刀は小さかったけど、誰よりも強くて、自信にあふれてたのよ。でも、この姿になって……何もできないし、どう考えても自分の体だとも思えないのよ。今のままだと自分が自分じゃない容いれ物ものに入ってるみたいで……とても気持ち悪くて、怖いのよ」

「夜刀さん……」

「戻れるなら、何をしてでも元の小さな姿に戻りたいのよ。でも、でも……！」

　震ふるえる声で、夜や刀とはいった。

「みっちゃんは、進むかとどまるかの二に択たくっていったのよ。とどまるのが嫌いやなら、進むしかないのよ。進むっていうのは、残りの呪じゆ具ぐを探して封ふう呪じゆを解くことなのよ。だけど」

　夜刀は広ひろ人とを見上げた。

　長いまつげを震わせ、切れ長の瞳ひとみに涙なみだをたたえ、夜刀は広人に訴えた。

「封呪を解いたら、夜刀は……どうなっちゃうのよ？」

　広人は答えられない。答えが分からないからだ。

　だから手を伸ばし、夜刀の手をそっと握にぎって、黙だまって次の言葉を待った。

　夜刀は目をそらし、うつむいて首を振った。

「広人たちが知ってる夜刀じゃなくなるって、みっちゃんはいってたのよ。そうなったら、広人や、ねこがみさまや……みんなに嫌きらわれるかもって……怖かっ……」

「夜刀さん」

　広人は夜刀の手を握ったまま、肩かたを抱だきしめた。

　幼おさな子ごを守るように、しっかりと。

「嫌いませんよ。どんな姿になろうと、誰も夜刀さんのこと嫌ったりしません。だって、俺の婆ばあちゃんは夜刀さんが大だい蛇じやの姿だった時に出会ったんですよね」

「そう……だけど」

「そして婆ちゃんは、地球も一ひと吞のみにできるって豪ごう語ごするような夜刀さんの本性を知ってて、それでも一いつ緒しよに暮らしたんじゃないですか」

　はっと夜刀は声を吞んだ。広人は大きく笑いかける。

「俺おれは婆ちゃんの孫です。婆ちゃんがやったことなら、俺だってやってみせます」

「ひ……広人……」

　夜刀は小さくつぶやいて、きゅっと紅あかい唇くちびるを引き結ぶ。

　そして、いきなりがばっと広人に抱だきついた。

　幼おさない子どものようにすがりつく彼女に、広人は優しくいった。

「残りの呪具を探し出したら、菅すが原わらさんや耀あき姫ひめさんに協力をお願いします。その上で、どうするか判断しましょう。だから、安心してください」

　抱きついたまま、夜刀はうつむいた。

「もし封呪を解いて、夜刀が恐ろしい荒あら魂みたまになったら……ちゃんと、退治して欲しいのよ」

「そんなことはさせませんし、そんなことにも絶対になりません。大だい丈じよう夫ぶですよ！」

　広人はぽんぽんと夜刀の肩を叩たたくと、もう一度強く抱きしめる。

　ふとその時、ねこがみさまの切ない声が、耳じ朶だによみがえる気がした。

〝……みんな、広人のことが大好きなのです……〟

　腕うでの中に守るべきものを抱いて、広人は無言で雨あま音おとに耳を傾けた。
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「悪くはないな」

　翌週の水曜日の昼休みのこと。

　調理準備室で、涼りよう子こ部長は広ひろ人とがまとめた計画案を見ながらつぶやいた。

　計画案が記き載さいされたレポート用紙には、こんなタイトル。

　六月期活動テーマ──『古こ民みん家か収しゆう蔵ぞう民みん具ぐ展示計画～有あ里り間ま区の生活変化を探る』

　週末の榊さかき家け滞たい在ざいから帰宅後、広人は徹てつ夜やの二日がかりでこの案を仕上げたのだ。

　部長はレポートをめくりつつ、言葉を続けた。

「江え戸ど時代から続く古民家の民具を通し、有里間区に住んでいた人々の生活がどう変化していったかを調べるというわけか」

「はい。民具の整理及び引き取り手を探すための展示をボランティアで行うことも、活動の一つと考えています。ご主人である榊さんには、ご家族を通じて打だ診しん済ずみです」

　ご家族、とは筐はこのことである。

「わざわざ展示を行って引き取り手を探す理由はなんだ」

「この古民家にはたくさんの民具や古こ道どう具ぐがあるんですけど、その一部に、特にご主人が気に入って大事にしている品が十数点あるんです」

　徹夜でしょぼつく目をこすりつつも、広人はしっかりした声で答えた。

「古民家の管理を区に移す前に、お眼鏡めがねにかなった相手に譲ゆずりたいそうで」

「ふむ、納なつ得とくのいく話だな。うん、確かに申し分ない計画案だ。申し分はないが……」

　涼子は綺き麗れいな眉まゆをひそめ、顔を上げた。

「あくまで悪くはない程度だ。このまま採用するわけにはいかん」

「え、どの辺りがいけませんか」

「派は手でさが足りん！」

「は、派手さぁ!?」

　呆あつ気けに取られて広人は口をあんぐり開けた。

「そうだ、派手さだ！　悪くはないしかしここには〝ゴージャス〟〝エンターテイメント〟〝インパクト〟が足りん、足りな過ぎる！　この一年、私の活動の何を見てきた！」

「……えー」

　広人は白い目になる。見てきたからこそなんだとちょっぴりいいたい。

「ところで、この場所はなかなかいい雰ふん囲い気きだな」

　部長はレポートに貼はられた一つの画像をビシ！　と指し示した。

　計画案には、広ひろ人とが撮影した携帯の画像も添付してある。

　学校のＰＣルームを借りて、プリントアウトしたものだ。

「え？　ああ、中庭の離れです。ここだけ洋風の造りなんですよ」

「内装といいテーブルといい、人をもてなすにはぴったりの場所だな」

「あー、そうですね、アンティークカフェみたいだって家族がいってました」

「うむ、それは素す晴ばらしいアイデアだ！」

　一気に張り切る部長に、広人は嫌いやな予感に襲おそわれた。

「まさか、あの、部長……」

「ギャラリーとして古こ民みん具ぐや古こ道どう具ぐを展示し、鑑賞に訪れる客にゆったりとした雰ふん囲い気きの中で見てもらう、そんなくつろげる場を提供するこれぞエンターテイメント！」

　涼りよう子こ部長は立ち上がり、レポートを手に広人の前を往復する。

「このもてなしの空間をどう演出するか。趣おもむきある古道具を手にするにふさわしい、洗せん練れんされた客層をどう招くか。それを解決するにはすなわち！」

　バン！　と机に丸めたレポートを叩たたきつけると、涼子は誇ほこらしく高らかに宣言した。

「和装メイドが奉ほう仕しする、招しよう待たい制せいアンティークギャラリー＆カフェが最適だ！」

　広人はくずおれた。

「何を脱力している、鰹かつお屋や」

「えー…………だってー……だってなんでそこで和装メイド……」

「日本の古民家なのだから当然和装だろう」

「メイド！　俺おれがいいたいのはメイド！　古民家でメイドってなんで！」

「何をいう。せっかく女子部員が増えてしかもカフェ、総出でメイドでばっちりだ！」

「まさか部長……ただ単にみんなにコスプレさせたいだけなんじゃ」

「その通りだが何か不満か。あっても認めんが」

「その通りって、手段と目的を完かん璧ぺきに完全に取り違えてるじゃないですか！」

「いいや、私は手段と目的を取り違えてなどいないぞ！　なぜならばだ！」

　ビシィッ！　と部長は丸めたレポートを広人に突きつけた。

「私の人生には────目的しかないッ！」

　抗議する気力と体力が心しん底そこ惜おしくなった。

「…………はい、はい。分かりました。でも榊さかきさんが承しよう諾だくしたらの話なんじゃ」

「安心しろ、そこを承諾させるのが私の役目だ！」

　広人は途と方ほうに暮れる。

　なんで俺の周りにはゴーイング俺ロードなタイプばっかりなんだ……。

「まあ、それはそれとして──よく考えたな、鰹屋！」

　ふいに部長は手を伸ばし、広人の頭をくしゃくしゃと撫なでた。

　と思ったら、ぐいと広ひろ人との肩かたを抱だき寄せ、額ひたいをつけた。

　すぐ目の前に部長の綺き麗れいな顔が近づき、思わず広人はうろたえる。

「な、なな、何を、部長!?」

「私が卒業しても、これなら安心して、鰹かつお屋やに後を任せられる」

「えっ……」

　とっさに広人は言葉が返せない。

　戸と惑まどう広人に、部長はめったに見せない優しいほほ笑みを浮かべた。

「なんだ、寂しいのか？」

「さ、寂しいなんて、そんなこといってませんよ！」

「寂しいという顔をしているぞ。大だい丈じよう夫ぶ、卒業までちゃんと顔を出す」

　涼りよう子こは指先でそっ……と広人の頰ほおに触ふれた。

　どくん、と広人の心臓が脈打つ。涼子の触れた箇所が熱を帯びる。

　ふっと涼子は顔を放し、大きく笑った。

「むろん、卒業してからもだ！」

「……は、はいぃ─────!?　そ、それって卒業の意味は!?」

「気にするな。とりあえず、この計画は私の手しゆ腕わんで実現させてやる！」

　涼子は豪ごう語ごして、レポートを手に部屋を出ていった。




　その言葉通り、涼子は放課後の部活で、美み薫かの猛もう反はん対たいやひかるの懸け念ねん、あやのの心配や耀あき姫ひめの茶ちや々ちやを全すべて退しりぞけて、計画案を押し通した。

　その週の内には、どうやったのか筐はこを通じて榊さかきの承しよう諾だくを得てしまったらしい。

　かくして和装メイドカフェ計画は、素早い滑すべり出しを見せる────





☆★☆






　次の土曜日は、傘かさを差しても意味がないほどの大雨だった。

　広人はねこがみさまたちとともに、ずぶ濡ぬれになって榊家にたどり着いた。

　今日きようは生活科学部メンバーと合同で、カフェの準備作業である。

　面めん倒どうくさがりの耀あき姫ひめはお留る守す番ばん。今ごろモサコさんとこたつでごろ寝中のはずだ。

「あっ、広人、もうみなが集まっておりまするぞ」

　榊家が見えてきた地点で、ねこがみさまが緑みどりのカエル傘を上げて指差した。

　増水した川にかかる橋を渡った先に、多くの人影が並んでいる。

「ほんとだ、急がなきゃ。でもやけに数が……」

　とつぶやいたとたん、広人は気がついた。

「え──あれ、甚右衛門じんえもんさん!?」

　なんと、榊さかき家けの門前で筐はこや生活科学部の面々と一いつ緒しよに待ち構えていたのは、あやののお目付役の甚右衛門と金きん孤こメイド部隊だった。

「お待ちしておりました、広ひろ人とさま！」

　メイドたちが、広人に向かって一いつ斉せいにお辞じ儀ぎをした。

　片かた眼鏡めがねの執しつ事じ・甚右衛門も、きちっと斜め四十五度に頭を下げる。

「お久しぶりであります、旦だん那なさま！」

　誰が旦那だ。

「遅かったな、鰹かつお屋や！」

　でかいバッグを肩かたにかけた涼りよう子こが意気揚よう々ようと傘かさを掲かかげる。下は短パンに足元はビーサンで、まるで海水浴のような格好だ。この雨ならある意味賢い。

「とはいっても、私たちもさっき着いたばかりだ。何せこんな天気だからな」

「だから迎えに行くっていったのに、ばか広人。みんなずぶ濡ぬれじゃない」

　ブランド物の傘を差した美み薫かが、キツイ声で横から口を挟はさんだ。

「いや、春日かすがの車じゃ俺おれたち全員乗れないだろ」

「二月の時も先月も全員無理やり乗ったでしょう。どうして必要もない遠えん慮りよするのよ」

「こんなところで広人さんを怒るな」

　ひかるが傘ごとぐいと二人の間に割り込んだ。

「怒ってる間に、どんどん広人さんたちが濡ぬれるってば」

「いちいちよけいな口を出さないで、羽は沢ざわさん！」

「いやいや、二人ともちょっと……それより、どうして甚右衛門さんがここに？」

「あの、すみません……先せん輩ぱい。甚右衛門に活動計画のことを話してしまいました」

　あやのが一歩前に出て、すまなそうに会え釈しやくした。

「メイド部隊は掃そう除じや整理が得手ですから、作業がはかどると思いまして」

「けど、これは部の活動だよ。こんな大人数に時間を割さいてもらうなんて悪いよ」

「ですから、その、生活科学部とは別件ということで、お願いできますか」

「別件？」

　広人が訊ききかけた時、赤い和傘の筐がいった。

「鰹屋さんたち、体が冷えますよ。お話は中でどうぞ。さあ、みなさん」

　それを機に、甚右衛門が声を張り上げた。

「金狐一族メイド部隊！　旦那さまたちのお召めし替えを！」「ははっ！」

　執事の合図で一いつ斉せいにメイド部隊が広人を取り囲む。

「え、うわ!?」「な、なんと!?」

　半ば強制的に、広人とねこがみさまたちは屋や敷しきの中に連れ込まれた。




「……有あ里り間ま区新時代構想～〝La Vie Aisee／ラ・ヴィ・エゼ〟計画？」

　耳元でごうごうと鳴るドライヤーの音に負けないよう、広ひろ人とは声を張り上げた。

　メイドたち持参の作さ務む衣えに着替え、屋や敷しきの応接間に通された広人は、大きな座ざ卓たくを挟はさんで甚右衛門じんえもんと向かい合っているところだった。

　二人のメイド少女がかしずいて、広人の濡ぬれた猫ねこっ毛の髪かみを、丁てい寧ねいにドライヤーとブラシで乾かしてくれている。これが非常に心地良い。

　すげー……堕だ落らくしそう……。

　うっとりしかけて、あわてて広人はもらったパンフレットに目を落とした。

　パンフの表紙には、『有里間区新時代構想～〝La Vie Aisee／ラ・ヴィ・エゼ〟』というタイトルと、緑豊かな街並みの画像が印刷されている。

「えっと、このラ・ヴィ・エゼって何ですか」

「ラ・ヴィ・エゼとは、フランス語で『優ゆう雅がな生活』という意味であります」

　ビシッと正座した甚右衛門が答えた。

「現段階ではまだ構想段階でありますが、実は有里間区で、大規模な街造り計画が持ち上がっておるのです。それが、〝ラ・ヴィ・エゼ〟計画」

「ははあ……それはまた、たいそうな計画で……」

「対象区域は、明あかりが丘おか駅付近」

　甚右衛門は自分のパンフを開いて地図を示した。

「この辺りには古くから大規模団地がありますが、一部老ろう朽きゆう化かによる建て替えの話がありましてな。ついでに各設備も時代の変化に追いつかぬ個所が出てまいりました」

「はあ」

「たとえば下水設備。先年、明が丘駅前が豪ごう雨うで冠かん水すいしたのはご存じですかな」

「あ、はい。俺おれが住んでる場所の近くでも数年前に冠水がありました」

「さよう。気候の変化により降水量が増えたにもかかわらず、排はい水すいシステムが追いついておらんのが原因であります」

　難しい顔で甚右衛門は話を続けた。

「現在、有里間区のほとんどの下水管は、一時間に三十ミリ程度の降雨にしか対応しておりません。ですが近年記録された有里間区の降水量はなんと八十ミリ！」

「うわ、単純に倍以上ですね。そりゃあふれるわけだ」

「もっとも、下水設備の不備は明が丘地区だけの話ではありませんぞ」

　甚右衛門は神しん妙みような顔になる。

「この周辺も古い地区であります。坂向こうでは工事をしておりましたな。たぶん、下水工事でありましょう。特にこの屋敷は川に近い上に坂の下です。豪雨時が心配ですな」

「そっか、屋や敷しき内の荷物を早急に整理した方がいいかもしれないな」

「ああ、話がそれました。それで、住居や設備の建て替えを行うに伴い、公園やショッピング施設の建設も含めた街作りを構想しておるわけです」

「そういえばこの屋敷、区に管理を移したら、公園に移築するとかいう話ですよね」

「さよう」

「じゃ、その新しい公園に？」

　甚右衛門じんえもんは察しがいいとばかりに大きくうなずいた。

「今日きようわれらが参まいったのは、下見も兼ねております。実は、金きん狐こ一族関連の会社がこの計画に参加しておりましてな、移築も請うけ負おうつもりであります」

　やっと広ひろ人とは、あやののいった『別件』の意味に納なつ得とくがいった。

「他ほかにも、姫ひめさまのご提案でカフェやホテルも新築・リニューアルする予定で」

　甚右衛門は座ざ敷しきをぐるりと見回した。

「この屋敷には、いくつも素す晴ばらしい骨こつ董とう品ひんや古こ美術品がありますからな。主の榊さかきどのにも打だ診しん済ずみでありますが、古美術商を通してそれらの品を取引させていただこうと」

「そっか。その骨董品をカフェやホテルに置きたいって考えなんですね」

「うむ。姫さまは芸術的センスにも秀ひいでておりますからな」

　一いつ瞬しゆん、甚右衛門は謹きん厳げんな表情を崩くずし、誇ほこらしげに笑った。

「ところで、今回の活動は生活科学部のボランティアだとか。なかなかできぬことでありますぞ。金狐の会社から、活動費用を寄き付ふをさせていただくつもりであります！」

「そんな、そこまでしていただくなんて」

「今回のお手伝いは、われらが一族のビジネスの一環であります。お気づかいは不要！」

　といったところで、甚右衛門は声をひそめた。

「……とは申せ、本音をいえば、功こう利り一辺倒と思っていただきたくはありません」

「えっ……」

「この申し出は、広人どののお力になりたいという姫さまのたってのご希望。ビジネスの話を絡からめたのも、広人どののお気持ちに負ふ担たんにならぬようにとのご配はい慮りよからです」

　甚右衛門は深く頭を下げた。

「どうか姫さまのお心を汲くんでいただき、われらの参加をお許しいただけまいか」

「よろしくお願いします、広人さま！」「お願いいたします！」

　メイド二人も手をつき、礼をする。あわてて広人は両手を差し伸べた。

「いや、甚右衛門さんたち、そんなことしないでください、ほんとに」

「おお、ではお許しいただけるのですな！」

「許すも何も、こちらがお礼をいわないとなりませんよ。協力していただけて、感謝します。俺おれたちこそ、精一杯がんばります」

「おおお、さすがわれらが旦だん那なさまであるっ！」

　甚右衛門じんえもんは感極まった声で叫ぶ。

　と思ったら、大おお座ざ卓たくをぶん！　と投げるように押し退のけ広ひろ人とに近寄り両手を取った。

「懐ふところの広さ度量の深さに、この甚右衛門、よりいっそう心しん服ぷくいたしました。生しよう涯がいお仕つかえ、いやいや添い遂とげさせていただく所存であります！」

「添い遂げるってどんな意味だあああっ!!」

　広人は叫ぶが構わず甚右衛門はますますにじり寄る。

「まったく素す晴ばらしい御ご仁じんを姫ひめさまはお見み染そめになられたものだ。つきましては」

「つ、つきましては？」

「どうであろう、金きん狐この婿むこになることを、どうか再考いただけまいか？」

「へ!?　で、でも、その話はもうきっぱり断ったはずで……」

「わかっております。重々わかっております！　いや、婿になどと今さら無理を申し上げましたな。ならばせめて、姫さまに広人どのの御お子こをお授さずけくだされ！」

「は、はいいいいっ!?」

　広人は混乱。しかしますます暴ぼう走そう甚右衛門。

「その子を金狐の後継ぎとすれば万事解決でありますぞ。そうそう、われらが一族の者も、ぜひ広人どのと子を生なしたいと申しております！」

「はい、広人さまなら」「は、はい。ぜひお願いしたいです」

　メイドたちが恥はずかしそうに頰ほおを染める。

「ちょ、あの、お、え、おえ、え」

　広人は混乱が頂点に達し、視線も思考も言葉もぐるぐる回り出した。

　甚右衛門はにんまりと笑い、広人を押し倒さんばかりに迫った。

「そのご様子、まんざらではありますまい！　ではまずこの二人から子こ種だねをお授け」

「甚右衛門!?　おまえ、いったい何を……」

　いきなり右手の襖ふすまが開いて、着物に着替えたあやのが飛び込んできた。

　しかし彼女が見た光景は──────

　広人の両手を握にぎり、押し倒す寸前までのしかかる甚右衛門とメイド二人。

「なっ……ななっ……じ、甚右衛門……何をして……」

　蒼そう白はくになるあやの。凍こおりつく広人。平然とした甚右衛門。

「おお、姫さま！　たった今、広人どのに子種をもらう承しよう諾だくをいただこうと」

「……おまえがもらってどうするというの……」

　著しい誤解が発生しているようだ。

「そ、そうです、あやのさん。誤解ですよ！　いくら何でもそんなトンデモな……」

「誤解ではござらん！　広人どのが子作りすれば鰹かつお屋や・金狐両一族もきっと繁栄を」

「子作りですとぉ──────っ!?」

　カオスに拍車をかけるがごとく、ねこがみさままで飛び込んできた。

　丈たけの短いレディース甚じん平べいに着替え、とっても可愛かわいい。

　可愛いがカオスの女め神がみは喜びで顔を輝かせ、真まっ直すぐに駆かけ寄ってきた。

「素す晴ばらしい、まっこと素晴らしいのです！　待ち望んでおりましたぞ子作り！」

「おお、氏うじ神がみの了りよう承しようが得られるとはこの上ない好都合！　では善は急げであります！」

「ままま、待った、待った！　善じゃないまったく善じゃない、やーめーてーっ！」

「そうです！　おまえが子作りしてどんな意味があるというの、甚右衛門じんえもん！」

　誤解と偏へん見けんと錯さつ覚かくに彩いろどられた混乱と争乱とが座ざ敷しきの中でさく裂れつする。

　その時だった。

　廊ろう下かから異様な歌声が響ひびいてきた。

「……おぉ～きな」

　びく、とみんなは動きを止めた。

「……のっぽぉの」

　歌声も、左手の閉め切った襖ふすまの前でぴたりと止まった。

　かと思いきや、いきなり襖がズバァン！　と引き開けられて出現したのは、




「グランドファーザークロォ───────ック!!」




　巨大柱時計部長。

「えっ……」

　みんなはぽかんと口を開けた。

　巨大柱時計は、上部が鴨かも居いに隠かくれて見えないほどの巨大さだった。文字盤ばんの中央からは、部長の顔がはめ込んだようにのぞいている。

　広人は当然の疑問を口にした。

「な、なんで……あの……柱時計？」

「馬鹿め！　アンティークといえばおじいさんだろうがっ！」

「時計！　おじいさんに時計をつけてください部長！　つけないとなんかイヤです！」

「そんなことより公式公認正式第一本ほん妻さいたる私の許可なく子作りとは……」

　文字盤からのぞく部長の瞳ひとみが、くわっ！　と開いた。

　おじいさんの古ふる時計部長は恐ろしい迫力で前に突進した。

「許さん、許さんぞ鰹かつお屋やっ！　まず私が最初に貴様と────！」

　ごいん。

　鴨居にぶつかる柱時計。

　…………………………………………。

　もう一度。

　ごいん。ごいんごいん。

　柱時計はがんばっている。

　ごいんごいんごごごごごいんごごごいんごいんごごごごいんごっ。

「どういうことだ鰹かつお屋やぁ────っ！　なぜ私を部屋に入れんんん────っ！」

　本当にこの人は成績優秀なんだろうか…………。

　広ひろ人とはぐったり首を振ると、あやのを振り向いた。

「あの、もうみんな着替え終わったのかな」

「え？　は、はい。それでその、先せん輩ぱいを呼びに来たんです」

「そっか。じゃあ早いとこ準備始めようか。ほら、ねこがみさま」

「ん、ん、んむ。そ、そうでありまするか」

　毒気を抜かれたような顔で、ねこがみさまも立ち上がった。

「冷静に考えてみますと、甚右衛門じんえもんと子作りなど不可能でありましたぞ」

「いや拙せつ者しやとではなく、メイドたちとのつもりでありましたが」

「あの状況ではそう誤解されるのも無理ないでしょう、甚右衛門たら」

「どの状況だろうと男と子作りなんてアクロバティックな曲解しないで欲しいなあ……」

「待てっ！　なぜ私を置いていく、待たんか鰹屋ぁ─────っ!!」

　ごいん、ごいん。ごごごごいんっ。

　柱時計はまだがんばっている。





☆★☆






「年とし経へた古い道具の手入れには、細心の注意が必要です」

　広い廊ろう下かで、メイドや生活科学部のメンバーたちに、一人のメイドが説明を行っていた。

　きりりとしたポニーテールの、長身の少女だ。

　甚右衛門の紹しよう介かいによると、金きん狐このメイド長らしい。

「埃ほこりを払はらい、丁てい寧ねいに空から拭ぶきを行い、道具に合った仕上げ剤で磨みがきをかけて……」

　一連の説明が終わった後、広人はメイド長と分担を確認した。

　すでに力持ちの守もり宮みやの手によって、付つく喪も神がみの古こ道どう具ぐは二ふた間ま続きの座ざ敷しきに運ばれている。生活科学部の面々は、先にその部屋へ向かった。

「じゃあ、俺おれたちは古道具の手入れを担たん当とうします」

　広人は長身のメイド長を見上げていった。

「金狐の皆さんは、屋や敷しき内の掃そう除じや整理を行ってくださるんですよね」

「さようでございます」

「分かりました。よろしくお願いします。えっと……」

「桂かつら木ぎとお呼びください、旦だん那なさま」

　メイド長はきりりとした表情で名乗った。広ひろ人とはちょっぴり戸と惑まどう。

「だ、旦那さまって……」

「わたくしも、嫁よめ候補としてプロフィールをお渡ししましたから」

「え!?　そうだったんですか!?」

　驚く広人に、メイド長桂木はにっこりとほほ笑んだ。

「五十名の内の一人ですから、覚えてらっしゃらないのも無理はありません。ですが、今後はお見知りおきいただければ嬉うれしゅうございます」

「や、は、はあ。いやでも嫁って、その」

「わたくしも、甚右衛門じんえもんさまと同じく昔から姫ひめさまのお世話をしてまいりました」

　桂木は静かな声で広人に語った。

　見た目は十代後半だが、やはり見た目通りの年ねん齢れいではないらしい。

「姫さまは心優しく、なおかつ知性あふれるお方です。なのにお生まれのご事情で、いま一つご自分に自信をお持ちになれず……ずっと案じてまいりました。でも」

　桂木は、ふわりとした温あたたかな笑みを浮かべた。

「旦那さまのおかげで、少しずつ変わってこられました。感謝の言葉もございません」

「い、いやいや、そんな俺おれは何もしてないですよ」

「お礼と申し上げては何ですが、今回の件、われらも尽じん力りよくさせていただきます」

「あ、ありがとうございます。こちらこそ……あっ、そうだ」

　広人は思いついて、あることを頼んだ。

「かしこまりました。メイドたちにその旨むねを伝え、留意いたします」

　一礼して、桂木はその場を離れていった。

　きびきびと歩いていく彼女の後ろ姿に、広人はしばし見とれてしまう。

「広人、そろそろ始めまするぞ」

　遠くから聞こえたねこがみさまの声に、はっと広人はわれに返った。

　急いで薄うす暗ぐらい廊ろう下かを歩き出すと、にぎやかな少女たちの話し声が響ひびいてきた。

「えっと、まずは空から拭ぶきして埃ほこりを払はらうのでありましたっけ」

「ごほ、ごほっ。結構、埃って積もるものなんですねえ」

「まだるっこしいですわね。舐なめた方がずっと早いですわよ」

「ミミ、今日きようは春日かすがと部長がいるから控えめにした方がいいのよ」

「ごめん、みんな。遅くなって」

　広人は閉め切った襖ふすまを開け、声をかけた。

「広ひろ人と！　待っておりましたぞ」「あっ、広人さあん」「あら、家や主ぬし」

　ねこがみさまやユキメ、ミミがぱっと顔を上げる。

　夜や刀とは布ふ巾きんを手に無表情で見やった。けれど切れ長の瞳ひとみは、嬉うれしそうに輝いている。

　座ざ敷しきにはいっぱいに長なが櫃びつや甕かめや簞たん笥すなどの大物が置かれている。

　みんなはそれを布巾で磨みがいているところだった。小物は隣となりの座敷にあるらしい。

「さっ、広人。夜刀の隣に座って作業して欲しいのです！」

　ねこがみさまが布巾を差し出し、夜刀の隣の畳たたみをぱんぱんと叩たたいた。

「あれ、春日かすがは？　ひかるさんやあやのさんもいないし」

　広人が訊きくと、ミミとユキメが答えた。

「隣の部屋にいましたけど、つい今しがたメイドたちに連れて行かれましてよ」

「なんでもぉ、採さい寸すんと試着をするんですって。後でユキメたちも呼ばれるみたいです」

「採寸と試着？　なんで試着……」

　はたと広人は気づいた。

　そうか、そういやそうだったなあ……和装メイド……。

「今回の喫きつ茶さの衣装はどんなものでしょう。楽しみでありまする！」

　ねこがみさまがうきうきしながら、きゅっきゅと長櫃を布巾で磨いた。

「そうだ、夜刀さん」

　広人の声に夜刀が振り向き、切れ長の瞳でこちらを見上げた。

「さっき、甚右衛門じんえもんさんやメイド長……桂かつら木ぎさんにも捜そう索さくを頼んでおきましたから」

　夜刀を封じる呪じゆ具ぐは、いまだ見つかっていない。

　広人が毎日学校帰りに寄って探しているが、それらしい物は見当たらなかった。

「金きん狐こ一族は高い妖よう力りよくを持つそうですし、違和感のある品物を見つけたらすぐに分かるはずです。あれだけの大人数ですから、見つかるのも時間の問題ですよ」

「ん。ありがとう……なのよ、いっぱい、お世話になってるのよ」

　夜刀は真まっ直すぐな黒くろ髪かみを揺らし、こっくんとうなずいた。

　妖力がないだけで、こんなにしおらしくなるなんて──と広人は胸が痛む。

「失礼いたします。広人さま、みなさま、ご試着をお願いいたします」

　襖ふすまが開き、正座したメイドが現れて一礼した。

「は!?　試着って、俺おれまで!?」

「んむ、分かりました。では夜刀、まいりましょうぞ。ほら、広人も急ぐのです」

　ねこがみさまがにこにこして夜刀の手を取った。

　夜刀は素直に立ち上がり、ミミやユキメも楽しそうに笑って歩き出した。

　広人は頭をかいて、ねこがみさまたちの後について廊ろう下かに出る。

（……いったい、どういうつもりなんだろうな……ねこがみさま）

　彼女は、先週の夜のことをまったく覚えていないように思えた。

　態度もまったく変わりない────いや。

　微び妙みように、ほんのわずか微妙に、距離がある気がする。

　膝ひざにも乗ってこないし、夜や刀とを気づかってことあるごとに彼女を優先させるし。

〝…………どうか……嫁よめたちに優しゅうしてたもれ……〟

　耳じ朶だの奥で、ねこがみさまの震ふるえる声が響ひびく。

〝広ひろ人とだけの神さまであることをあきらめて……広人と家族とを、守り続けまする……〟

　ふっと、広人は深い息を吐はいた。

　ねこがみさまの気持ちも、自分の気持ちも、彼は量はかりかねていた────




「……もう、和装メイドなんて、どうしてしなきゃいけないの」

　広人たちが出て行った後、隣となりの奥座ざ敷しきでは、美み薫かが不ふ機き嫌げんにつぶやいていた。

　ひかるとあやのも一いつ緒しよだった。

　三人とも試着が済んで、動きやすく可愛かわいいレディース甚じん平べいに着替えている。

「部長の悪ふざけを通されたのも、全部ばか広人のせいよ」

「そうやってすぐ広人さんを悪くいうんだから」

　女の子座りで小物を磨みがいていたひかるが、つーんとしていった。

　むっと美薫がにらむと、反対側からあやのがつぶやいた。

「本当です。経けい緯いはどうあれ、部員なら部の決定にはちゃんと従うべきだと思います」

「分かってるわよ。きちんと活動には参加するわ。ただ、広人には世話が焼けるから腹が立つだけ。昔っからそうだもの」

　ひかるがちらりと横目で見る。

「ふぅん？　ずい分、広人さんのことお世話してきたんだ？」

「当然でしょう。何年の付き合いだと……って、あなたは知らないでしょうけど」

「知らないよ。知るわけないもん」

　ぷいとひかるは顔をそむけた。そしてきっぱりといった。

「あたし、春日かすがさんのこと嫌きらいだ」

「なっ……!?」

「年月の長さにあぐらをかいて、広人さんが優しくて嫌きらわれないの分かってて、キツイことばっかりいって。自分のこと、広人さんの何だと思ってるの？」

「な、何って、それは……」

　美薫はうろたえる。そこにあやのも同調した。

「そうです。わらわも不満です。春日さんはずるいと思います」

「ず、ずるいって、何がよ!?」

「自分の立場を自覚してないくせに、先せん輩ぱいに甘あまえてるところです！」

　そういい放つと、あやのはちょっと目を落とす。

「わらわの方が、先に先輩にお会いしてたんです。人間として暮らしていたなら、春日かすがさんの立場になったのは……わらわだったかもしれないのに」

「え？　何ですって？」

「何でもありません。とにかく！」

　あやのはきりっと面おもてを上げると、美み薫かを見み据すえた。

「広ひろ人と先輩のこと、どう思ってるんですか」

「ど、どうって……なぜそんなこと答えなきゃいけないのよ」

「春日さんが広人さんのことどう思ってるかなんて、訊きかなくたって分かる」

　ひかるが、ちょっとからかうようにいった。

「少しは素直になれば？　それならまだ可愛かわいげあるのに」

「も──もう、いい加減にして！　寄ってたかって二人とも！」

　美薫はいきり立って立ち上がる。

「広人が何だっていうの。そうよ、確かに付き合いは長いわよ。小学校からずっと一いつ緒しよだから色々と知ってるわよ。広人がどんな暮らしをしてきたかも分かってるわよ！」

「何それ。やっぱりただの自じ慢まんなんだ」
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　ひかるが口を挟はさんだ。美み薫かはきっと振り返る。

「ええ、そうよ、自じ慢まんよ！　修学旅行だって小中と一いつ緒しよの班だったし、中学のフォークダンスで手をつないで踊おどったこともあるわよ！　ばか広ひろ人とは忘れてるみたいだけど！」

「フォークダンスぐらい、どうってことない」

　ふふん、とひかるは小馬鹿にしたようにいった。

「あたしは、広人さんの寝顔見たことあるもん」

「なっ!?」

「し──し、下着姿だって、見せたんだぞ！」

　ひかるは頰ほおを染めていい放った。美薫が呆あつ気けにとられると、あやのも口を開いた。

「わ、わらわもです」

　実は負けず嫌ぎらいの狐きつね姫ひめは、くっと顎あごを上げて高こう慢まんにいった。

「一緒のお布ふ団とんで寝ました。そ、そ、それに……は、裸はだかだって、見せましたからっ！」

　美薫とひかるは同時に絶句。

　しかし次の瞬しゆん間かん、二人の眉まゆはきっと吊つり上がる。

　三人の少女は、怒りのオーラをおんどろどろどろと燃え立たせてにらみ合った。

「ねえ、ちょっとぉ」

　ふいに背後から、蓮はすっ葉ぱな女性の声がした。

「お姉ねえちゃんたち、いい加減あたしたち綺き麗れいにしてくれない？」

「陶とうも綺麗にして欲しいのー」「優しく磨みがいて欲しいのー」

　はっと三人は振り返る。しかしそこには誰もいない。

「い、今の声……何かしら」「空そら耳みみ……じゃないよね」

　美薫とひかるはいぶかしげに顔を見合わせるが、あやのは小さくなった。

「ご、ごめんなさい……」

　三人は仕方なしに小物を手に取り、埃ほこりを払はらって磨き始めた。

「あら？　これって」

　ふと美薫が、たくさんの小物の隅すみに置かれた、古い小さな竹たけ籠かごに目をとめた。




「夜や刀と、この柄がらなら上品だと思いませぬか」

　その頃、別の広間にいたねこがみさまは、艶あでやかな布地を手に声を上げた。

　上半身を脱ぬいで、メイドたちに寸法を測ってもらっていた夜刀が振り返る。

　ねこがみさまは目をみはった。

　すらりと長い腕うで。まぶしいまでに真っ白な肌はだ。細い肩かたにかかる真っ黒で艶つややかな髪かみ。

　ほっそりと均整の取れた体に合った、小さくこんもりとした乳ち房ぶさ……。

　夜刀の美しい肢し体たいを見つめ、ねこがみさまはほうっと小さく息をついた。

「ん？　ねこがみさま、どうしたのよ？」

「ふふ、夜や刀とが綺き麗れいだと思ったのです。広ひろ人ともきっとそう思っておりまするぞ」

「そ……そんなこと、別にないのよ」

　夜刀は無表情に首を振る。しかし頰ほおだけはぽっと紅あかくなった。

　ねこがみさまは嬉うれしそうに、よいしょと背を伸ばして夜刀の肩かたに布地をかけてやる。

「んーむ、お似合いでありまするな。こっちの柄がらはどうでありましょう」

「柄なんてどうでもいいのよ。それより、ねこがみさま」

　あれこれ布地をひっくり返すねこがみさまに、夜刀は呼びかけた。

「無理しないで欲しいのよ」

「えっ？　無理？　無理とは……何です」

「最近、ねこがみさまは広人に甘あまえてないのよ」

　ぎくりとねこがみさまは表情を強こわ張ばらせた。

「ま、まさか！　そんなことはまったくありませぬぞ」

「いいえ、大ありですわよ」「そうですよぉ、すっごい不自然ですよぉ」

　上半身裸はだかのミミとユキメも、ぐいと顔を割り込ませた。

「前はもっと家や主ぬしにくっついていたではありませんの。それが最近は全然ですわ」

「ご飯はんの時だって、こたつの反対側に座ってるじゃないですかぁ」

「そ、そ、それは、その……わ、われのことは別に良いのです！」

　ねこがみさまはわざと威い張ばった口く調ちようで三人にいった。

「そんなことより、そなたたち嫁よめが、もっともっと広人と仲良くするのです。特に夜刀。今はそなたの身の上が一番大事なのですぞ。早う元に戻れるように」

「いいのよ。夜刀は大きくなってナイスバディになったのよ。だから、もういいのよ」

「夜刀……」

　強がる夜刀に、ねこがみさまは一いつ瞬しゆんいいよどむ。

「確かに、そなたの今の体はとても美しいと思いまする。でも……」

　ねこがみさまは別の布地を夜刀の肩にふわりとかけた。

　絣かすり模様の絹きぬ地じが、白はく磁じのごとき肌はだを滑すべり落ちる。

「本当は、不安ではありませぬか。己おのれの力と、慣れ親しんだ体を失ったことが。われも広人のもとに来る前の、行き場を失った頃を思い出すと、いまだに怖くなりまする」

「……ねこがみさま」

「けれど広人は、そんなわれの不安を、時間をかけて取り除いてくれたのです。だから……われはもういいのです。われはもう、己が鰹かつお屋や家けの守り神であることを疑いませぬ」

　ねこがみさまはほほ笑んだ。

　ほんの少し────誰にも分からないほど、ほんの少し────切なげに。

　それから彼女は夜や刀とを見上げ、包みこむように優しくほほ笑んだ。

「自分の望む姿を、見失ってはなりませぬ。そうありたいと望むのです。大だい丈じよう夫ぶ、広ひろ人とはきっと、その想いに答えてくれまする！」

　夜刀は、驚いたように大きく瞬またたいた。

　ほんの一いつ瞬しゆん、切れ長の瞳ひとみが、水面みなもが揺れるように濡ぬれて揺れる。

「ねこがみさまったら」

　ふいにくすりとミミがほほ笑み、よしよしとねこがみさまの頭を撫なでた。

「なっ、なな？　なんです、ミミ!?」

「ねこがみさまと家や主ぬしがいてこその鰹かつお屋や家けですわねって、思って」

「ええ、ねこがみさまのおかげで、ユキメたちは広人さんのおそばにいられるんです」

　ユキメもほんわりとした笑みでねこがみさまを見つめた。

「瘦やせ我が慢まんなんてやめましょうよぅ、ねこがみさま」

「みんなでいっぱい家主に甘あまえて、困らせてさしあげればいいんですわ」

「う、う、んん、んむ……そそ、そういわれましても」

　ねこがみさまは困ったように唇くちびるを尖とがらせた。

　夜刀はみんなをじっと見つめる。その瞳は──小さな喜びで輝いていた。




「……鰹屋さま、旭あさひが丘おかさまがお呼びでございます」

　採さい寸すんの最中で、上半身裸はだかだった広人は振り返った。

「え、部長が？」

「はい。玄げん関かんにお客さまがお見えになったということで」

「客？　誰かな……えっと、分かりました。あ、もう採寸はこれぐらいで」

　半脱ぬぎだった甚じん平べいを着て、広人は部屋を出た。

　長い廊ろう下かを急いでたどると、玄関の方角から声が聞こえた。

「こっちだ、鰹屋」

「あ、部長。お客って誰で────え!?」

　玄関先で柱時計部長の姿を見とめた瞬しゆん間かん、思わず広人は声を上げた。

　部長と一いつ緒しよにいたのは、みっちゃんである。

　彼はハンカチで、スーツについた雨の滴しずくをスマートに払はらうと、眼鏡めがねの奥の瞳を向けた。

「屋や敷しきの整理は順調ですか、広人くん」

「え!?　な、なんでみっちゃ……じゃなくて菅すが原わら……先生が？」

「喜べ、鰹屋！　今日きようから正式に、生活科学部の顧こ問もんになっていただいたぞ！」

　柱時計の言葉に、広人は大きく目を剝むいた。

「え…………ええええっ!?」

「なんだその絶ぜつ妙みような反応は。以前、打だ診しん中だと話しただろう」

「あー、いや、覚えてますけど、まさか本当に決まるとは……ええー」

「校外活動ということで、今日きようは監かん督とくにいらしてくださったそうだ。そうそう、鰹かつお屋やに話があるそうだぞ。では、私は離れの方のレイアウトを見てくる」

　柱時計はのっしのっしと廊ろう下かを歩いていった。

「あの格好、ずっとしてるつもりかな……えっと、お話って何ですか」

「まだ他ほかの呪じゆ具ぐは見つかっていないようですね」

「あっ……はい。耀あき姫ひめさんから聞かれたんですね」

　広ひろ人とはうなずいて説明した。

「出張中の榊さかきさんとは、電波状況が悪くてまだくわしい話が聞けてません。でも、今日は俺おれの家族以外に金きん狐この方々も来てくれてますから、多分すぐに見つかるかと……」

「まさか、ねこがみもここに？」

「ええ、そうですが」

「うかつに彼女に屋や敷しき内の物を触さわらせるなと忠告したはずですが」

　どきりと広人は心臓が鳴った。

　確かにねこがみさまは、屋根裏部屋には立ち入らせていない。

　だが先週から、彼女は自由に屋敷内のあちこちを出入りしている。

　気づかない内に、封じられた呪具を解放しているかもしれない────

　青ざめる広人に、みっちゃんはやれやれと首を振った。

「所用があるので長居はできませんが、一通り内部を見てきましょう」

「すみません、俺たちのために……ご迷めい惑わくおかけします」

「別に君のためではない。彼女が己おのれの本性──〝夜や刀との神かみ〟を取り戻せば厄やつ介かいですから」

「〝夜刀神〟？」

「夜刀神とは、山やま間あいの谷などの未開地に潜ひそむ、古い自然神のことです。角つのの生はえた蛇じや体たいで、無数の群れをなして水を操る、荒あらぶる霊れい威いですよ」

　広人はかすかに息を吞のむ。

　金狐の屋敷で、無数の蛇へびを操っていた夜刀の姿が脳裏によぎった。

「人の生活が広がり、治水や開かい墾こんの必要が高まるにつれ、自然神である夜刀神は、人間との衝しよう突とつが絶えませんでした。荒あら魂みたまを鎮しずめるために神として祀まつられることもあれば、争いの果てにその地を追われたり、祓はらわれて消しよう滅めつすることもあったようです」

　眼鏡めがねの奥から、鋭いまなざしが広人に向けられる。

「君の祖母はおそらく、霊れい能力を持って夜刀神と対たい峙じしたのではないですか」

「……確か以前、ありまえんで守もり宮みやさんが話してくれたんですけど」

　広人はかすれる声で答えた。

「夜や刀とさんを調ちよう伏ぶくする戦いで山が三つも崩くずれ、町が一つ水すい没ぼつするところだったって」

「やはりね。それだけの力を、彼女の本性は有しているわけです。とにかく呪じゆ具ぐを見つけたならすぐに隔かく離りして、処分する方向で進めた方がいいでしょう」

「そんな、それじゃ夜刀さんはあのままに……！」

「荒あらぶる本性を取り戻される方がいいとでも？」

　冷れい酷こくな言葉に、広ひろ人とは声を失った。

「すでに異変は起きているかもしれません。よく気をつけることです」

　といってみっちゃんは靴くつを脱ぬぎ、下げ駄た箱ばこに預けて廊ろう下かの奥へと歩いていった。

　彼の姿が消えてから、広人は不安に重い胸を押さえて息を吐はく。

〝……すでに異変は起きているかもしれません……〟

　そうだ、もうすでに夜刀を封ずる呪具は暴あばかれているのかもしれない。

　ねこがみさまが触ふれただけでも解かい呪じゆは行われるのだ。夜刀が本性を取り戻さないのは、みっちゃんが掛けてくれた固めの呪のおかげに過ぎないのかもしれない。

　しかしそうだとしても、呪具はどこにある？　この屋や敷しきのどこに？

　よほど巧こう妙みように隠かくされているのか、あるいは見ただけでは分からない形なのか……。

　広人は頭の中で、ぐるぐると考えを巡めぐらせた。

〝……夜刀どのは、おりん様に調伏された時からずっと幼おさない姿でございました……〟

　ふと脳裏に、守もり宮みやの言葉がよぎった。

「そうだよな。俺おれの前に初めて出てきた時もあの小さい姿で…………」

　ぴたりと広人の足が止まった。

　これまで見て、聞いたことが思い返される。

　祖母・おりんに調伏された夜刀。不完全だが白しら拍びよう子し姿の夜刀。

　そして巫み女こ舞まいの名めい手しゆだった祖母。

　二人は『舞』でつながっている。いや、『舞』というキーワードだけがつながりか。

　他ほかに、白拍子と巫女で共通する〝物〟はないのだろうか。

　物といえば、いまの夜刀に足りないアイテムは、太刀たち以外は烏え帽ぼ子しと扇おうぎ。

　もしや祖母は、巫女舞でそのどれかを使っていたのではないか……。

　そう思った瞬しゆん間かん、稲いな妻ずまが閃ひらめくようにある考えが閃いた。

　まさか────いやでも、もしかしたら────!!

　広人はそっと足を引くと同時に尻しりポケットの携帯をまさぐった。

　ポケットの携帯を取り出しつつ、にぎやかな座敷を背にくるりと身をひるがえす。

　逸はやる心を抑おさえつつ、彼は早足で玄げん関かんへ向かった。

　下駄箱から靴を急いで引っ張り出し、踵かかとを踏んづけてつっかけ、外へ通じる引き戸を開けると、広人は降りしきる雨の中へと走り出していった。

　グランパレス有あ里り間ま一○一号室で、携帯の着メロが鳴り響ひびいた。

「うー、うう、う……ね、むー……」

　こたつに寝そべる耀あき姫ひめが手を伸ばし、寝ぼけ眼まなこで床ゆかをぺとぺと探りまくった。

　隣となりで丸くなるモサコさんが眠ねむそうに半はん眼がんを開き、また目を閉じる。

　散々ぺたぺた辺りを探った後、やっと天板の上の携帯に手が届いた。

　耀姫はそれをつかむと、こたつ布ぶ団とんの中に引き入れる。

「…………はわぃ、耀姫ちゃんよね～」

　大あくびをしながら耀姫は答えた。

『耀姫さん。俺おれです、広ひろ人とです』

「なーに、氏うじ子こさん？　モサコさんはいい子にしてるし」

『夜や刀とさんの呪じゆ具ぐのことなんですけど』

　広人の焦あせる声に、耀姫は眉まゆをひそめる。

「なに、まさか見つかったの!?」

『いえ、そうじゃないんです。でも思い当たるところがあって』

　次に聞こえた彼の言葉に、耀姫はよりいっそう眉をひそめた。

『だから──それを、耀姫さんに確かめてもらいたいんです』
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『……どういうこと？』

　携帯の向こうで、耀姫の声が緊きん張ちようを帯びる。

　広人は、降りしきる雨あま粒つぶが滴したたる軒のき先さきで身を縮めた。

「すみません、菅すが原わらさんに見とがめられる前に確認だけしたいんです」

　玄げん関かんの方角をうかがいながら、広人はよりいっそう声をひそめる。

「押入れを、探ってもらえませんか」

『押入れ？　押入れって、ここの？　蛇へび娘むすめの呪具とどういう関係があるわけ』

「それを確かめたいんです。押入れの中には、婆ばあちゃんの遺い品ひんが入った、古い柳やなぎ行ごう李りがありますから、それを開けて中を見てください」

『……わかった』

　何かを察したか、耀姫はそれ以上問わなかった。

　ばさりと布団をめくる音と一いつ緒しよに、ぐるにゃあ、というモサコさんの鳴き声がした。

　次いでがらりと襖ふすまを開け、がたがたと何かを動かすような音が続く。

『!?』

　しばし後、耀あき姫ひめが鋭く息を吞のむ音が響ひびいた。

『……あった……烏え帽ぼ子しと、扇おうぎ……柳やなぎ行ごう李りの中に』

　やはり、と広ひろ人とは息を詰める。

『どうして、分かったわけ』

「みんなに出会った経緯いきさつを思い出してみたんです」

　広人はささやく声で答えた。

「最初は守もり宮みやさんがねこがみさまの霊れい気きで封ふう呪じゆを解かれ、次に妖あやかしの気配が他ほかにもあるとねこがみさまが柏かしわ手でを打って、夜や刀とさんとミミさんが出現したんです。次いで、婆ばあちゃんが遺のこした舞まい衣い裳しようが押入れに入ってることも思い出して……それで、もしかしたらと」

『ってことは……』

「ねこがみさまの力で出現した時に、もう夜刀さんの封呪は半分かた解けてたんです。屋根裏部屋の斎いみ唐から櫃びつを開けた時からじゃなかったんですよ」

　沈ちん黙もくがつと落ちる。

『……どうりで、屋や敷しきの中を散々探しても見つからないわけよね』

　耀姫はふうっとため息をついた。

『けど、この烏帽子と扇自体には、何の妖よう気きも霊気も感じられないんだけど』

「たぶん、他の呪じゆ具ぐとそろうことで意味があるんだと思うんです。耀姫さんもいってましたよね。一いつ緒しよにしておくより別々に分けて隠かくした方がいいって」

『まあ確かに。でも、あの太刀たちはすごい妖気があったよね』

「夜刀さんの呪じゆ力りよくを吸い取ったんじゃないでしょうか。俺おれが最初に見た時は、何も感じなかった。ただの刀だった。たぶん……婆ちゃんが二重の仕掛けをしといたのかも」

『蛇へび娘むすめを封じる呪具を別々にした上で、うっかり太刀の封呪が解けても妖よう力りよくを吸い取るようにしといたってわけか。やるじゃん、氏うじ子こさんのお婆ちゃん。……それで』

　耀姫が重苦しい声で訊きいた。

『どうするわけ、コレ』

　広人は答えに窮きゆうする。それが一番大事な問題だった。

「夜刀さんは、妖力のあった時の幼おさない姿に戻りたがっています」

　考えつつ、広人は答えた。

「今の状態は自分が自分じゃないようで、とても恐ろしいと。でも菅すが原わらさんには、元に戻ることはできない、とどまるか、あるいは進むかの二に択たくしかないといわれました」

『つまり蛇娘は、今の大きい姿のまま、一か八ばちか封呪を解いてみたいと思ってるの？』

「そうです。でも、それは危険ですよね。今日きよう菅原さんが榊さかき家けに来てくださったんですが、やはり呪具を見つけたら、処分する方がいいといわれました」

『蛇へび娘むすめの本性を考えたら当然よね。けど──氏うじ子こさんはそうしたくないんだ？』

　ずばりと耀あき姫ひめはいった。広ひろ人とは一いつ瞬しゆん口をつぐむが、ふっと息を吐はいた。

「はい。できれば、俺おれは夜や刀とさんの希望を叶かなえたいです」

『難しくない？　それ』

　広人は携帯を握にぎりしめる。反論の余地もないほど当たり前の指摘だった。

　考え込む広人の耳に、思いがけない言葉が飛び込んだ。

『じゃあ、あたしが呪じゆ具ぐを預かってあげる』

「え!?」

「氏子さんがどこかに隠かくしても、みっちゃんにはきっと分かっちゃうし。だから、あたしが呪具を預かって隠してあげる。氏子さんに知らせないで、知らない場所に」

「ですけど……」

　広人は激しく迷った。だが今現在、他ほかの案は見当たらない。

「……分かりました。その間、俺も他の方法がないか探してみます」

『──本当にいいの？』

　なぜか耀姫は、いたずらっぽい口く調ちようになった。

『そんな素直に預けちゃって。あたし、みっちゃんの側かもしれないとか考えないの？』

「へ？　いや、そんなこと……全然」

　広人は戸と惑まどいの声を上げた。

「もうずっと一いつ緒しよにいるから、すっかり家族の一員みたいな気ですし」

『へえ……ふぅん、そっかあ……うん、そうね、そうよね！　一員よね！』

　耀姫が、ふいに明るい声になる。

『んもう、しょーがないなあ、そこまでお願いするなら訊きいてあげるしかないし！』

「あ、耀姫さん？」

　うきうき浮かれる声に、広人は面めん食くらった。

『じゃ、この扇おうぎと烏え帽ぼ子しは預かっておくけどさ』

　耀姫はちょっと声を落とした。

『蛇娘にはまだ見つかったって話さないで。むろん、他の相手にもね。みっちゃんにバレないためにも、知ってる人が少なければ少ない方がいいもん』

　広人はあまり気が進まなかった。

　みんなに隠し事をするのも、夜刀に希望を持たせられないのも。

　しかし感情はさておき、彼女の理屈は正しい。

「分かりました。お願いします」

　見えないのを分かっていて、広人は深く頭を下げた。

　携帯の通話を切り、緊きん張ちように詰めていた息を大きく吐き出す。

　そうしてから、広ひろ人とは暗い屋や敷しきの中へと戻っていった。




　──榊さかき家けの整理は、とどこおりなく終わった。

　金きん狐こ一族の多大な協力により、不必要な物は全すべて運び出され、処分され、暗くごたついていた屋敷の内部は、見違えるようにすっきりと片付いてきた。

　そして、次の週末の土曜日。

　広人たちは榊の屋敷に泊まりがけで、仕上げの片付けに訪れた────
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「んーむ、天気が優れませぬな。せっかくのお泊まりですのに」

　長い坂道を登りながら、ねこがみさまが両手を差し出す。

　広人は頭上を振り仰あおいだ。

　午後の空は灰色の雨雲に覆おおわれて、西の方角には黒雲がわだかまっている。

　この様子だと夕方にはまた激しい雨になりそうな気配だった。

「準備期間が短かったわりにスムーズに進みましたわよね、アンティークカフェ計画」

「金狐の皆さんのお仕事のおかげですよねえ、すごいですぅ」

　ミミとユキメが、歩きながらのんびり言葉を交わす。

「それで、カフェの開店はいつになったのよ？」

　隣となりを歩く夜や刀とが小首を傾かしげた。その拍ひよう子しに真まっ直すぐで艶つややかな黒くろ髪かみが揺れる。

「ああ、天気が不安定な今月は避さけて、梅つ雨あ明ゆけ後の七月半ばに決まりました。榊さんもさすがにそのぐらいには、仕事が終わるからって」

「それなら、招しよう待たい客きやくも天候の不安なく来られまするな」

　前を行くねこがみさまがくるんと振り返り、後ろ歩きで坂を登りつついった。

「大だい盛せい況きよう、間違いなしでありまする！」

「ですけれど、どうして招待客オンリーなんですの」

　ミミが不思議そうに訊きいた。

「一般に公開した方が、多くの来客が見込めませんこと？」

「今回のカフェの目的は収入じゃないんですよ。もちろん、有あ里り間ま区の文化財保護のために寄き付ふはもらいますけど、一番は付つく喪も神がみさんたちの貰もらい手探しですから」

「だったらぁ、なおさら大勢の人が来た方がいいと思いますけどぉ」

　心配そうにいうユキメに、広人は笑いかける。

「でも、興味本位や転売目的の人が来てもらっても困るじゃないですか。付喪神さんたちが安心して暮らせるような家でないと」

「そっかぁ、そういわれればそうですよねぇ」

「しかし、だいぶ屋や敷しき内ないもすっきりいたしましたね」

　モサコさんを抱だいた守もり宮みやが、後ろから声をかけた。

「古こ材ざいまで金きん狐この方々が引き取ってくださいまして、残りは古こ美術品と古こ道どう具ぐのみ。以前の姿を知っている身としては、何やら感かん慨がい深ぶこうございます」

「あれはちょっと多過ぎたのよ。榊さかきは溜ため込み過ぎだったのよ」

　夜や刀とは肩かたをすくめてつぶやく。

「榊は収集魔まの上に、捨てられない性さがだったのよ。冬眠前のリスよりひどいのよ」

「ほんとに婆ばあちゃんとは正反対だなあ……」

　広ひろ人とはいまだ榊と直接声も顔も合わせていない。

　電波が届きにくい場所にいるようで、なかなか電話もつながらないのだ。

　いったいどんな人物だろう──来月の初顔合わせが、楽しみなような怖いような。

「とはいえ、榊さまはおりん様と、ある意味似ておられました」

　守宮が静かな声で語った。

「あの方は血けつ縁えんに恵まれず、ほとんど天てん涯がい孤独でございます。ですから、たくさんの古道具や付つく喪も神がみたちをそばに置くのを好まれるのではないかと」

　広人が振り返ると、守宮は優しいまなざしで見返した。

「おりん様も幼い頃に、霊れい能力の修行で親元を離れたとか。われらのような妖あやかしを集め、一いつ緒しよに暮らしたのも、家族との暮らしにあこがれておられたのでしょう」

「……そっか」

　広人は前に向き直り、曇り空を見上げた。

　祖母も榊も、そうやって孤独を埋うめるために周りを埋めていったのだろう。

　自分も、血縁の薄うすさなんて変なところが似ている……。

「勝手に家族にされて、夜刀は迷めい惑わくだったのよ。調ちよう伏ぶくした妖しは全部『うちの子』扱いで離さなくて、ほんとおりんも強引で欲張りだったのよ」

　夜刀がつーんとしていった。守宮がふっとほほ笑む。

「私も驚きました。大雨で山崩くずれが起こってはらはらしておりましたら、泥どろだらけのおりん様が、やっぱり泥だらけの夜刀どのを抱かかえて山を降りてこられて」

「あら、それって夜刀さんが調伏された時のお話ですわよね」

「えー、すごそうなお話ですねえ。ユキメ、ぜひ詳くわしく聞きたいです！」

「いいのよいいのよっ、聞かなくって別にいいのよっ」

「確かに負けた時のことなど、知られたくはございませんね。分かります、夜刀どの」

「まま、負けてないのよっ、もう少しでババアなんかめっためたにできたのよっ」

　広人は笑いがこみ上げた。ねこがみさまも噴ふき出した。

　夜や刀とが両手をぶんぶん振って弁解すればするほど、みんなは笑った。

　一名を除のぞいてなごやかな空気のまま、一いつ行こうは坂を下る。

　やがて、紫陽花あじさいに囲まれた榊さかきの屋や敷しきが見えてきた。

「そういえばこの一週間、耀あき姫ひめって全然アパートに来なかったのよ？」

　夜や刀とがちょっと眉まゆをひそめていった。

　ぎくりと広ひろ人とは身を強こわ張ばらせた。ねこがみさまも首をひねる。

「んむ、その通りでありまする。あれほど入り浸びたっておりましたのに」

「いればいたで小うるさいですけど、いないと物足りないですわよね」

「耀姫さんがいないとぉ、トランプで大負けする人いなくてつまらないですよぉ」

「変なのよ。広人、何か知らないのよ？」

　夜刀が広人をのぞき込むようにして訊きいた。広人の背中を冷や汗あせが流れ落ちる。

　幸い答える前に、一行は屋敷に到着した。

「お待ちしてました、鰹かつお屋やさん、みなさん」

　木き戸どが開き、筐はこが現れて一礼した。

　相変わらずつつましやかな和服の美少女──と思った広人はふと目を見開いた。

　筐の髪かみに、紫陽花の小さな房ふさが髪かみ飾かざりのように挿さしてある。

　そのせいか、彼女はいつもより華はなやいで見えた。表情もにこにこして嬉うれしそうだ。

「筐、今日きようはまた一段と愛らしゅうありまするな！」

　ねこがみさまの素直な賞賛に、筐もにっこりと明るい笑みを返す。

「ありがとうございます。さあ、どうぞ中へ……あ、鰹屋さん」

　筐が広人を呼びとめた。

「あの、春日かすがさんとは、長いお付き合いなんでしょうか？」

「春日？　ああ、そうです。小学校からずっと一いつ緒しよの仲で」

「そうですか。どうか筐が喜んでたって、お礼をお伝えください」

　ぺこりと筐はお辞じ儀ぎをすると、先に立って歩き出した。

「春日に、お礼……？　何かしたのかな」

　首をひねりつつ、広人はみんなと一緒に玄げん関かんへ向かう。

「──あれ？」

　玄関の引き戸の前で、鰹屋家一同は立ち止まった。

　入口の柱に、紫陽花を生けた小さな竹たけ籠かごが掛けてある。

　竹籠は丸みのある愛らしい形で、細かい編目の隅すみ々ずみまで綺き麗れいに磨みがかれ、つややかに光っている。素そ朴ぼくな風合いがなかなか可愛かわいらしい。

　中には水を入れた陶とう製せいの〝おとし〟が入っており、紫陽花はそこに生けてあった。

「へえ、こんな可愛い籠あったんだな。知らなかった」

「花はな筐がたみなのよ」

　夜や刀との声に広ひろ人とは振り向いた。

「花筐？」

「摘つんだ花を入れる花はな籠かごなのよ。華か道どうでも花を生ける時に使われるし、能の曲名にも花筐ってあるのよ。それにこれは……筐はこなのよ」

「え、これが筐さん？」

　広ひろ人とは花籠と、かたわらにたたずむ筐を見比べた。

　紫陽花あじさいを髪かみに挿さした筐は、恥はずかしそうにはにかんでいった。

「昨日きのうの金曜日の午後、春日かすがさんが寄ってくださったんです」

　その言葉に、はたと広人は気づいた。

「そっか。春日が、この紫陽花を生けてくれたんだな」

　確か美み薫かはお嬢じようさまのたしなみで、華道を習っていると聞いたことがある。

　さりげない美薫の気づかいに、広人は胸が温あたたかくなった。

「これが筐なのですね。とても……愛らしゅうありまする」

　ねこがみさまが、花筐を見上げて広人に語りかけた。

　感かん嘆たんの想いに輝く彼女の瞳ひとみが綺き麗れいで、広人は言葉もなくうなずく。

「可愛かわいいですよねえ、筐さん」「風合いが素す敵てきですわ」「はい、見事でございます」

　ユキメやミミ、守もり宮みやも、花筐を見つめて口々につぶやいた。

「あの、鰹かつお屋やさん。中に入って、他ほかのみんなも見てやってください」

　筐にうながされ、広人はみんなと一いつ緒しよに玄げん関かんから上がると、座ざ敷しきに向かった。

「────え!?」

　襖ふすまを開けた瞬しゆん間かん、広人は大きく瞬またたいた。

　そこにも、すっかり綺麗になった古こ道どう具ぐがずらりと並んでいた。

　どれも丁てい寧ねいに埃ほこりを払はらい、隅すみ々ずみまで磨みがかれ、仕上げ剤を塗られて輝いている。

　新品同様とはいかないが、経年の劣れつ化かがいい風合いになり、深い趣おもむきがにじみ出ていた。

　以前見た時は、どれもこれも古ぼけてくすんで見えたのに、変わるものだ。

「うん、いい感じだなあ……見てて飽あきないよ」

「ふふ、そうでありましょう？」

　広人の賛辞に、ねこがみさまが得意げに胸を張る。

「みんなでがんばったのでありまする。春日やひかる、あやのもなのです」

「そっか。俺おれ、片づけばっかりやってたから、全然見てなくて」

「なに、おかげで広人をびっくりさせてあげられたのです」

　ねこがみさまは嬉うれしそうに、くるんと回って弾はずんだ。

　明るい彼女の様子に、広人も心が弾んでくる。

「そうだ、みんな。これ見てください」

　広ひろ人とはリュックを探って角かく封ぶう筒とうを取り出し、中に入っているアンティークカフェのパンフレットと招しよう待たい状じようのサンプルをみんなに見せた。

　どちらもクラシカルな色いろ遣づかいで、ハイセンスなデザイン。

　パンフレットには古こ道どう具ぐのリストと写真や、カフェで出すメニューが記き載さいされ、寄き付ふをしてくれた企業の広告も最後尾に載のっている。とても行き届いて丁てい寧ねいな作りだった。

　ねこがみさまたちが、わっと感かん嘆たんの声を上げた。

「すごく綺き麗れいなのよ。でも……費用がかかったのよ？」

「実はこれ、ひかるさんがお母かあさんと一いつ緒しよに作ってくれたんですよ」

　夜や刀との問いに、広人は招待状を見下ろして答えた。

「ひかるさんのお母さんが、以前デザイン事務所を経営してた関係で、デザインも用紙も印刷も残った資材と機材を使ったんで、ほとんど費用がかからなかったって」

「ふうん、ひかるったらなかなかやるのよ」

「ひかるも、あやのも、春日かすがも、みんな心こころ映ばえの良い女子なのです」

　ねこがみさまが、招待状を見つめてしみじみといった。

　それから、彼女は美しく磨みがかれた古道具たちを見回した。

「これなら、きっと貰もらい受けたいと望む者が多いでありましょうな」

「ええ。きっとどこに行っても、大切に愛されるはずです」

「もちろんなのよ。みんなを可愛かわいがらなかったら、夜刀が許さないのよ」

　三人は声もなく古道具たちを眺ながめる。

　年とし経へた道具たちの、古こ色しよく蒼そう然ぜんとした深い輝きを愛めでるように────

「うわっ、遅くなっちゃった！　ねえねえ、外、雨降ってきたし！」

　というしみじみした空気を破って、スクールバッグを持った耀あき姫ひめが飛び込んできた。

　ねこがみさまが目を丸くして、夜刀は呆あきれ顔で、そろって振り返る。

「久しぶりでも相変わらず騒さわがしい女子でありまするな、そなた」

「なによ、わざわざ手伝いに来てあげたのに。今日きようも泊まりで掃そう除じでしょ」

「ほんと～なのよ？　先日みたいに宴えん会かいだけ張り切るつもりじゃないのよ？」

「ま、まあまあ。それよりそろそろ掃除と、古道具のチェックを始めましょうか」

　広人が声を上げると、みんなはそれぞれの持ち場に向かった。

　自分も──と広人が動こうとした時、後ろから袖そでを引っ張られた。

「氏うじ子こさん。ちょっといい？」

　耀姫だった。彼女は広人の腕うでを取って暗い廊ろう下かに出ると、顔を寄せて声をひそめた。

「あのさ、蛇へび娘むすめのことなんだけど」

「どうかしたんですか。まさか菅すが原わらさんに呪じゆ具ぐのことが……」

「心配しないで。隠かくし場所も気づかれてないよね。だってあれ自体は妖よう気きも霊れい気きもないただの道具だもん。でも考えたんだけどさ、封ふう呪じゆを解くのは……どうかなって」

　深刻な言葉に、広ひろ人との胸がぐっと重苦しくなる。

「……やっぱり、無理でしょうか」

「そりゃ、封呪を解いて元に戻ればいいよ？　だけどその保証はないじゃん。たとえ居い心地ごこち悪かろうが、このままの姿でいた方が安全だと思うけどな」

「確かにそれはそうですけど、でも……」

　広ひろ人とは腕うで組ぐみをして考え込む。

　ふとある考えが閃ひらめいて、はっと目を見開いた。

「そうだ！　以前、早はや宮みや神じん社じやで菅すが原わらさんが結けつ界かいを作ってませんでしたっけ」

　二月の話だ。あの時ねこがみさまは、みっちゃんが梅ばい園えんに張った強力な結界の内部に誘い込まれたのだ。

「ああ、〝界かい繩じよう〟のこと？　そこに蛇へび娘むすめを入れて封呪を解こうって？　でもあれはみっちゃんの得意技だもん。あたしもできなくはないけど、さすがにみっちゃんほどは無理よね」

「だったらやっぱり、菅原さんを説得して協力してもらうのはどうでしょう」

「説得って、みっちゃんを？　誰が、どうやって？」

　二人は顔を見合わせた。

　そして同時に天てん井じようを振り仰あおぎ、みっちゃんのドＳ的氷のまなざしを思い浮かべた。

「うん、がんばって、氏うじ子こさん！　応援だけはしてるし！」

　耀姫は、ぽんと肩かたを叩たたいて無責任に励ますと、奥へ走っていく。

　うぐぅう、と広人は斜めに傾いてよろめいた。

「説得……できるのか俺おれに……でも夜や刀とさんのためだし」

　ぶつぶつつぶやきながら、広人もよろよろと掃そう除じに向かった。




「筐はこ？」

　箒ほうきを手にしたねこがみさまは、玄げん関かんで立ち止まった。

　引き戸の向こう側で、筐がひっそりとたたずんでいる。

　彼女はうつむき、着物の袂たもとでそっと目元をぬぐっていた。

「どうしたのです、筐！」

　思わずねこがみさまは三和土たたきに降りて声をかけた。

「ねこがみさま？」

　はっと筐は振り返る。その瞳ひとみは涙なみだに濡ぬれていた。

「こんな場所で一人で泣いておるなんて、何があったのです？」

「すみません。恥はずかしいところ、お見せしました」

　筐はこはそっと指先で目め頭がしらを拭ふくと、ねこがみさまに濡ぬれた瞳ひとみを向ける。

「ほんの少し、寂しくなっただけなんです。磨みがいてもらって、綺き麗れいに飾ってもらって、嬉うれしいはずなのに、だけど誰かに貰もらわれる日が近いんだなって、思ったら」

「筐……」

「榊さかきを安心させるって、ちゃんと決めていたのに……馬鹿ですね」

「いいのです、筐」

　そっと、ねこがみさまは筐の綺麗な指先に手をかけた。

「決めても納なつ得とくできぬことなんて、いくらでもありまする。われも……そうです」

　ねこがみさまはうつむいた。その胸に様々な想いがよぎる。

　──大事なのは、広ひろ人とを幸せにするための鰹かつお屋や家けの繁栄。

　そのために神さまとして、鰹屋家のみなと、その行く末を見守ろうと決めたのだ。

　でも、広人と言葉を交わせば嬉しい。広人と目を見交わせばそれだけで嬉しい。

　そばにいたい。本当はずっと、広人のそばに────

　ねこがみさまはぷるぷるっと首を振ると、顔を上げてにっこりとほほ笑んだ。

「情と想いが生まれたがゆえに、そなたらはここにおるのですぞ。物ではなく、者として。愚おろかなことなどありませぬ。きっと、みんなも同じ想いのはずなのです」

「ねこがみさま……」

「そうだよゥ、筐！」「筐ー」「筐ってばー」「筐ったら、水みず臭くさいよねん！」

　いきなりわっと付つく喪も神がみたちが現れ、筐を囲んだ。

「みんな……」

　筐は目を見開いた。しかし次の瞬しゆん間かん、また涙なみだがあふれ出た。

　袂たもとに顔を伏せる筐を、付喪神たちが囲んで口々に慰なぐさめ、抱だきしめる。

　ねこがみさまは優しいまなざしでその光景を見つめると、そっと背を向けた。

　そして、ぐいとジャージの袖そで口ぐちで目元をこする。

「んむ、われも張り切って掃そう除じをせねば。隅すみ々ずみまでぴっかぴかにするのです！」

　ねこがみさまは箒ほうきをかつぐと、元気いっぱいに歩き出した。





☆★☆






「うわ、やっぱ降ってきたか」

　ザアッ……という雨あま音おとに、台所の土間を掃はいていた広人は、外に目をやった。

　雨あま脚あしはたちまち強くなり、雨音も激しさを増す。

　古いガラス戸には雨風が叩たたきつけられ、ガタガタと震ふるえた。

「広人。付喪神の本体の古こ道どう具ぐたちをチェックするの、終わったのよ」

　チェック用紙を手に、夜や刀とがやってくる。

「三回見直したのよ。ちゃーんと、みんな座ざ敷しきに揃そろってたのよ」

「そうですか、良かった。後は展示するだけですね」

　広ひろ人とがほっとした時、ひときわ大きくどうっと雨あま音おとが響ひびいた。

　屋や敷しきがゆるぐほどの強さと激しさに、思わず広人たちは天てん井じようを見上げる。

「広人さま、本降りどころか土ど砂しや降ぶりでございます」

　蔵くらの整理をしていた守もり宮みやが、外から駆かけ込んできた。

「雨戸を閉めた方がよろしいでしょう。私が行ってまいります」

「あ、守宮さん。俺おれも行きますよ！」「夜刀もみんなに知らせてくるのよ」

　降り込む雨に濡ぬれながら、みんなは広い屋敷中の雨戸を閉めて回った。

　だが雨はますます強くなり、夕刻の空はいっそう暗くなる。

「閉めてない部屋、もうないかな……」

　最後の確認で広人が各部屋を回っていた時、着メロが鳴り響いた。

　広人はポケットから携帯を取り出し、液晶画面を確認する。

「あれ、春日かすが？　もしもし？」

『広人!?　もしかして今、榊さかき家けにいるの？』

　耳に当てた携帯から、美み薫かの焦あせった声が響いてきた。

「うん。俺たち今日きようはここに泊まるつもりだから」

『駄だ目めよ、アパートに帰って』

　美薫は真剣な声でいった。

『パパの話だと、そこは古い地区で下水の排はい水すい構造にかなり難があるそうよ。明あかりが丘おか駅前は豪ごう雨うで冠かん水すいしたって。この雨だと、屋敷の周辺も危ないって』

「え、危ないって……そうだ、そういえば」

　広人は甚右衛門じんえもんの話を思い出した。

「でも、それならよけいに離れられないよ。せっかく手入れした古こ道どう具ぐが心配だからさ。念のため、今のうちに屋根裏か土ど蔵ぞうの二階に移しとくよ」

『ばかいわないで。だったらわたしも今から行くわ！』

「は!?　いや、それこそ駄目だよ。いいから、俺たちだけで大だい丈じよう夫ぶだから」

　懸けん命めいに美薫をなだめ、広人は通話を切る。その刹せつ那な、また強い雨で屋敷が揺れた。

　がたん！　とあちこちの雨戸が激しい音を立てる。

「早いうちに座敷の古道具たちを移動させないと……みんな、集まってください！」

　広人はみんなを呼びながら廊ろう下かを走り出す。

　激しい風雨の音が後を追うように、暗い廊下に響き渡った。




「座ざ敷しきの古こ道どう具ぐたちを、屋根裏部屋と裏庭の蔵くらに分散して避ひ難なんさせます」

　広ひろ人とは納なん戸どに集まるねこがみさまたちにいった。

　納戸の戸口で、大勢の付つく喪も神がみが不安そうにのぞき込んでいる。

「全部屋根裏に上げてうっかり床ゆかが抜けると大変なんで、大物は俺おれと守もり宮みやさんで蔵の二階に運び込みますから。小物はねこがみさまたちが屋根裏に上げていただけますか」

「了りよう解かいでありまする。ミミ、そなたが上で受け取ってたもれ」

　ねこがみさまが指示しながら、廊ろう下かに飛び出た。ユキメや夜や刀とも続く。

　ミミは素早く天てん井じように飛び移り、落とし戸を引き開けて屋根裏に入る。

　付喪神たちは邪じや魔ましないようにさっと消えた。

「守宮さん、俺たちも。あ、ミミさん！　俺の携帯預かってください！」

　広人は屋根裏のミミに携帯を投げると、守宮と一いつ緒しよに座敷に向かった。

　二人は大きな簞たん笥すや長なが持もちをあり合わせの布で包み、裏庭を臨む縁えん側がわに運び出す。

　雨戸を開けてガラス戸を開け放つ。とたん、はっと広人は息を吞のんだ。

　裏庭は一面、水みず浸びたしだった。踏み入れれば足首まで浸つかりそうだ。

　水がこんなに押し寄せている？　いつの間に？

「広人さま、私が先にまいります」

　守宮が簞笥をかついで裏庭に降り立った。

　あわてて広人もジーンズの裾すそをまくり、小テーブルを持ち上げる。

　そのまま素足で裏庭に降りる。じゃばりと水が跳はね上がった。

　冷たさと、素足の裏が踏むぬちゃりとした泥どろの感かん触しよくに、一いつ瞬しゆん心がひるむ。

　だがためらっている暇ひまはない。広人は激しい雨を顔に受けながら前に進んだ。

　雨あま音おとに混じり、遠くからサイレンの音が響ひびいてきた。

『……有あ里り間ま区緊きん急きゆう災害警報……区民は速すみやかに防災区域への避ひ難なんを……』




　女子陣じんは廊下に並び、バケツリレーの要領で座敷から古道具たちを運び出した。

　ねこがみさまが運び出す古道具を、夜刀が受け取って廊下を走る。

「はぁう、湿しつ気けが多くて……蒸むし暑くなってきましたぁ……」

　ユキメもたゆんたゆんと胸を揺らしながら、陶器の甕かめを抱だいてきた。

　さすがに雨で涼しくても、雪ゆき女じよ郎ろうのユキメには厳しいようだ。

　面めん倒どうくさがり屋の耀あき姫ひめまで、ぶつぶついいながら小物を運び込む。

「まったく、なんであたしまで？　めんどくさいなー」

「うるさいですわよ、怠たい惰だ女め神がみ。文句をいう労力は作業にお使いなさいませ」

　屋根裏からしゅるんとミミの舌したが伸び、耀姫の腕うでから花か瓶びんを奪うばい取った。

「ミミさん、瓶さんはこちらへ」

　筐はこが花か瓶びんを受け取り、奥に運んでいく。

「筐さん、ご自分はよろしいんですの？」

「ええ、筐は軽いですから最後で結構です。それよりみんなを先に」

　みんなは黙もく々もくと作業を続けた。次々と座ざ敷しきの古こ道どう具ぐは運び出され、数が減っていく。

「まだありますの!?　ちゃんと全部あるか、最後に確認してくださいませね」

　しばらく運うん搬ぱんを続けた後、屋根裏からミミの声が落ちた。

　夜や刀とが籐とうの箱に入った食器を運び入れつつ、上に叫んだ。

「わかってるのよ。もう終わるとこなのよ」

「やっと終わり？　ああ、疲れたぁ」「ユキメも疲れましたぁ、暑いですぅ……」

　ぐったり、と耀あき姫ひめとユキメは梯子はしご段だんに寄りかかった。

　それを尻しり目めに、夜刀は納なん戸どから廊ろう下かに出る。

　天てん井じようから下がる古い電球が揺れて、壁に映る夜刀の影も揺らした。

　風雨は一段と強く、激しくなり、高い天井には風の音がこだましている。どこからかぽたぽたと水が垂たれる音も聞こえた。屋根が破れたのだろうか。

「夜刀！　これで終わりですぞ」

　廊下の向こうからねこがみさまが大絵皿を抱かかえてやってきた。

「ねこがみさま、筐が残ってるのよ」

「筐？　もう屋根裏に上がっているではありませぬか」

「自分を自分で運ぶなんてできないのよ。できるなら今みんな、自分で運べてるのよ」

「あっ、そうでありました。すぐに玄げん関かんから運んでまいりまする！」

　しかしその時──ふっと灯あかりが消えた。

　停電か、漏ろう電でんか。

「筐さん？　どこですの、どこに行ったんですの!?」

　ミミの焦あせった声が響ひびく。ねこがみさまと夜刀は闇やみの中で息を吞のんだ。

「われが見てまいりまする。みなに屋根裏に上がっておれと伝えてたもれ！」

「ねこがみさま!?」

　夜刀に大皿を押しつけ、ねこがみさまは背を向けて駆け出した。

　暗い廊下を駆かけ抜け、玄げん関かんまでやってくると、はっとねこがみさまは足を止める。

　土ど間まは水に浸つかっていた。あと少しで床ゆか上うえまで達するに違いない。

「は、早う筐を運ばねば……」

　ざぶりと水に足を踏み入れ、ねこがみさまは引き戸を開けて外に出る。

　とたん、激しい風雨が吹きつけた。腕うでを上げて雨を避さけながら、彼女は柱を見上げる。

　しかし、柱に掛けてあったはずの花はな筐がたみはどこにも見当たらない。

　ねこがみさまは辺りを見回すが、どこも見渡す限りの水だった。

「……あ!?　あんなところに!?」

　風に落とされたのか、花はな筐がたみが少し離れた水面に浮かんでいた。

　迷わずねこがみさまは、水に浸つかった玄げん関かん先の段差を降り、さらに深い水に踏み込む。

　腰こしまで浸かりながら、彼女は精一杯腕うでを伸ばし、なんとか花筐を引き上げた。

　花筐を腕に抱だきしめ、ねこがみさまはほっと笑いかける。

「ふぅ、もう大だい丈じよう夫ぶですぞ、筐はこ。さあ、みなのところへ……」

　まさにその瞬しゆん間かんだった。

　ひときわ水があふれ、どっと押し寄せた。

　ねこがみさまの足元がさらわれ、ずるりと滑すべった。

「!?　ああっ…………!?」

　ねこがみさまが体勢を崩くずして倒れる。

　高い水しぶきが上がり、その上を新たな水があふれて覆おおった。




「……よっと、これ、で、終わった、かな」

　太ももまで浸かりながら、広ひろ人とはざぶざぶと水をかいて歩く。

　裏庭も、屋や敷しきの床ゆか上うえも、すっかり水に浸かっていた。

　広人は豪雨降り注ぐ真っ黒な空を振り仰あおぐ。

　絶え間なく鳴り響ひびく災害警報のサイレンが、激しい風に混じって聞こえてくる。

「広人さま、われらも早く屋敷から離れた方がよろしゅうございます」

「そうですね。みんなを連れてここから出ましょうか」

　広人と守もり宮みやは縁えん側がわから上がると、水浸びたしの廊ろう下かをたどって納なん戸どに向かった。

「みんな、今終わりました！」

　納戸へ入り、広人は開け放たれた屋根裏の落とし戸へ叫んだ。

「広人！」

　真っ先に夜や刀とがのぞいた。無表情なのに声は切せつ羽ぱ詰つまっている。

「氏うじ子こさん、大変よね！」「ひ、広人さあん！」

　耀あき姫ひめが焦あせった顔で、ユキメが半泣きで、落とし戸から見下ろす。

　モサコさんも「ぐにゃぅ……」と心細げな声で顔を見せた。

　──その中に、見えない顔があるのに広人は気づく。

　ふいに足元の水が冷たく、重くなる────

「ど……どう、したんです、いったい何が……」

「ねこがみさまが、戻ってこないのよ！」

　夜刀が叫んだ。耀姫が震ふるえる声で続けた。

「あの和服娘むすめを探しに、玄関に行ったままよね」

「い、今、ミミさんが天てん井じようを伝って探しに……あ、広ひろ人とさぁん！」

　ユキメの悲鳴のような呼び声を背に、広人は納なん戸どを飛び出した。

　足首にまとわりつく重い水を必死に跳はね上げ、彼は真まっ直すぐに玄げん関かんを目指す。

「ねこがみさま、筐はこさん！　どこですの！」

　ミミの声が廊ろう下かの向こうから聞こえた。普通の声ではない。焦あせりと恐怖に震ふるえている。

　それが広人の恐れを一気にかき立てた。

　彼は盛大に水を跳ね散らかして玄関先に向かった。

「ああ、家や主ぬし！」

　いつも取り澄すましたミミが、泣きそうな声で天てん井じようから振り返る。

　広人は即座に水に浸つかった土ど間まに降り立ち、急いで外に出る。

　容よう赦しやなく打ちつける激しい風雨の中に出たとたん、はっと広人は立ち尽くした。




　外は────一面の水だった。




　黒い泥どろ水みずが渦うずを巻いてどうどうとなだれ込み、すべてを覆おおい隠かくしている。

　この悲ひ惨さんな光景の中に、ねこがみさまと筐の姿は、どこにも見えなかった。

　ただ、水に浮かんでくるくると回る紫陽花あじさいの一ひと房ふさだけが、二人のいた名残なごりだった。







[image: 第七話　蛇は寸にして大海を吞む]




　がく然として広人は立ち尽くした。

　じゃぶっと水を跳ね上げて一歩踏み出す。その拍ひよう子しに膝ひざの力が抜けそうになる。

「広人さま！」

　守もり宮みやの声がして脇わきの下を支えられ、かろうじて膝をつくのをこらえた。

「──ミミさん」

　異様なまでに冷静な声が、広人の唇くちびるから生まれた。

「本当にねこがみさまはここにいたんですか。屋や敷しきの別の場所にいませんか」

「あ……み、見てきますわ！」

　ミミは即座に天井を伝って走っていく。

「広人……っ」「広人さぁん！」「氏うじ子こさん、化ばけ猫ねこたちははどうなったの!?」

　夜や刀ととユキメと耀あき姫ひめが現れ、口々に問いかける。

　だが広人は答えず、守宮の腕うでを振り払はらって一歩前に踏み出した。

　彼は目を見開き、暗い庭に渦うず巻まく水を必死に見回す。

　けれどそのどこにも、ねこがみさまの姿は見当たらない。

　しばし後にミミが戻ってきた。

「い、今一ひと通とおり見て回ってきましたわ。でも……でも、どこにも」

　わななくミミのその声を、広ひろ人とは無言で背中で受ける。

「……電話を」

「え？」

「電話を。消防署に連絡してください。増水で行方ゆくえ不明が一名──いや、二名って」

　広人は抑よく揚ようのない声で告げると、下げ駄た箱ばこの靴くつを履はいて、ざぶりと深い水に踏み込む。

「俺おれは今から、ねこがみさまを探してきます」

　その言葉に、耀あき姫ひめたちが悲鳴のような声を上げた。

「探すって、この水の中を!?　行方不明が三名になるだけじゃん！」

「そうですわ、家や主ぬしは生なま身みですのよ。危険すぎますわ！」

「ユ、ユキメができる限り水を凍こおらせてみたら……」

「何いってんの、こんな増水、海を凍らせるようなもんよ！」

　耀姫とミミとユキメがいい合う中、夜や刀とは広人に歩み寄った。

「広人。夜刀が行くのよ、夜刀は今、妖よう力りよくも何もないけど」

　広人の前に回りこみ、蛇へびの少女は懸けん命めいにいった。

「もとは水を司つかさどる大だい蛇じやなのよ。きっと、きっと何かできるはずで────」

「駄だ目めです。みんなと屋根裏に退たい避ひしていてください」

「駄目なのよ、広人こそ駄目なのよっ」

　夜刀はがばっと広人に抱だきつくと、震ふるえる声でいいつのった。

「ごめんなさい、なのよ。ごめん……なのよ、広人……」

「夜刀さん……」

「夜刀に妖力があったら、こんな水どうにでもなったのよ。全部堰せき止めて、雨も風も止めて、有あ里り間まの水も全部干ひ上あがらせて、そしたら簡単にねこがみさまも筐はこも見つかっ……」

「そんなことはさせません」

　広人は夜刀の肩かたを片手で抱いた。

「たとえ妖力があっても、夜刀さんにそんな大それたことはさせない。だって、菅すが原わらさんはこういってたじゃないですか」

　強い雨にずぶ濡ぬれの唇くちびるを開き、広人はいった。

「人も妖あやかしも神も世界の一部。あるべき自然の力を超えて現象を引き起こそうとするならば、必ず何らかの代だい償しようがあるって。夜刀さんがそんなに大きな力をふるえば、どんな代償があるか分からない。最悪夜刀さん自身に……そうしたら、俺は……」

　ぐっと広人は夜刀を抱き寄せ、顔を伏せた。

「お願いです、みんなと避ひ難なんしていてください。失うのが──失うのがねこがみさまだけじゃなかったら──俺おれは堪たえられない。絶対に堪えられない、そんなこと」

　そういうと、広ひろ人とは夜や刀とを突き放した。

「広人！」

　夜刀の声を振り切り、広人は水をかき分けて歩き出す。

　夜の闇やみと降り注そそぐ滝たきのごとき雨に、彼の背中はたちまち見えなくなっていく。

「みなさまは屋根裏へ。どうかお早く！」

　守もり宮もやはそういうと、水しぶきを上げて広人を追った。

　夜刀はうなだれた。後に残るミミやユキメは、言葉もなくぼう然と見送る。

　耀あき姫ひめは、何かを迷うように唇くちびるを嚙かみしめる。

　その時、ふいに彼女の携帯キャリーケースから、着メロが鳴り響ひびいた。

「えっ？　誰……って、みっちゃん!?」

　あわてて耀姫は応答する。

『……今、榊さかき家けですか』

　冷れい徹てつな声が響いてきた。

「そ、そうだけど」

『避ひ難なん警報は聞いたでしょう。なぜ速すみやかにそこを離れないのです』

「そんなこといってる場合じゃないよね、化ばけ猫ねこと付つく喪も神がみが水に吞のまれたの！」

『それがどうしました』

　冷たい返事に、一いつ瞬しゆん耀姫は言葉を失う。

「それがって!?　二人とも水に吞まれて流されてどうなったかわかんないのよ！」

『だからといってうかつな行動はしないことです』

　みっちゃんの声は温度を下げる。

『神じん通つう力りきをふるって水すい禍かを遠ざけるような──ね』

　耀姫は絶句する。しかし即座に憤ふん然ぜんといい返した。

「どうして、そうしちゃいけないのよ」

『大きな災わざわいを神通力で避さけようとすれば、必ずどこかに影響が出る』

　ぐっと耀姫は唇を引き結んだ。みっちゃんは冷れい酷こくに続ける。

『広人くんにもいいましたが、それは川を堰せき止めるのに山を崩くずすようなものです。この地で水禍を避けても、別の地に災いが及ぶかもしれない。そうすれば、そこを守る土と地ち神がみともいさかいになるし、その地にひそむ荒あら魂みたまも迷い出る可能性もある』

「じゃあ、何のためにあたしたちはいるわけ!?」

　耀姫は叫んだ。

「人間に祀まつられて、崇あがめられているのに、何も──何もできないなんて……!!」

『恩恵を与えるために祀まつられているとでも思っていたのですか』

　鋭く冷たい声が、耀あき姫ひめの耳じ朶だを容よう赦しやなく打った。

『思い出しなさい。もとはわれらは荒あら魂みたまだったのです。その脅きよう威いを鎮しずめ、なだめるために〝神〟として祀られたのですよ。そして以前、広ひろ人とくんがいったことはある意味正しい』

　諭さとすようにみっちゃんはいった。

『われらは人の祈いのりを受けとめるために存在する。だがそれだけではない、人の憂ゆう苦くを引き受けるためもある。われらの役目はそれだけです。それ以上のことはできない』

「憂苦って……」

『人の力が及ばぬ災さい禍かの源とみなされることです。なぜ神はいるのか、いるならば、なぜこんな悲劇をもたらすのか。神に慈じ悲ひなどない。神こそ全すべての悪あく因いんだ──とね』

　耀姫の携帯を握にぎる手が大きく震ふるえた。

「……ご立派すぎるよね、みっちゃん」

『そう努めなくて、何が神です』

　みっちゃんは追い打ちをかけるように、声を高めた。

『それから、例の封ふう呪じゆの件。速すみやかにこちらに渡すか、さもなければ処分を勧めます』

「！　どうして知ってるのよ!?　呪じゆ具ぐを見つけたって……」

『あなたは噓うそが下手へたなのですよ。とにかく、即刻その場を離れるように』

　無情な一言を残し、通話が切れた。

「耀姫」

　名を呼ばれて、はっと耀姫は振り返る。

　背後に夜や刀とが立っていた。切れ長の瞳ひとみで、彼女はじっとこちらを見つめている。

「今の話……本当なのよ」

　夜刀の問いに耀姫は目をそらした。何の話か問い返すまでもない。

「みっちゃんの話も、少しだけど聞こえたのよ……耀姫」

　耀姫は目を合わせない。夜刀が今から何をいうか、火を見るより明らかだった。

「お願いなのよ、耀姫。それを──夜刀に渡して欲しいのよ」

「で、できるわけ、ないじゃん！　そんなこと！」

「ねこがみさまと筐はこを助けたいのよ。広人だって危険なのよ」

　じゃぶっと水を蹴けり、夜刀は一歩近づいた。耀姫は顔をそむけたまま一歩退しりぞく。

「神さまが何もできないなら……夜刀がするのよ。お願いなのよ、耀姫」

「あ、あんた、分かってるの!?」

　目をそむけ、叫ぶように耀姫はいった。

「呪具を返して封呪を解いたら、自分がどうなっちゃうか分かってるの!?」

「分からないのよ。でも、耀姫には予想はつくのよ」

　静かな声に、耀あき姫ひめは目を戻す。

　闇やみの中から、光を放つ双そう眸ぼうがこちらを見つめていた。

「……封ふう呪じゆを解いても、あんたが氏うじ子こさんたちを助けられるか分かんないよね」

　光る瞳ひとみを真正面から見み据すえ、耀姫はいった。

「荒あらぶる霊れい威いに変へん貌ぼうして、もっととんでもない災さい禍かを引き起こすかもしれないじゃん！」

「そしたら、耀姫が退治すればいいのよ」

　はっと鋭く耀姫は息を吞のんだ。後ろで見ていたミミとユキメも凍こおりついた。

　夜や刀とは目をそらさず、淡々といった。

「夜刀を退治するのと一いつ緒しよに、水すい禍かを治めればいいのよ。この災禍は夜刀が引き起こしたもので、耀姫は退治しただけだってことにすれば、神じん通つう力りきをふるっても言い訳になるのよ」

「そんな茶ちや番ばん、誰が信じるのよ！」

「少なくとも他ほかの土と地ち神がみへの建て前にはなるのよ。それとも」

　夜刀は、切れ長の瞳をすっと細める。

「まさか神さまのくせに────八つ首の龍りゆうのくせに、蛇へび一いつ匹ぴき手に負えないのよ？」

「上等じゃない、この蛇！　だったら望み通り退治してあげるよね！」

　ふいに耀姫は夜刀の手首をつかんで身をひるがえした。

　二人は相あい前後して、暗い廊ろう下かを水を跳はね上げて走る。

　納なん戸どへ入り、耀姫は屋根裏へ続く梯子はしごを駆かけるように上った。

　がたがたがたん、と物音がしたかと思うと、彼女は布に包んだ太刀たちとスクールバッグを手にばしゃん！　と屋根裏から飛び降りる。

　上からモサコさんが「くるにゃー……」とか細い声で鳴いて顔を出した。

「モサコさん、危ないから奥へ入ってるのよ」

　夜刀はモサコさんに手を振ると、耀姫と一いつ緒しよに納戸の外へ走り出た。

　廊下を駆けつつ、夜刀は耀姫が持つスクールバッグに目をやる。

「そんなとこに入れてたのよ。全然気づかなかったのよ」

「神社に置いておくわけにいかないし、潜せん隠いんの呪じゆをかけて持ち歩いてたの」

　二人は玄げん関かんに駆け戻る。

　強い風雨が吹き込む外に出ると、耀姫はバッグから烏え帽ぼ子しと扇おうぎを取り出した。

　夜刀は受け取り、烏帽子をかぶって扇を帯おびに挟はさむ。

「……はい」

　霊れい気き避よけの布をほどき、耀姫は差し出した。

　布の中には、一ひと振ふりの太刀が入っている。

　柄つかに赤い糸を巻きつけ、金こん銅どうの総そう金かな具ぐをつけた、儀ぎ式しき用の美しい黒くろ鞘さやの太刀だ。

　夜刀は一いつ瞬しゆんためらう。

　しかし即座に手を伸ばしてそれをつかんだ。

　ずしりと重い感かん触しよくが手に伝わる。彼女は素早く太刀たちの緒おを巻き、腰こしに佩はいた。

　身に着けたとたん、かすかに太刀の総身が輝く──────

　と思うが否や、ふいに身の内に熱い力が沸き上がった。

　それまで感じていた不安と頼りなさは、一気に雲む散さんする。

　と同時に、暗かった視界がまるで光が射したように彼方かなたまで開けた。

　みなぎる力に押され、夜刀は強く一歩踏み出す。手首に巻いたこよりがはらりと落ちた。

「……夜刀さん！」

　ミミの声が背後から響ひびいた。

「ねこがみさまの言葉、夜刀さん……どうか、忘れないでくださいませね」

　夜刀は答えなかった。振り返ることもしなかった。

　次の瞬しゆん間かん、彼女は豪ごう雨う降り注そそぐ暗い庭へ飛んだ。

　水音はしない。水しぶきもしない。

　暗くら闇やみの中へ、緋ひ袴ばかまと水すい干かんの少女は一いつ瞬しゆんで消えた。

「夜刀さぁん……」

　ユキメが水の中へ座り込んだ。ミミは天てん井じようから無言で見送る。

　耀あき姫ひめは腕うで組ぐみをして、闇やみの彼方をじっとにらみつけた。





☆★☆






　行けども行けども、広ひろ人との行く手に現れるのは泥どろ水みずばかりだった。

　彼はずぶ濡ぬれになって坂道にたどりつき、荒い息で背後を振り返る。

　川の水は、眼下いっぱいに広がっていた。

　見慣れた風景は濁だく流りゆうに吞のみ込まれ、どこが川でどこが道かも分からない。

「ねこがみさま……」

　冷え切った唇くちびるから、震ふるえる声が滑すべり落ちる。

　濡れた体は石のように重く、関節は冷えたせいでがちがちに固まっている。

　それでも彼は、もう一度渦うず巻まく水の中に足を踏み入れようとした。

「広人さま、いったんどこかへ退たい避ひを！」

　守もり宮みやに腕をつかまれ、広人は引き留められた。

　それを振り切って、広人は前に進もうとする。だがつかまれた腕はびくともしない。

「お願いでございます。今のままではお二人を見つけるどころではございません」

　再度、守宮は懇こん願がんするようにいった。

　だが広人は強く首を振った。駄だ々だっ子このように激しく、何度も。

　──分かっていた。

　分かり過ぎるぐらい、分かっていた。

　分かっていたのに、ただ黙だまって見ていることができなかっただけだ。

　すべてを覆おおい、地形すら変えてしまう、この圧倒的な水と風と雨の中で、二人の少女を見つけ出す術すべなど何もないと、ちゃんと分かっていたのだ。

　ねこがみさまを助け出すなんて不可能だと、ちゃんと……。

　その瞬しゆん間かん、広ひろ人とは心の芯しんまで凍こおりついた。

　祖母が危き篤とくだと聞いたあの時の恐ろしさがよみがえった。

　失ってしまう、すべてを。

　やっと見つけ出した、何よりも守りたいものを。

　そばにいてくれるだけで、身の内を温あたたかくしてくれるものたちを────！

　ふいに激しい嗚お咽えつがこみ上げた。

　とっさに広人は口元を押さえ、必死にそれを吞のみ下す。

「す……すみ、ません、守もり宮みや……さん」

　押さえた手の下から、弱々しくくぐもる声で広人はいった。

「俺おれは、家長なのに……みんなを、守らないと……いけないのに、こんな……」

「何をおっしゃいます、広人さま」

　守宮がぐっと広人の肩かたを抱だきしめた。

「あなたは私たちを家族と呼んでくださった。様々な場面で、あなたは家長としての責を負ってくださった。ならば私たちこそ、あなたを支え、お守りすべきです」

「でも……！」

「私たちは幼おさな子ごではない。あなたが何もかも一人で負う必要などございません」

　広人は歯を食いしばる。それから、かすかにうなずいた。

「とりあえず、いったん屋や敷しきに戻りましょう。ここは危険で……」

　守宮の声が止まった。同時に広人も顔を上げる。

　今────たった今どこかに、何か巨大な気配が生まれたことに気づいたのだ。

　二人はそろって増水した川を見下ろす。

　その瞬間、広人の背筋にこれまで感じたことのない怯おびえが這はい上ってきた。




　……夜や刀とは、荒れ狂う暗い川かわ面もに立っていた。

　全身に激しい雨を受けながら、彼女の体はまったく濡ぬれていない。

　水すい干かんの袖そでと緋ひ袴ばかまの裾すそをひるがえし、黒くろ髪かみをなびかせ、少女は雨の彼方かなたを見み据すえる。

　彼女は理解していた。

　後戻りできない境地へと、自分が向かっていることを。

　このまま行けば、助けたい相手と、守りたい相手がいる場所へ、帰れなくなることを。

　それは果てしない絶望と、身を切るほどの苦悩を彼女にもたらした。

　しかし、それでも夜や刀とは元もと来た方角を振り返らない。

　彼女は帯おびに挟はさんだ扇おうぎを手に取り、頭上に広げた。

「……一いち樹じゆの蔭かげや一いち河がの水みず、皆これ他た生しようの縁えんと云いう────！」

　高らかに一声上げると、夜刀は袖そでと袴はかまをひるがえして舞い始めた。

　少女の足先が滑すべるように動くと、水面が一いつ斉せいにざわめき立つ。

　ざわめく水面みなもは次第に無数の蛇へびの形を取り始める。

　うごめく蛇たちは、絡からみ合って頭をもたげ、次々に重なる。

　舞い踊おどる少女を取り囲み、蛇はやがて太く大きなうねりとなって膨ふくれ上がった。

　蛇に包まれ、外界が見えなくなるにつれ、夜刀の心は荒あらぶり、われを失う。

　言葉を忘れ、正気を忘れ、狂える霊れい威いと化していく。

　満ちあふれる万ばん能のう感かんに、彼女──いや、〝それ〟は歓かん喜きした。

　何でもできる。この力があればどんなこともできる。

　すべては己おのれの意のままになる────！




　次の瞬しゆん間かん、轟ごう音おんとともに黒く巨大な爆ばく流りゆうが天を目がけて立ち昇った。
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「え──────!?」

　思わぬ光景に、広ひろ人とは目を剝むいて凍こおりついた。

　なんと轟ごう音おんとともに、眼下の水が一気に引いていく。

　雨は激しく降り続いているのに、まるで吸い上げられたか堰せき止められたかでもしたかのように、恐ろしい速度で退水していく。

　あっという間に水はどこかへ引き、川かわ床どこが露あらわになった。

「なんで、どういうわけ……」

　当とう惑わくの声を広人が上げた時、視界の隅すみに誰かが映った。

　目を向けると、川にかかる橋のたもとで着物の少女が大きく手を振っている。

「あれって……まさか!?」

　ふいに広人は走り出し、転がり落ちるように坂を駆かけ降りた。

　橋のたもとに着いた時、少女の姿はなかった。

　代わりに、別の姿がぐったりと橋の欄らん干かんにもたれかかっている。

　それは────ねこがみさまだ。

　全身泥どろまみれのジャージ姿で、腕うでに花はな筐がたみを抱だきしめて気を失っている。

「ねこがみさま、ねこがみさま!?」

　広人はねこがみさまを抱き上げ、必死に呼びかけた。

　しかし彼女はうめき声も上げず、身じろぎもせず、ぐったりとしたままだ。

「広人さま、もしや口の中に泥どろか水が詰まっているのでは」

　守もり宮みやの言葉を聞くがいなや、広人は迷わず顔を落とした。

　ねこがみさまの唇くちびるに自分の唇をつけ、泥と水を吸い出し、吐はき出す。

　じゃりじゃりとした苦い感かん触しよくが舌したの上に広がるが、広人は構わず続けた。

「……っ！　ん、ん、ぐっ……！」

　何度か吸い出した後に、ねこがみさまは激しく咳せき込み出した。

　げほげほと体を跳はね上げて咳き込む彼女をうつむかせ、広人は懸けん命めいに背をさする。

　やがてねこがみさまは苦しげに顔を歪ゆがめて、弱々しく頭を上げた。

「ひ、ひろ……と……？」

「そうです、俺おれです。広人ですよ、ああ、ねこがみさま！」

　歓喜にわれを忘れて、広人はねこがみさまの体をかき抱いだいた。

　決して離すまいとばかりに、強く──強く。

　顔を叩たたく冷たい雨に混じって、熱い何かが頰ほおを伝うのが分かった。

「広人さま、様子が変でございます」

　守宮の緊きん張ちようする声に、はっと広人は頭を上げた。

「そうだ。そういえば、どうして水が？」

「家や主ぬし！」「ひ、広ひろ人とさあん！」

　屋や敷しきの方角からミミとユキメが必死の声を上げて走ってきた。

「ミミさん、ユキメさん！　ねこがみさまと筐はこさんは無事で……」

　いいかけて、はたと広人は言葉が失うせた。

「や、夜や刀とさんが、夜刀さんが」

　ユキメは泣き崩くずれて膝ひざをついた。ミミが怯おびえと哀かなしみに満ちた瞳ひとみを向ける。

「夜刀さんと……耀あき姫ひめさんは……二人は、どこに……」

　問いかけた刹せつ那な、はたと広人は理解した。

　二人はどこにいるのか。なぜこの場にいないのか。

　それに気づいた瞬しゆん間かん、広人は新たな恐怖に心が支配された。

「ねこがみさまをお願いします！」

　広人は叫ぶと、やにわに走り出した。

　降りやまぬ雨をついて、彼は干ひ上あがった川沿いの土手を一心に走る。

「──!?」

　走りながら、彼は大きく目を見開いた。

　行く手に見える露あわわになった川かわ床どこに、天高く巻き上がる黒い水流がある。

　闇やみに同化して、目を凝こらさなければ細部は分からない。

　だが大気を震ふるわせる爆ばく音おんが、水流の巨大さを物語っている。

　得体の知れぬその光景に恐怖がつのる。それでも広人はがむしゃらに走った。

　やがて耀姫が土手の上に立っているのが見えてきた。

　彼女は水流をにらみつけながら、片手を伸ばす。

　ふいに激しい風の音が巻き起こり、彼女を包んで髪かみとスカートを巻き上げた。

　とっさに広人は風の向こうへ声を張り上げた。

「あ──耀姫さんっ！」

「え、氏うじ子こさん!?　なんでよ、なんで来るわけ！」

　耀姫が驚いて振り向いた。風は瞬しゆん時じに止む。

「なんでって、だって……！」

「見るからに危ないって分かるじゃん。今からこの化ばけ物もの、退治するんだから！」

　耀姫の言葉に広人は目を移した。

　ごうごうと荒あらぶる黒い水流を目にして、広人は言葉を吞のむ。

「まさか、あれは……」

　かすれた声が、彼の唇くちびるから絞しぼり出される。

「まさか、あれは夜刀さんなんですか!?　そうなんですか、耀姫さん！」

「違うよね。あれはもう、氏うじ子こさんたちの知ってる蛇へび娘むすめじゃない」

　冷たくにべもない返事に、広ひろ人とは絶句する。

　雨の中、二人は強く目線を交わした。水流のうなる音が耳に届く。

　広人はぐっと歯を食いしばると、激しく首を振った。

「いいえ──いいえ、あれは、夜や刀とさんです！」

「馬鹿！　血迷うのもいい加減にしてよね。誰のせいでこんな羽は目めになったと思うの！」

「お願いです！　俺おれに時間をください！」

　広人は一歩踏み込み、手を広げて血を吐はくように叫んだ。

「ほんの少しでいい、夜刀さんと話す時間を、どうか俺にください！」

　耀あき姫ひめは、激しく火を噴ふくほどのまなざしで広人をにらみつけた。

　しばしにらみつけた後、彼女はぎりっと前歯を嚙かみしめる。

「……三分。さっさとして」

　吐き捨てて、耀姫は一歩下がった。即座に広人は走り、土手を滑すべり下りる。

　川かわ床どこに降り立つと、ずぶりと足元が泥どろに沈んだ。

　広人は顔を上げ、頭上いっぱいに立ち昇る異様な黒い水流を見上げた。

　いや、それは水流ではない。よく見れば、それは…………。

「あ…………!?」

　目の前に立ち昇るのは、無数の蛇だ。

　うねうねとのたくり、絡からみ合って、一つの巨大な蛇じや体たいを形作る蛇の群れだった。

　見ただけで怖おぞ気けを誘さそう光景だ。

　正気の人間ならば、一目見て気を失ってもおかしくない。

　対面したことのない怪かい異いを前に、広人ですら不ぶ様ざまに背を向けて逃げ出したくなる。

「や……夜刀、さん」

　広人は目をつぶり、やっとのことでわななく声を絞しぼり出す。だが聞こえているのかどうかも分からない。いや、人間の言葉が通じるのかも不明だ。

「!?」

　ふいに広人は息を吞のんだ。

　自分の足に、冷たい何かがぐるりと巻き付いたのだ。

　おそるおそる目を落とし────そしてぞっと総そう毛け立だった。

　蛇だ。

　ぬるぬると黒い肌はだを光らせた蛇が、広人の足に絡からみつき、這はい上のぼってくる。

　とっさに足を引き抜こうとしたが、絡みつかれた足は動かない。蛇は次々と這い上り、ふくらはぎから腿ももを上って、腹にまで達した。

　恐ろしさとおぞましさに、広人はうめき声すら上げられず凍こおりつく。

「氏うじ子こさん！」

　耀あき姫ひめの声がした。広ひろ人とはかろうじて腕うでを上げ、来るなというように手を振る。

　その腕にも蛇へびは巻きつき、たちまち胸まで這はい上がる。

　全身に絡からみつかれ、広人は一切の動きを封じられた。

「だめ、もう我が慢まんできない！　三分はとっくに過ぎたよね！」

　悲鳴のような耀姫の声がするやいなや、ごうっと強い風の音が起こった。

　その音に、はっと広人はわれに返る。

　このままなら、あのおぞましい蛇じや体たいは耀姫によって排はい除じよされるだろう。

　蛇体からは、どんな意思も感じられない。不ぶ気き味みにうごめく異い形ぎようにしか見えない。

　耀姫のいったとおり、あれはもう、自分たちの知っている夜や刀とではないのだ。

　もう元に戻らないのなら、いっそ──────

〝……広人や、ねこがみさまや、みんなに……〟

　ふいに耳じ朶だに、夜刀の震ふるえる声がよみがえった。

〝……嫌きらわれるかもって……怖かっ……〟

　ふっと広人は目を見開いた。

　あの増水を退しりぞけるほどの力があるなら、自分など一いつ瞬しゆんでつぶせるはずだ。

　蛇を絡みつかせて怖がらせるなんて、こんな手ぬるい真似まねをする必要はない。

　これではまるで、広人を脅おどして逃がすか、あるいは耀姫の敵てき意いを煽あおるためだけにしているかのような気さえする……。

　そう考えたとたん、はたと広人は目が覚めたような想いがした。

　思わず自分のこぶしを固く、震えるほど握にぎり固める。

　そうだ。夜刀も怖かった。広人たちが知らない姿になるのを怖がっていた。

　けれどそれでも彼女は力を手にし、変へん貌ぼうした。

　ねこがみさまを助けるために。大切な友人を助けるために。

　広人の嘆きを察し、その想いを汲くんだがために……。

　ならば背を向けてはいけない。目をそらしてはいけない。

〝彼女〟はいる。きっとあそこにいる───────！

「だめ……だめです、だめだ！　耀姫さん！」

　広人は耀姫に叫んだ。

　風の中から耀姫の何かいい返す声が聞こえたが、構わず彼は顔を上げる。

　それから深く息を吸うと、広人は言葉に〝意志〟と〝力〟をこめて大きく叫んだ。

「────夜刀さん！」

　とたん、体に絡みついていた蛇が一いつ斉せいに動きを止めた。

　広人は目の前の巨大な蛇体を見み据すえる。

　蛇じや体たいのあちこちから、光る無数の妖あやしい目が、広ひろ人とを見つめていた。

　広人はごくりと息を吞のむ。そして唇くちびるを開く。

　自分の発する言葉に意識を集中し、広人は静かに語りかけた。

「夜や刀とさん……ねこがみさまと、筐はこさんは無事です。だから、もういいんです」

　返事はない。それでも広人はさらに呼びかけた。

「家に帰りましょう、夜刀さん」

　沈ちん黙もくが返る。

　荒れ狂う風と雨が吹きつけ、泥どろの中に立つ広人の体を揺らした。

　その風の音に混じって、かすかに何かの〝音〟が聞こえた。

『……………………か…………』

　広人は目を見開く。得体の知れない、人が発する声ではない、異い形ぎようの〝音〟だ。

　陰いん々いんと響ひびく〝音〟は、人の言葉の形を取って、広人の耳に届いた。

『……………………帰……れ……ない…………のよ』

「夜刀さん……！」

　通じたのか、と広人の胸にわずかに光が差す。

　だがそれを打ち砕くだくように、次の〝音〟が暗く響き渡る。

『夜刀は……夜刀は、もう、本性を取り戻したのよ……この姿……この、体が』

　かすかな哀かなしみの響きを、広人はその〝音〟に感じ取った。

『……夜刀の、本当の姿なのよ……』

「いいえ！」

　風雨をついて、広人の強い声が響き渡った。

「本当の姿って何です。本当だの、真しんだの、そんなものはありませんよ！」

『……な……にを……』

「屋や敷しきの古こ道どう具ぐたちを見たでしょう」

　のたうつ蛇体を見つめ、広人は決死の思いでいいつのった。

「どれだけ古ぼけていても、埃ほこりを払はらい、磨みがいてニスを塗れば見違える。花を生ければ趣おもむきが変わる。だったら、どれが本当の姿です。新品の時ですか、古くなった時ですか、磨いた時ですか、飾かざった時ですか、どれですか。いいえ、どれもその物が持つ形なんです！」

　心の内にある覚かく悟ごを決めて、広人は真まっ直すぐに蛇体を見み据すえた。

　夜刀が変へん貌ぼうしたのは、自分の責任だ。

　ならば、たとえ彼女がどんな姿でも、見放してはならない。

　どれだけ恐ろしい形をしていようと、あれは彼女だ。自分の家族だ────！

「いったはずです。婆ばあちゃんがやったことなら、俺おれもやってみせるって。どんな外見だろうと、どんな姿になろうと、夜刀さんは夜刀さんです。だから……！」

　巌いわおのごとく固い意志と決意をもって、広ひろ人とは蛇じや体たいを見み据すえた。

　この言葉で、荒あらぶる霊れい威いを治めてみせる。

　彼女を──夜や刀とを、必ず自分たちの手に取り戻してみせる──と。

　次の瞬しゆん間かん、激しい風雨すらもかき消すほどの力強い声が響ひびき渡った。




「夜刀さんは、俺おれのものです。俺の家族です！　何があろうと絶対に……離しません！」




　一いつ瞬しゆん、全すべての音が止やんだような気がした。

　蛇体のうねりも、風の音も、噴ふき上がる水流の音も。

　その間かん隙げきに、広人の強く、そして優しい声が響く。

「だから、夜刀さん。俺と一いつ緒しよに……いいや、みんなと一緒に」

　広人は巨大な蛇体に向かって、蛇の巻きついた両腕うでを差し伸べた。

「帰りましょう、俺たちの家に」

　といって、ふと広人は思いついてちょっと頭を下げた。

「あ、でもその……できれば部屋に入るサイズになってもらえると、嬉うれしいんですけど」

　返事はなく、無音が返った。

　けれど、広人もただ、待った。

　蛇体が揺らぐ。一瞬、ほんのかすかに。

　と見るが否や────いきなり轟ごう音おんとともに、巨体が地に墜おちた。

　噴ふき上がった水柱が崩くずれ落ちるように、無数の蛇へびたちが一気に崩れ落ちる。

　広人の体に巻きついていた蛇も、ざあっと音を立てて地に落ちた。

　蛇たちは川かわ床どこに叩たたきつけられ、ぬかるむ泥どろに吸い込まれて消える。

　霧む散さんする蛇の間に、細い体が現れ、ゆっくりと膝ひざをつく。

「夜刀さんっ！」

　広人はぬかるむ地面を蹴け散ちらして駆かけ寄った。

　泥の中に倒れる体をすくい上げ、胸に抱だき上げる。

　とたん、彼方かなたから地じ響ひびきが聞こえてきた。はっと広人は顔を上げる。

「まさか……水が戻るのか!?」

　気づいた瞬しゆん間かん、残る力のすべてを振り絞しぼって、広人は走り出した。

　腕に夜刀を抱きしめ、水をかくように泥をかき、懸けん命めいに土手を目指す。

　振り返ることも、周りを見ることもしない。そんな暇ひまなどなかった。

　だが濁だく流りゆうは一瞬で二人に追いつき、しぶきを上げて襲おそいかかってきた。

　広人は腕を伸ばす。その腕に激しい流れが覆おおいかぶさる。

「────!?」

　濁だく流りゆうに吞のみこまれる寸前だった。

　ふいに水が、広ひろ人との周りだけびしりと凍こおりつき、壁のように固まった。

　ほんの瞬まばたきほどの間、流れが止まる。

　その隙すきに、守もり宮みやの力強い腕うでが広人を泥どろから引き上げた。

　泥から上がった瞬しゆん間かん、凍った水はたちまち渦うず巻まく流れにぐしゃりと押しつぶされる。

「い、今のうちですよぅ、広人さん！」「お急ぎください、広人さま！」

「あ、ありがとう！　ユキメさん、守宮さ……」

「しゃべる前に走って、氏うじ子こさんたち！」

　耀あき姫ひめに急せかされ、広人は夜や刀とを抱だいてユキメや守宮とともに土手を走った。

　足元が水に浸つかる。その水を蹴け飛とばし、蹴散らし、必死に駆かける。

　前方に坂道が見えてきた。頂いただき近くに、ミミがねこがみさまを支えて立っている。

「早く！　早くここまでいらして！」

　ミミが手を振る。広人は最後の力で坂を駆け上った。

　轟ごう音おんが背後を通り過ぎていく。かかとが渦うず巻まく水になぶられ、転びそうになる。

　だが──間かん一いつ髪ぱつ、吞まれる前に水流から脱した。

「はっ、はあ、はあっ！」

　広人は坂道に転がるように倒れ込み、ぐったりと腰こしを落とした。

「広人、夜刀……！」

　震ふるえる声とともに、温あたたかな腕が広人と夜刀を抱きしめる。

「ね……ねこがみ、さま」

　息は嗄かれる寸前だった。

　全力を振ふり絞しぼった体は痛み、今にもバラバラに壊こわれそうだった。

　だがねこがみさまの腕の温かさに、生き返るような想いがした。

　広人は荒い息をしながら片手を伸ばし、ねこがみさまの濡ぬれた髪かみと、か細く動く猫ねこ耳みみを撫なでる。そうしながら、腕の中に抱いた夜刀を見下ろした。

　弱々しく彼女は頭をもたげ、ちょっと眠ねむそうな半はん眼がんでこちらを見返した。

「広人……」

　その声に、ふいに広人は爆ばく発はつするような喜びを感じた。

　自分を抱き締め、すぐそばに寄り添う、ねこがみさま。

　嬉うれしそうに泣きながらこちらをのぞき込むユキメ。安あん堵どしたのか、半泣きのミミ。穏おだやかに見つめる守宮。文句を垂たれつつも、心配そうに見下ろす耀姫…………。

　広人は笑い出した。

　雨の冷たさも、全身の痛みも、何一つ気にならなかった。

　突き上げる喜びの衝しよう動どうのままに、彼は夜刀を力いっぱい抱きしめた。

「お帰り────お帰りなさい、夜や刀とさん！」




　──広ひろ人との腕うでの中で、夜刀はある光景を思い出していた。

　あれは自分が〝夜刀〟として生まれ直した日だ。

　豪ごう雨うの中、泥どろの上に裸はだかでうずくまって、やり場のない怒りと、行き場のない不安といっぱいの混乱とを抱かかえながら、一人途と方ほうに暮れていた。

　誰かが近づくのが視界の端はしに映って、頭を上げた。

　それは巫女みこ姿の年若い少女だった。

　千ち早はやと緋ひ袴ばかまをずぶ濡ぬれにし、顔まで泥だらけにして、彼女は夜刀を目指してずんずんと猛もう烈れつな速度で歩み寄ってくる。

　憤いきどおりに燃える彼女の面おもては、泥だらけでも、凜りんとして美しかった。

〝ああ……もう、もう、散さん々ざん手こずらせて！　まったく！〟

　眉まゆを逆立て、少女は夜刀を見下ろした。

〝いいですか。これからお前を連れて帰ります。私の──うちの子にします！〟

〝……えっ〟

　理解できないその言葉に自分は驚いた。だがすぐに、強い怒りがこみ上げてきた。

〝なっ、なに、何をわけの分からないこと、いってるのよっ〟

　ちっちゃなこぶしを振り上げ、自分は怒って叫び返した。

　混乱しきっているけれど、目の前の少女が自分をこの姿にしたことは分かっていた。

　長い間反はん目もくして、何度も対たい峙じしてきた相手だと分かっていた。

　それが何？　うちの子？　うちの子って、何のこと？

〝何がうちの子なのよ。お、お前のところになんか、行かなっ〟

　べしんっ。

〝……いっ!?〟

　いきなり頭をはたかれ、呆あつ気けに取られて見上げると、

〝お黙だまりなさいっ！〟

　少女は偉えらそうに腰こしに片手を当て、ぐっと指を突きつけた。

〝いいですか、あなたは負けたんです。私に調ちよう伏ぶくされたんです。だから私のいう通りにして当然なんです。何がなんでも、うちの子になってもらいます!!〟

〝な、何がいう通りにして当然なのよ、そんなわけの分からな、わぶっ！〟

　少女が濡ぬれた千早を脱ぬいで、素すっ裸の自分にかぶせた。

　暴れてやろうと思ったのに、そうする前に抱だき上げられた。

〝いやっ、いやなのよ、離せなのよっ〟

〝離しません！〟

　少女はきっぱりと告げた。

〝生まれ直したお前には、家や家族が必要なんです。帰る場所と、悪いことをしたら怒ってくれる相手と、良いことをしたら褒ほめてくれる相手と────それと〟

　ほんのわずか、少女は優しいまなざしになる。

〝抱だきしめて、守ってくれる相手が……必要なんです〟




　その後、自分は少女と他ほかの妖あやかしたちとともに長い年月を暮らした。

　とある日の夕暮のことだった。

　すっかり年を取った少女が縁えん側がわに座り、背中にもたれる自分に向かってこういった。

〝私がいなくなったら……誰がお前を抱きしめてくれるかしらね……〟

　ふてくされて、自分は答えた。

〝ババアがくたばるわけないのよ。つまらないこと、いわないのよ〟

　けれど、彼女との別れは、そのすぐ後だった────




　夜や刀とは広ひろ人とを見上げる。

　喜びに輝く彼の瞳ひとみが見返してくる。

　ねこがみさまや、ミミや、ユキメや、守もり宮みやや、耀あき姫ひめの顔を、ゆっくりと見回す。

　みんなも、泣きそうな、嬉うれしそうな、そして優しい表情で夜刀を見返した。

　ふっと力が抜けて、夜刀はことんと広人の胸にもたれた。

〝……自分の望む姿を、見失ってはなりませぬ……〟

　ねこがみさまの言葉が、夜刀の耳の奥に響ひびく。

〝……大だい丈じよう夫ぶ。広人はきっと、その想いに答えてくれまする……〟

　その言葉に重なって、もう一度優しい声が頭上から降ってきた。

「お帰り、夜刀さん。もう……どこにも行かなくて、いいですからね」

　涙なみだが出るほど、彼の声は温あたたかかった。

　夜刀は目を閉じる。

　そして、今はいない懐なつかしい相手に向けて、心の中でつぶやいた。







　だいじょうぶなのよ、おりん。

　夜刀には、帰る家も、抱っこしてくれる人も、ちゃあんといるのよ……。







　広人の腕うでの中で、彼女は以前の、幼おさない子どもの姿に戻っていた。




　────土手の上で、一人の長身の男性が佇たたずんでいた。

　その頭上に、かすかに雷かみなりが閃ひらめく。

　彼があふれる川の上に手を伸ばすと、ざぶりと水の中から一ひと振ふりの太刀たちが現れた。

　宙に浮いた太刀は、ふっと男性の手に吸い寄せられた。彼はそれをがしりとつかむ。

「……まったく、夜や刀との神かみを言葉だけで調ちよう伏ぶくするとはね」

　男──みっちゃんは、眼鏡めがねのブリッジを押さえて吐と息いきをついた。

　そして、つかんだ太刀をじっと見下ろす。

「とりあえず、預かっておきましょう。今後必要になるかどうかは不明ですが」

　みっちゃんはくるりと川に背を向け、長い足で歩き出す。

　雲に閃く光が、彼の歩みを追って動いていった。





☆★☆






　七月の半ば、梅雨つゆが明けた。

　梅雨時とは打って変わって、陽ひ射ざしは刺さすように熱く、気温も一気に高くなる。

　水に浸つかった榊さかき家けは、金きん狐この一族の手によって綺き麗れいに洗われ、掃そう除じされた。

　予定していたアンティークギャラリー＆カフェは、無事開かい催さいの運びとなる。

　そして訪れた、七月第三週の土曜日────




「えっ……あれ、ひかるさん!?」

　榊家に一歩入った瞬しゆん間かん、広ひろ人とは大きく目を剝むいた。

　真っ先に出迎えたのは、和装メイド服のひかるである。

　和装──といっても、和服とワンピースを足たして割ったようなデザインだ。

　上品でさりげない柄がらの着物に、控ひかえめなフリルつきの白いエプロン、下はつつましく膝ひざより少し上のスカート。頭にはリボンを模したヘッドドレス。

　存在感のある美少女のひかるが着ると、思わず目を奪うばわれる可愛かわいらしさだ。

　ひかるは広人を見上げ、長い黒くろ髪かみを揺らして頭を傾けた。

「えっと、お帰りなさいませ、ご主人さま……っていうの？」

「い!?　い、いやっ、そ、そんなあいさつはいらないんじゃない、かな」

　どぎまぎして広人は答えた。

　ひかるはふふっとほほ笑み、広人の腕うでを両手で握にぎる。

「お客さまが来る前に、着替えた方がいいよ。広人さんも着物なんだよね？」

「あ、広人先せん輩ぱい……！」

　嬉うれしそうな声がして、あやのが奥から現れた。

　彼女は、ふわふわの狐きつね色いろの髪かみにやはりリボンのヘッドドレス、そして着物に白いフリルエプロンという格好だ。古風で上品だが、ひかるとはちょっと違っている。

　広ひろ人とは二人の少女を見比べた。

「あれ、一いつ緒しよの衣装じゃないんだ？」

「はい。招しよう待たい客きやくの中にはご年配の方もいらっしゃいますから、ワンピースだとちょっと抵抗があるかもと。気兼ねなくくつろいでいただきたいですし」

「だから、あたしのスタイルは洋風造りの離れ専用なんだ。……どう、かな」

　ひかるは広人の腕うでを握にぎる手に力を込め、大きな瞳ひとみでじっと見つめる。

　思わず広人はどきどきして口ごもった。

「え!?　あ、いや、えっと、その……うわ!?」

　なんとあやのまで、思い切ったように広人の反対の腕に抱だきついてきた。

「わ、わらわもどうでしょう、広人先せん輩ぱい。おかしくありませんか？」

　愛らしくも懸けん命めいな表情で、あやのは広人を見上げる。

　広人はますますどぎまぎして、目線がさ迷った。

「ど、どうって、いや、うん、あの、ふふ、二人とも、その……」

「玄げん関かんで固まってないで。邪じや魔まだから」

　キツイ声が後ろから響ひびいて、はっと三人は振り返った。

　艶あでやかな柄がらの着物を身に着けた美み薫かが、綺き麗れいな眉まゆを逆さか立だて広人をにらんでいる。

　華はなのある彼女の姿に、広人だけでなくひかるやあやのも声がない。

　着物も着慣れているのか、歩いてくる動作すら優ゆう雅がである。

　ただし、彼女はヘッドドレスもエプロンもつけていない。

「……また春日かすがも格好が違うんだなあ」

「受付をするの。アンティークギャラリーですもの、品良くしないと」

「離れのカフェだってあるんだから、そこだけ強調しないで欲しいな」

　ひかるがこれ見よがしに広人に身を寄せ、つんとしていった。

　あやのも広人の腕を抱きしめて、負けじと口を挟はさんだ。

「離れだけじゃありません。お座ざ敷しきでもお茶をお出しするんです」

「分かってるわよ、そんなこと。ただこんなところでだらだらしてないでって……」

「ちょっとちょっとぉ、もうすぐお客さま来るし！」

　新たな声が割って入った。耀あき姫ひめである。

「えっ!?」

　広人は驚いて目を剝むいた。

　耀姫は──なんと彼女も着物だ。髪かみには可愛かわいい簪かんざしを挿さしている。

　着物はモダンな柄がらで、元気少女の彼女にもお似合いだ。

「あ、耀あき姫ひめさんも……受付、なんですか？」

「そ。神社関連のお客も来るからさ。どうどう、どうよ。見直しちゃったっしょ？」

　ふふふん、と耀姫は袖そでを持って得意げにくるんと回った。

　美み薫かが手を伸ばし、襟えり元もとを直しながらきつくいった。

「ほら、襟が歪ゆがんでる。そういう雑な動きをするから着き崩くずれするのよ」

「えー、いちいち美薫さん厳しいし。どこの姑しゆうとめよっ」

「受付はギャラリーの顔でしょう、みっともない格好はやめてっていってるの」

「広ひろ人と、広人！　早うそなたも着替えるのです！」

　いい争う声に、明るい声が割り込んだ。

　広人はぱちくりと瞬またたきする。

　奥からやってきたのは、和装メイドのねこがみさまだ。

　美しい銀の髪かみのてっぺんには、猫ねこ耳みみに似た大きなリボン型ヘッドドレス。

　膝ひざ丈たけのフリルつき和風ワンピースと白いエプロンで、とても愛くるしい。

　白い足袋たびを履はいた足で、たたたっとねこがみさまは駆かけてきた。

「さあ、上がるのです。メイドたちが待ち構えておりまするぞ」

「まあ、家や主ぬし。まだ着替えてませんの？」「広人さぁん、暑いですねぇ……」

　和装メイド姿のミミと、薄うす手での着物にエプロンのユキメもやってきた。

　ミミの衣装はなんとなくフリル増量気味。ユキメは袖そでや裾すそに小花を散らした白い振り袖だが、薄手過ぎて大きな胸が弾はずんで揺れている。

「七月になったら急に暑くて、ユキメ、もうらめぇ……ねこがみさま、霊れい気き補充して～」

「は、はぅ、ユキメ。冷やっこいのですぞ」

　雪ゆき女じよ郎ろうのユキメに抱だきつかれ、ねこがみさまは首をすくめて笑い出した。

「そうそう、広人。ほら、夜や刀とを見てたもれ」

　ねこがみさまが後ろに隠かくれていた夜刀を引っ張り出す。

　幼女の夜刀は──これがまた、なんとも可愛らしいちびメイドだった。

　レースつきの大きなリボンを頭に乗せ、フレアスカートの裾すそにも細かなレースつき、エプロンにもやはりレースの小花飾り。

　どうやら、幼い姿の彼女専用デザインらしかった。

　ぷっくりした唇くちびるに紅べにを差してもらった夜刀は、じっとこちらを見上げている。

　マスコット的なたまらない愛くるしさに、思わず広人は言葉をもらした。

「へえ……とっても可愛いじゃないですか、夜刀さん」

「え、そ、そんなこと、ないのよ」

　夜刀は照れたように、ちっちゃな両手をぱたぱたさせた。

　ところが、ねこがみさまをのぞく少女たちが、むっと唇くちびるを引き結ぶ。

「えーなにどういうこと、なんで子こ蛇へび娘むすめだけ褒ほめるわけ!?」

「夜や刀とさんを褒めるのはかまいませんけど、わたくしの方はどうなんですのよ」

「えぇ～広ひろ人とさん、ユキメは？　ユキメだって可愛かわいいとかいって欲しいですぅ」

「う、う、べ、別に負けたわけじゃないぞ。ステージが違うだけなんだから！」

「小さい姿に弱いのでしょうか、先せん輩ぱい……だ、だったら子こ狐ぎつねになって……」

「そう。ばか広人の趣味って……ふぅん………………何よ、変態」

「は!?　春日かすが、待って、なんかすごい誤解が!?」

「広人、いけませぬぞ。嫁よめは平等に可愛がらねば……！」

　可愛い和装少女に囲まれうはうは──のはずが、かしましい喧けん噪そうで広人は大弱り。

「まったくその通りだっ!!」

　その時、辺りに大声が響ひびき渡った。

　かと思いきや、いきなり天てん井じようから巨大な何かが飛び降りる──────!!

「え、えええええっ!?」

　突とつ如じよ現れたその姿に、広人以下一同、絶句。

　なんと眼前に降り立ったのは…………。

「ああもう、どんな姿でもいいんですけど意味を教えてください意味をっ!!」

　狸たぬき。

　笠かさをかぶって酒徳どつ利くりを持ち、褌ふんどしをつけた巨大狸。

　民芸品屋や居酒屋などの入口に鎮ちん座ざしている、信しが楽らき焼やきの例のアレ。

「店先といえば狸だろう！　その理由を知っているか鰹かつお屋や！」

　狸の中身は大おお威い張ばりで叫んだ。中身が誰かなんていうまでもない。

「いいえ知りませんし知りたくもな」

「この狸の姿──笠かさ、目、顔、徳利、通かよい、腹、金かね袋ぶくろ、尾には、八はつ相そう縁えん喜ぎという意味がこめられている。狸を置くだけで、あらゆる災さい難なんを避さけ福を招くというわけだ！　つまりこの姿は商売繁はん盛じようの具現化、ついでに古代から現代まで続くトレンドスタイルだぞ！」

「何がトレンドです」

「穿はいてない」

　ひらひら、と狸は褌を揺らした。

「うわあああああああ────────────っ!!」

　おぞましさに広人は絶ぜつ叫きようした。

「それ雄おすじゃないですか！　めくらないでお願いそれめくらないでください部長！」

「なんだと貴様、〝穿いてない〟は日本古来いいや世界古来の伝統的スタイルだぞ！　日本で最初にズロースが輸入された時は穿く方が『下品』とみなされたし、スコットランド民族衣装で男性が着用するタータンチェックのスカートの中はむろん穿はいてなくて風が吹くと」

「やめてやめて！　いま俺おれの脳内におぞましい画えが浮かんだんですけどぉおおっ！」

「あ、あの、広ひろ人とさま、榊さかきさまがお帰りになったようですが……」

　玄げん関かんから、遠えん慮りよがちな守もり宮みやの声が聞こえた。

「え、あ、そ、そうなんですね！　分かりました、あいさつしてきます！」

　広人はあからさまに安あん堵どした顔で身をひるがえす。

　ドン引きしていた少女たちも、ほっと息をついて持ち場に散った。

「広人、われも一いつ緒しよにあいさつにまいりまするぞ」

「夜や刀ともなのよ。すんごいババアだけど……まあ、ちょっとぐらい顔を見るのよ」

　玄関を出る広人の後を、和装メイドのねこがみさまと夜刀が追ってきた。

　広人は二人を連れて、門に向かう。

　緊きん張ちように鼓こ動どうが速くなる。

　婆ばあちゃんのお師し匠しようさんで、九十歳さいの高こう齢れいで、夜刀いわく「すんごいババア」。

　若かりし頃の（激しかったらしい）祖母と喧けん嘩かを繰り広げた人物。

　いったいどんな人なのか、見当もつかない。

　すごいというからには、まさか、部長が年取ったようなタイプだとか────

　と考えた時、紫陽花あじさいの向こうから筐はこの声が聞こえた。

「……向こうで無む茶ちやしませんでしたか、榊。もういい歳としなんですから」

「失礼な、筐。九十なんてまだまだ花盛りだろう」

　響ひびいてきた穏おだやかな声に、広人は驚いて立ち止まる。

　おりしもその時、紫陽花の陰から二つの人影が現れた。

「……おや」

　筐の隣となりに立つ人物が、広人に気づいて目を見開いた。同じく、広人も。

　榊は──驚いたことに、とてもエレガントな老婦人だった。

　背が高く、純銀グリップの杖つえを手に背筋をぴしりと伸ばし、仕立ての良いパンツスーツを着て、首元には軽やかな色のストール。

　きりっとした真っ白な短たん髪ぱつで、男装の麗れい人じんと呼んでも差し支つかえない雰ふん囲い気きだ。

　とても九十歳さいとは思えない。

　広人もねこがみさまも、彼女の優ゆう雅がな雰囲気に吞のまれて声もなかった。

「君がおりんの孫？　初めまして。私が、榊──榊弓ゆみだ」

　老婦人は、皺しわ深ぶかいほっそりした手を差し伸べた。

　ぼう然と、広人はその手を握にぎる。さらりと乾かわいて温あたたかい手だった。

　ねこがみさまもあっけに取られた顔で、握あく手しゆをした。

「あっ、あ、す、すみません。俺おれがその、鰹かつお屋や広人です」

「あっ、あぅ、わ、われが鰹かつお屋や家けの氏うじ神がみでありまする」

　はっとわれに返り、広ひろ人ととねこがみさまはあわてて頭を下げた。

　老婦人──榊さかき弓ゆみは、艶えん然ぜんとほほ笑んだ。

「色々話したいことがあるけれど、たった今帰ってきたばかりだから。まずはこの目で屋や敷しきの中を見させて欲しい。案内してもらえるかな」

「むろんだ！」

　突とつ如じよ、狸たぬき部長が紫陽花あじさいの陰から躍おどり出た。

　絶句する榊に向かって、狸はもこもこの手を差し出す。

「初めてお目にかかる。私が今回の責任者──といっても発案は鰹かつお屋やで、すべてを取りまとめてくれたのは彼だが──であり、有あ里り間ま高校生活科学部の部長、旭あさひが丘おか涼りよう子こだ！」

「そう、どうも」

　言葉少なに答えて、榊は狸の手を握にぎる。

「さっそくご案内しよう。鰹屋、行くぞ！」

　意気揚よう々ようと狸部長は先に立って屋や敷しきに歩き出した。

　その後ろ姿に、ふふっと榊は笑いをもらす。

「ずいぶん珍めずらしい妖あやかしを飼かっているね？」

「いやあ……いっそ妖しだったらどんなに納なつ得とくできるか……」

「分かってるよ。面白い人物だ」

「……榊」

　広人の陰から、夜や刀とがむっつりと顔をのぞかせる。

　とたん、今まで優ゆう雅がに澄すましていた榊の表情が一変した。

「あっ……んまああああああああああっ、夜刀ちゃあんっ!!」

　榊は夜刀に飛びつき、有う無むをいわさず抱だき上げた。

　常に無表情なはずの夜刀が、猛もう烈れつに、猛、烈、に、イヤそうぅううな顔になる。

　だがまったく構わず榊は夜刀を抱きしめてぐりぐり頰ほおずりをした。

「相変わらず愛くるしいね！　今日きようは特に可愛いじゃないか、なに、私との再会祝い？」

「んなわけないのよ。前より頭イカレてるのよ、榊ババア」

「その憎にくまれ口も可愛いねっ！　このままケースに入れて飾かざっておきたいよっ！」

「じょーだんじゃないのよ、榊ババア。夜刀は物じゃないのよっ」

　広人はがっくりと紫陽花の陰でしゃがみ込んだ。

　せっかく……せっかくまともな師し匠しようにつけると思ったのに……あああああうあ。

「広人……同情いたしまする……」

　ねこがみさまがぽんぽんと背中を叩たたいた。

「何をしている？　さあ、早く中を案内してくれないかな」

　弾はずんだ声で榊さかきがいった。見ると、片かた腕うでにぶらんと夜や刀とを抱だきかかえている。

　ぶら下がった夜刀は、ぷっくり小さなほっぺをふくらませて超絶不ふ機き嫌げん顔。

　筐はこが申し訳なさそうに首をすくめて頭を下げた。

　広ひろ人とは立ち上がり、大きく息をつくと、仕方なしに歩き始めた。







　洋風の離れに入ったとたん、榊は感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらした。

「ああ……いい空気だ」

　離れの中は、白で統一された内装になっていた。

　古びたテーブルと椅い子すは磨みがかれ、窓から落ちる光に静かに輝いている。

　壁際の飾かざり棚だなには、昔の絵本や刻印のあるボトルが飾られ、趣おもむきのあるカップボードには木箱に入った銀製のカトラリーが展示されていた。

　榊は部屋の中央に立つと、ゆっくりと見回した。

　そしてテーブルに手を触ふれて、愛いとおしげに指を滑すべらせる。

「ここは、私のお気に入りの場所だった」

　榊は静かにいった。隣となりに立つ筐が目を伏せる。

「昔はね、みんなと……おりんや、彼女の仲間や、付つく喪も神がみたちと、ここで午後にお茶を飲んだよ。騒さわがしく、気兼ねなく──最後はそれが酒盛りになるまでね」

　そっと榊はテーブルの表を撫なでた。懐なつかしむように、優しく。

「おりんが拝おがみ屋やを辞やめて孫を育てるといった時、私は彼女と縁えんを切ったんだ」

「え──!?」

「初耳だろう。私が師し匠しようだということも知らなかったはずだ。私の跡を継いでくれると思っていたから、腹が立ってね……二度と連絡するなときつくいってしまって」

「…………」

「それで結局、おりんの死も後になって知った。馬鹿だったね。いくつ年を重ねれば、愚おろかさは改められるのかな……死ぬまで、直らないんだろう」

　彼女は目を上げて、広人を見つめた。

　その瞳ひとみにはいいようのない深い感情がたたえられている。

「筐のことは、君たちにどうお礼と、謝罪をしていいのか分からない。危うく君の一家を危機に陥おちいらせるところだった。すまなかった」

「そうです。鰹かつお屋やさん、夜刀さん、ねこがみさま。本当に……ありがとうございました」

　榊と筐は、一いつ緒しよに深々と頭を下げる。

　広人は驚いてぶんぶんと両手を振った。

「いえ、元はといえば俺おれが霊れい能力の勉強をしたいとお願いしたからです。それに……」

　といって、広ひろ人とは横に寄り添うねこがみさまと夜や刀とを見下ろした。

「きっとこれは、俺おれたち家族にとって、乗り越えるべきできごとの一つだったと思って」

「優しいことをいってくれる。さすがおりんの孫だね」

　小さくほほ笑むと、榊さかきは夜刀に目を移す。

「夜刀ちゃんが白しら拍びよう子しの姿をしている理由は、おりんから聞いているかな？」

「知らないのよ。巫み女こ舞まいの名めい手しゆだったから、きっと舞つながりで適当に選んだのよ」

「はは、そうではないよ。白拍子とは〝シラバヤシ〟という神楽かぐらの古い形で、元々は芸能者を指す言葉ではなかった。そして〝シラバヤシ〟は、神しん事じとして巫女が舞った記録もある」

「え……」

「舞の跡継ぎにしたかったのかもしれないね」

　温あたたかい声で、榊は告げた。

「そんな、おりんが……夜刀を、なのよ？」

　思いがけない話に、夜刀はうろたえたように目を落とす。

　榊は目を細めて、その様子を眺ながめやった。

「おりんが呪じゆ具ぐを置いていったのは知っていた。夜刀ちゃんがいつか……選ぶ時が来るかもしれないって。それがどんな選せん択たくかは分からなかったけれど」

「婆ばあちゃんが、ですか」

　広人のつぶやきに、榊は優しくほほ笑んだ。

「そして、彼女にとっていい選択をしたようだ。きっと君のおかげだね」

　榊は両手を伸ばし、広人の手を包んで握にぎりしめた。

「付つく喪も神がみたち──私の大事な仲間たちのことも、君には世話になった。まさか、ここまでしてくれるとは思わなかったよ」

「いえ、そんな」

　うろたえる広人に、榊は小さく笑った。

「私一人だったら、きっとできなかっただろう。意気地なく別れを先延ばしにしたあげく、行き場のない彼らを残して、勝手に死んでしまったに違いないから」

　広人の手を握る手に、榊はぐっと力を込めた。

「大事な仲間を送り出す場を整えてくれて、心から感謝するよ、鰹かつお屋やくん」

　榊は広人を真まっ直すぐに見つめ、真しん摯しなまなざしでそう告げた。

「榊！」「榊、帰ってきたよ」「ハイ！　榊、待ってたん！」「榊、遅いじゃないのぅ」

　にぎやかな声に、広人たちは振り返る。

　離れの入口に付喪神たちがひしめいて、こちらをのぞき込んでいる。

「ああ、ただいま。みんな」

　榊は手を上げると、筐はこと一いつ緒しよに戸口に向かう。

　たちまち付つく喪も神がみたちが取り囲み、嬉うれしそうにさざめいた。

　榊さかきの表情は安らいでいた。透明なまでに、優しく穏おだやかな笑みだった。

　ふいに広ひろ人とは衝しよう動どうにかられて、ねこがみさまと夜や刀との手を握にぎりしめた。

　榊は「ただいま」といった。

　彼女が帰る場所は、この屋や敷しきではなく、仲間たちのいる場なのだ。

　だが、間もなく別れは訪れる。

　付喪神たちが選んで去る場合であれ、榊の死によるものであれ。

　それでも榊は「ただいま」といった。

　最後の一いつ瞬しゆんまで、彼女の家は、仲間たちとともにある────

「広人……」

　ねこがみさまに呼ばれて、はっと広人は頭を上げた。

　気がつくと、ねこがみさまと夜刀の体に腕うでを回し、抱だき寄せていたのだ。

　何があろうと離すまいというかのように、強く。

「広人は、榊とみんなにいいことをしてくれたのよ」

　夜刀は何気ない口く調ちようでそうつぶやいた。

「夜刀からもお礼をいうのよ。ありがとうなのよ」

「いや、俺おれはちょっと案を出しただけで、大したことはしてませんよ」

　広人は照れくさくなって首を振った。

「部長が話をつけてくれて、うちのみんなや部員全員が動いてくれて、金きん狐この皆さんがいなかったら、ここまでは絶対にできませんでした」

「いいえ、広人が一番の功労者でありまする」

　ねこがみさまが見上げて、嬉しそうにほほ笑んだ。

「人脈も能力、なのです。広人が動いたからこそ、多くの人が動いてくれたのですもの」

「そう……ですかね。でもそれは、ねこがみさまが俺のところへ来てくれたからじゃないかな。そのおかげで、力になってくれる人たちに出会えたんですから」

「ふふ、それとて、広人がわれを拾ひろうてくれたからですぞ」

「広人、謙けん遜そんしても無む駄だなのよ。いい加減、大おお威い張ばりするといいのよ」

　夜刀の言葉に、ねこがみさまがおかしそうに笑った。

　それから、そっと頭を広人の肩かたにもたれかけた。

「今回も、色々とありましたけれど……」

　ねこがみさまは、地に染しみ入る水の恵みのごとく、しみじみとつぶやいた。




「雨降って地固まる──の言葉通りですね。あれだけの雨の後ですもの。われらが立つ場所は、きっとゆるぎない地となったはずでありまする」







　七月第三月曜日──海の日の朝。







　古いマンションの狭い玄げん関かんで、ひかるの母は何かを眺ながめていた。

　彼女は真まっ赤かな髪かみをもしゃもしゃかき回すと、一人つぶやく。

「んー、ここかな。居間のシェルフに飾かざる方がいいかな」

　シューズボックスの上に置かれているのは、陶とう器きの双ふた子ご少女の人形である。

「ねえ、ひかる。ちょっと見てよ。ひかる？」

　母は玄関を離れ、ダイニングをのぞき込んだ。

　エプロン姿のひかるは、キッチンで何やら一いつ生しよう懸けん命めい手を動かしている。

　顔中にご飯はん粒つぶをつけて彼女が握にぎるのは……異様な、真っ黒い丸い物体。

「いったい何やって……」「きゃあっ！」

　ひかるは飛び上がった。ごとん、と黒い物体がまな板に落ちる。

「い、いきなり来ないでよ、ママのばかっ！」

「ねえ、それ何なの？　砲ほう丸がん？」

　真っ黒物体を指差して母は訊きいた。ひかるはむっとなる。

「違う！　砲丸をなんでキッチンに置くの。常識で考えて欲しいぞ」

「だったら何……ん？　この黒いのは海苔のり……って、まさかこれ、おにぎり!?」

　母は砲丸を持って目を剝むいた。ひかるは真っ赤になる。

「そ、そう、おにぎりだけど……変？」

「変っていうか、なんで急におにぎり？　私と一いつ緒しよで料理の腕うでは壊かい滅めつ的なのに？」

「ママと一緒にするな！　あたしは普段料理しないだけで、練習すれば……」

「はっはーん」

　にやりと母は笑い、砲丸おにぎりを投げ上げた。

「鰹かつお屋やくんに作ってもらえばいいのに。ひかるの話だと、料理上手うまいらしいし」

「ううううう、うるさいうるさい、うーるさ──いっ、ママはあっち行ってて！」

「はいはい、がんばって。でもちょっとこれ固すぎない？　歯が立たないよ？」

「だからうるさ────────────いっ!!」

　もう、とひかるは憤ふん然ぜんとまな板に向き直る。

　その時、双子の少女が両りよう隣どなりにちょこんと現れて、ひかるを見上げた。

「あれおにぎりじゃないのー」「どう見てもおにぎりじゃないのー」

　びくっとひかるは背筋を伸ばす。玄関から母の声がした。

「え、何、今の声？」

「なな、なんでもないっ！　なんでもないから気にしないで！」

　ひかるは焦あせりまくって叫んだ。その隙すきに双ふた子ごの少女は消え失うせる。

　空からっぽの両りよう隣どなりを見下ろして、ひかるは肩かたを落として息をついた。

「付つく喪も神がみもらっちゃったなんて……はあ、ママにどう説明すればいいのかな」




　打って変わって、新築高層マンションの最上階。

　大きなキッチンで、割かつ烹ぽう着ぎ姿のあやのは、いくつもの料理本を並べて考え込んでいた。

　狐きつね耳みみは迷うように小さく動き、ふさふさ尻尾しつぽも悩んでいるのか動きがぎこちない。

　メイドたちは背後に控ひかえ、じっと見守っている。

「和食……は先せん輩ぱいの得意分野ですから、もっと別な……洋風？　中華？　フランス？　イタリアン？　いいえ、いっそもっと先輩が召めしあがったことがないような国の……」

「あの、姫ひめさま」

　メイド長の桂かつら木ぎが遠えん慮りよがちに声をかけた。

「鰹かつお屋やさまは質しつ素そなご家庭でお育ちになられましたゆえ、あまり豪ごう勢せいなお弁当を作られても、圧倒されてしまわれるのではないかと」

「え!?　そ、そういうものでしょうか。では、どんな質素なお弁当が……」

「ご安心を、姫さま！」

　いきなり甚右衛門じんえもんが天てん井じようからシュタッ！　と飛び降りた。

「メイド部隊の総力を上げて、庶しよ民みん派は弁当のレシピを探し出してあります！」

　といったかと思うとカーテンが引かれ、部屋が暗くなり、シャ───ッ！　とプロジェクタースクリーンが下ろされ、突とつ如じよ映像が映し出された。

　次々と投影されるのは────キャラ弁。

　材料は何かさっぱり分からないが、鮮あざやかで毒々しいまでの色遣づかいと、やけに精密な細部と、恐ろしいまでにリアルな作り。弁当箱からはみ出ている物もある。

　ぼう然となるあやのに、甚右衛門は得意満面に語った。

「コツは、〝ちょっと下手へた〟に作る！　ということであります！」

「へ、下手、ですか？　甚右衛門」

「さよう、あまりに上手うま過ぎると引かれます。〝あやの、こういうお弁当初めて作ったからぁ、ちょっと失敗しちゃいましたテヘ☆〟的な可愛かわいらしさを演出するのです！」

「そ、そんなわざとらしいこと……わらわにできるでしょうか……」

「なさるのです！　春日かすが嬢じようやひかる嬢に後れを取ってはなりませんぞ！」

　美み薫かとひかるの名に、はっとあやのは息を吞のむ。

　その可愛い面おもてが、きゅっと引き締まる。

　ピン！　と狐耳が立ち、ふさふさ尻尾も大きくばしん！　とお尻しりを叩たたいた。

「そうですね……あのお二人には絶対、負けられません！」

「その意気でございます、姫ひめさま！」「姫さま、がんばって！」

　メイドと甚右衛門じんえもんの応援を受けて、あやのは憤ふん然ぜんと包ほう丁ちようを取り上げた。

　その様子を、三人の人影がキッチンカウンターにもたれて眺ながめている。

　着流しの蓮はすっ葉ぱな感じの女性、薄うす手でのワンピースの女の子、セーラー服の少女だ。

「あんなお弁当、あっり得ないわよぅ。ねぇ、瓶びん」

「甕かめ姉ねえさんは古風ねーっ。今いま時どきの考えに馴な染じもうよ」

「櫃ひつはいいと思うよん？　笑いを取るにはぴったりかも！」

　三人の付つく喪も神がみは笑いさざめきながら、遠えん慮りよのない会話を吞のん気きに交わした。




「……明日あしたのお昼は空あけておいて」

　邸てい宅たくの広いキッチンで、美み薫かは携帯で電話していた。

「どうしてって、いわなきゃ分からないの、ばか広ひろ人と！　それより、校外部員のあの子は来るのね？　そう、わかったわ。それじゃ忘れないで」

　ピッとボタンを押して、美薫は通話を切った。

　そして、キッチンの天板に置いて布ふ巾きんをかけたボウルをのぞき込む。

　中には大きく膨ふくらんだパン生き地じが入っていた。

　強きよう力りき粉こをつけた指先を、美薫はパン生地にめり込ませる。

「ん、いい感じ……この量なら広人とあの子の分は充分ね……って」

　ふと美薫は手を止めた。急にむかっと不ふ機き嫌げんな顔になる。

「どうしてわたしが広人のお弁当作ってるの？　しかも一いつ緒しよに食べる約束まで取りつけて!?　そりゃ、羽は沢ざわさんや氷ひ川かわ台だいさんたちだけが広人とお昼食べるのはいやだけど……んもう！」

　美薫は思いきりパン生地にこぶしをめりこませた。

　一気に発はつ酵こうガスが抜ける。とたん、はっと美薫がわれに返った。

「あっ、ど、どうしよう。ガス抜き過ぎて生地が固くなっちゃうかも。せっかく広人のためにたくさん焼こうと思ったのに……」

　美薫はうろたえて、生地をチェックする。

　そんな彼女を見守るように、キッチンの壁には小さな竹たけ籠かごがかかっていた。

　籠には、七月に咲いた百合ゆりの花が一輪、飾られている────




　そしてここは、グランパレス有あ里り間ま一○一号室。

「あ──あの、ユキメ、さん？　ねこがみさま？」

　広人はそうっとユニットバスをのぞき込んだ。

　ユキメが水を張ったバスタブに入って、ぐったりしている。

　バスタブの縁ふちに腰こし掛かけるねこがみさまに、しっかりと抱だきついて。

「………………ユキメェ……………………暑くてぇ……死んでますぅ…………」

「今、エアコンつけましたから。もう少ししたら涼しくなります」

「はぅ……ほ、ほんと、ですかぁ……ねこがみさま、もうちょっと……霊れい気き……」

「ひゃ、ひゃう！　んん、い、いっぱい吸収すると、よ、良いのです！」

　ねこがみさまは冷たそうに震ふるえつつも、けなげに我が慢まんしている。

　広ひろ人とは、ねこがみさまとユキメが可か哀わいそうになった。

　ねこがみさまの霊気を浴びれば、ユキメも暑さへの耐性は高まるようだが、七月の猛もう暑しよではそれもなかなかままならないらしい。

　ミミと夜や刀とも心配そうに風ふ呂ろ場ばをのぞき込んでいた。

「ユキメさん、霊気が補充される前に、ねこがみさまが凍とう死ししそうですわよ」

「濡ぬれた体でエアコンの下にくるのよ。気化熱で早く涼しくなるのよ」

「え、そ、そうです……ねえ、ちょっと霊気も、補充されましたしぃ……」

　よろよろとユキメは立ち上がり、水を滴したたらせながらバスタブから出る。

「あ、すいません、タオル！　タオル敷かせてください！」

「夜刀たちがユキメの面めん倒どう見るからいいのよ。広人は、ほら」

　ぐいとバスタオルを押しつけ、夜刀は広人をお風呂場に押し込んだ。

「ねこがみさまを拭ふいてあげるのよ。ちゃーんと、なのよ」

「そうですわ。お膝ひざに乗せて、ちゃーんと、ですわよ」

　ミミがいたずらっぽく笑うと、ユキメを連れて夜刀とともに部屋に向かう。

「きゃ──っ、ちょっと！　そんなびしょ濡れで来るな乳ちち女じよ郎ろうっ！」

　耀あき姫ひめの悲鳴が響ひびく。今日きようも彼女は当然のように遊びに来ていた。

「ねこがみさま、大だい丈じよう夫ぶですか。今拭いてあげますから」

　広人はバスタブの縁ふちに腰こし掛かけるねこがみさまを、バスタオルでくるんだ。

「ん、ん、んむ、へ、平気なのです。ちょ、ちょっと濡れただけなのです」

「ジャージも濡れてるじゃないですか。着替えないと」

　といいかけて、ふと広人はいたずら心を起こした。

「え、広人……ふわあ!?」

　よいしょとねこがみさまを抱かかえて、広人はバスタブの縁に腰掛ける。

　それからねこがみさまを横抱きにして膝に乗せた。

「夜刀さんとミミさんからいわれましたから、ちゃんと拭かないと」

「え、あ、で、でも……」

　ねこがみさまは真まっ赤かになってうつむく。広人は笑いかけた。

「久しぶりですよね、ねこがみさまが俺おれの膝に乗るの」

「そ、そうで……ありまする、けど、久しぶり過ぎて、なにやら恥はずかしいのです……」

「ねこがみさま？　なんか顔がすごい真まっ赤かですけど……」

　広ひろ人とはうつむくねこがみさまの顔をのぞき込む。

　頰ほおを染めて、きゅっと唇くちびるを結んだ愛らしい横顔が見えた。
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　その瞬しゆん間かん、広人はあることを思い出す。

　この唇に、俺おれは──非常事態だったけど、でも確かに俺はこの唇に────

　ぼわん！　と爆発するように広人の頰も燃え上がった。

　狭いユニットバスで、真っ赤な二人はそろって硬こう直ちよくする。

「広人さま、外の郵便受けに郵便が来ておりました」

　外から帰ってきた守もり宮みやがドアの向こうから声をかけた。

「あ、す、すみませんっ、今出ます！」「は、ははっ、はいなのですっ！」

　広人とねこがみさまは同時に脱だつ兎とのごとく飛び出た。

　面食らう守宮が差し出す角かく封ぶう筒とうを、広人は受け取ろうと手を伸ばす。

　その瞬間、ふとこのサイズと形にデジャヴを感じた。

　嫌いやな……予感が……する。

　送り主を確かめると、『榊さかき弓ゆみ』と達筆で書かれていた。

「誰から何が来たのです、広人？」

　ねこがみさまが横からのぞき込んだ。

「この大きさ……ちょっと見せるのです、何かとっても嬉うれしい予感がするのです！」

　ねこがみさまは封ふう筒とうを奪うばうと部屋へ走った。

「いやあの、待ってください。勝手に……」

「氏うじ子こさぁん、電話ぁ」

　携帯の着メロと同時に、耀あき姫ひめの吞のん気きな声が響ひびいた。

　守もり宮みやが急いで携帯を持ってくる。

「あ、ありがとうございます、守宮さん……あれ、榊さかきさんからだ」

　広ひろ人とは応答ボタンを押して玄げん関かんから出る。部屋ではねこがみさまたちがにぎやかにさざめいており、あの騒そう々ぞうしさでは通話が困難な気がしたからだ。

　彼は駐ちゆう輪りん場じようの隅すみで電話に出た。

「はい、もしもし。あ、どうも、榊さん」

『やあ、先日は世話になったね。私の郵便は届いた？』

「ええ。あれはいったい何……ですか？」

『嫁よめ名めい簿ぼ用プロフィール』

　うげ。

『羽は沢ざわさん家ちの陶とうの双ふた子ご、金きん狐このお姫ひめさまの家の櫃ひつさん甕かめさん瓶びんさん、甚右衛門じんえもんどのがもらってくれた簞たんさん屛びようさん卓たくさん、そして春日かすがさん家の筐はこと──私で十名』

「え…………ちょ、待っ……え、あ、お」

『筐を通して夜や刀とちゃんから聞いた。嫁千人集め、全力で協力するよ』

「な、なん、なんで、その、榊さん、まで？」

『甚右衛門どのも嫁だって話だ。性別を気にしないなら年ねん齢れいも気にしないだろう？』

　榊の言葉に、広人はその場にくずおれたくなる。

　おりしも一○一号室から、アパートを揺るがすような大歓声が上がった。

　もう、その理由は考えるまでもない。

『ところで、弟で子し入りの話なんだが、私でよければ喜んで引き受けさせてもらうよ』

「えっ……あ、え!?　ほ、ほんとですか!?」

『もちろんだ。だが、なぜ突然霊れい能力について学ぼうなんて考えたのかな？』

「あ、はい。あの、それは────」

　広人はかいつまんでこれまでのできごとを話した。菅すが原わらの忠告も一いつ緒しよに。

『ふむ、確かに自分の力をコントロールするのは大事だね』

「はい。でも榊さんにお話をうかがいたかったのは、修行だけが理由じゃありません」

『というと？』

「ねこがみさまと、みんなのことです」

　広人は、携帯をぐっと握にぎりしめる。

「たとえば、俺おれがもしもどうにかなっても……ねこがみさまがちゃんとこの世に存在して、みんなも消えたりせず、一いつ緒しよに暮らしていって欲しいんです」

　しばし、間があった。それから榊さかきは静かに問いかけた。

『そんなに、あの可愛かわいい神さまが大事なのかな？』

「大事です」

　広ひろ人とは即答した。

「ねこがみさまと俺の家族が、何よりも」

　てらいのない答えに、榊は一いつ瞬しゆん言葉を止める。

　小さな笑い声を上げた後に、彼女はふっと真ま面じ目めな口く調ちようになった。

『その気持ちは、よく理解できる。それで？』

「俺は、ねこがみさまの失われた祭さい祀し場じようを見つけ出したいんです」

　広人は熱心にいいつのった。

「家に来た当初、ねこがみさまは、祀まつられていた神社が廃はいされてしまったようだ、と話してました。もちろんおぼろげな記き憶おくですけれど、根こん拠きよがないわけではないと思います」

『そうか。その祭祀場を探し、たった一人の氏うじ子こである君の身に何かあっても大だい丈じよう夫ぶなように、そこできちんと祀ってもらおうと思っているわけだね』

「はい。榊さんは、何か心当たりはないでしょうか」

『ふむ……』

　榊は考え込むと、思いがけないことをいった。

『神社が廃されても、廃はい祀し──つまり祀られる神を廃することはほとんどあり得ないんだ。だから、分ぶん霊れい、つまり別な神社に移して祀られているはずだよ』

「えっ、じゃあ……」

『それと、〝鰹かつお屋や〟はおりんの旧きゆう姓せいではない。知らなかったかな？』

　あっと広人は口を開いた。まったく思いもよらない話だった。

「そうか、だったらねこがみさまは爺じいちゃん方かたの……」

『おそらくね。そして君の祖父と祖母は、同郷だったという話を聞いたことがある』

　広人は息を吞のむ。その耳に、榊の考え深い言葉が響ひびいた。

『一度、おりんの故郷を訪ねた方がいいかもしれないね』




　さんざめくねこがみさまたちの輪から、夜や刀とはそっと抜け出す。

　彼女はユニットバスに入り、ドアを閉めて鍵かぎをかけた。

　中はびしょ濡ぬれだった。バスタブにはまだ水が溜たまっている。

「んー、ユキメ、お片づけしないと駄だ目めなのよ」

　夜刀がすっと小さな手を横に滑すべらせる。

　すると水はたちまちどこかへ引いていった。濡ぬれた床ゆかも一いつ瞬しゆんで乾く。

　それから彼女は洗面台の鏡の前に立った。しかし背が低過ぎて見えない。

　何を思ったか、ふいに夜や刀とは上半身を脱ぬいだ。

　ぷにっぷにの幼よう女じよの胸が露あらわになる──と思いきや。

　くるりと一回転すると、そこに出現したのはすんなりとした手足の美少女だ。

　彼女はふくらんだ乳ち房ぶさを腕うでで隠かくし、しげしげと鏡で眺ながめやる。

「うん、ちょっとだけなら、この大きさになれるのよ」

　そうつぶやくと、またくるんと回転して、元の小さな体に戻った。

　脱いだ服をまた着て、夜刀は洗面台につかまってうんと背伸びする。

　無表情な彼女の顔が、かろうじて鏡に映る。

「夜刀は、とっても可愛かわいいのよ。広ひろ人とがそういってくれたのよ」

　千せん歳さいの幼女はつぶやいた。

　無表情なのに、その声はどこかうきうきと弾はずんでいる。

「広人の家族で──広人のものなのよ。卵いっぱい、産うまないとなのよ！」










　あとがき




　こんにちは。マサト真ま希きです。

　四巻の原稿を書き上げたのは去年の秋でしたが、諸事情により刊行が遅れてしまい、お待ちいただいていた方には大変申し訳ありませんでした。

　やっと、お手元にお届けすることができます！




　実はこの後書き、担当さんにお願いして、ぎりぎりで差し替えていただいています。

　最後まで読んでくださった方には、四巻では「水害」が重要なシーンとなっていることがお分かりかと思います。

　ご存じのように、今年の三月、未み曾ぞ有うの大災害に日本は見舞われました。その災害を想そう起きさせるかもしれない描びよう写しやがある今巻の発売について、正直、作者としてかなり悩みました。

　しかし、「夜や刀と」というキャラにとっても『よめせんっ！』という物語にとっても、この場面はストーリーを進めていく上で非常に大事な要素で、削けずることはできません。

　そこで発売するにあたって、『よめせんっ！』四巻の印税をすべて、震しん災さい復ふつ興こうのために寄き付ふすることを決めた次第です。寄付先は、日本赤せき十じゆう字じ及び被災地の自治体の予定です。

　少しでも、復興の役に立てれば嬉うれしく思います。




　この文章を書いているいまも、状況は一進一退です。余よ震しんは続き、二次災害もなかなか収まらず、四巻が発売される二ヶ月後がどうなっているか予測もつきません。

　ですが、たとえ前と同じでなくとも、日常は必ず戻ってきます。だから、過去の私より、二ヶ月後の未来に待っている皆さんに向けて、メッセージをお送りします。




　この本を手にとってくださった方へ。

　あなたが確かにそこにいるというだけで、私にとって何よりの喜びです。




　ありがとう。







　また、次巻でお会いできれば光栄です。

　次の舞台は夏で水着の予定。パワフルにお届けするよ！





二〇一一年　三月　　マサト真希
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マサト真ま希き

６月生まれ。静岡県出身。

ゲーム会社勤務、フリーのＷｅｂデザイナーなどを経て、小説の仕事へ。

インドのマクドはビーフ０％らしいです。
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イラスト／ごまさとし

埼玉県出身のＡ型です。

ねこがみさまの笑顔がちょっとでも日本のみなさんの元気の素になれば幸いです！
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